


ほら、ビルに、地球に、

役立つ空調、あります。
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天然ガスのよさを上手にいかしてJ ビルと地球に役立つ空調」とは?

役 立 つ ポ イ ン ト ① 「小 電 力 」都市ガスを主燃料としているので電力をほとんど消費しません。O A化が加速するビルでも、余裕をもって空調が使用てきます。

役 立 つ ポ イ ン ト ② 「低 ラ ン ニ ン グ コ ス トj 一般のガス料金と比べてとてもお得な「空調用ガス料金」がご利用いただけます。( 一部適用されない場合もあります。)

役 立 つ ポ イ ン ト ① 「環 境 に や さ し いj 主燃料である「天然ガスJ ( 革、化石燃料の中で、燃焼待に排出するC0 2、N Oxが最も少ないクリーンエネルギーです。

宅えゅ ＰＰ￘ｾ
「ガス空調」に閲するお問い合わせは、大阪ガス( 株) 営業計画部開発推進室都市エネルギーチーム TEL. 06- 205- 4670 まで . 大阪ガス
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通常総会開催通知

30's EYE- 21世紀へのエスキス

第30回

建築少年

KENCHIKU SHOWNEN Ar凶itωt&Ass∞iates

年限ユニット

ダイアローグの集積

r30's EYE- 21世紀へのエスキス」をテー

マに、 30代を 中心に様々な分野でご活蹴

の方々をゲス ト講師に迎え、従来の濃淡

会形式とは述う「忍り合い、 情報交換を

行う均j をつくりたいと考えています。

気軽にど参加下さい。

日本建築協会

ゐ 邑

冨回

このたび、下記会員の諸氏は建築界に

おける多年の功績によ って、表彰を受

けられました。

ここに誌して、その栄誉 をお慶び申し

上げます。

. 勲二等旭日重光章

三 野 重 和 (側ヲポ宮代表取締役会長)

・勲三等旭日中綬章

内 藤 千 百 里 幅削羽西電力冨件土長)

. 勲三等瑞宝章

田中 益 夫 ( 元関西ペイン ト綿持士長)

. 勲四等旭日小綬章

池田 功 ( 元紙漢柑堕IJ 社長)

・勲五等双光旭日:章

岡本 行善 (糊E和設計取締役会長)

・藍綬褒章

田中 寅( 元新日本製鎌併話副社長)

阪野 建 司 ( 王鮒ヲボ責専務)

. 黄綬褒章

上回 字 三 (側目匠設計代表取締役)

編集委員会かうのお知5せ

日頃から 、会誌「建築と社会J に は、広告収入でまかな っておりま

格別のご理解とご支援を賜り、誠 すのが本会の現況で、時節柄、平

にありがとうございます。 成10年度の広告収入は非常に厳し

編集委員会といたしましては 、会 いものになると予測されます。そ

員の皆様方の相互交流を図る会誌 のための施策として 、広告収入の

としての役割はもとより 、建築界 少ない標準号は原則として60頁前

を一層 i OpenJ にして 、一般の方 後に縮小し、収支のバランスを図

唱にも 、その活動内容をこ.理解い っていきたいと考えております。

ただけるように、その一助となれ 限られた誌面の中で、少しでも会

ばと考えております。そのために 員の皆様にご満足いただける内容

は、会誌の内容が「平易で読みや と質の維持に今後とも努めたいと

すいj ことが必要であり、今期に 思っております。

おいてもこれを主たる編集方針と 皆様の更なる積極的なご支援、ご

して 、会誌の編集、企画に携わ っ 協力を賜りますようお願い申し上

てまいりました。 げます。

そうした「建築と社会j の発行費 編 集 委 員 長 輿 謝 野 久

平成10年度第 1 回通常総会を下記のと と き 平 成10年 6 月24日附 議 案 ( 1  ) 平成 9 年度事業報告お

おり開催いたしますので、ご出席下さ 午後 5 時30分から よぴ収支決算報告の件

るようお願いします。 ところ 社団法人日本建築協会会議室 ( 2  ) その他

(紛日 本 建 築 協 会 会 長 市 川 安 大阪市北区梅田1-1-3引 00

記 大阪駅前第 3 ビル21階

日 時 1998年 6 月26日凶

18: 3ひー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 建 築 少 年

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、 般 1，500円

* 学生500円百|

* 飲物付、税込

* 団体会員扱いは 1社1名に限る

申 込 6 月19日悩 までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さし、。

①催し名: 30's  EYE  

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 6 月22日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区侮田1・1・3之100

T EL. 348- 0633 FAX. 348・0回4

〒530-0001

主 催 (他日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主担 阪田弘一/ 大阪大学助手

事務所を結成当初から 、メンバー個々

の進む方向力ぢ重っていたこともあ って、

常々ユニ ッ トとしての存在意義を模索

してきました。このユニ ッ トには、ヒ

エラルキーが存在しません。仕事も完

全な独立採算性です。それは、ユニ ッ

ト内部に対等かつ明確な境界を持った

個人を設定し 、それぞれ定の距離を

置くことで、個人の仕事に対する他者

= 批判者を創り出すものです。そうし

た明確な“ 個" を持った人間同士が、

建築少年 ( けんちくしょう ねん)

京 都 大学工学部弘 ｾ 築学科 出 身の Ｔ 人Ｈ 舶 南ｾＧｦＮ

一郎、河井敏明、中村 潔 、 馬 渇 徹 ) の メ

ンパーと、 3人のネットワ ークスにて活動開始。

1999年 4 月30日解散を前拠とした上で、 1995

年にユニッ ト を結成 。 京 都ー西 ｾ ｉ ｩ の 旧 織物工

喝のロフ トを占拠 し、 階下の500m' のフロア

を作業局とする 。 r犬小屋から超高層までJ

「行動範囲はとり晶えず地疎上J r社会のス

キマをドライプJ 等を掲げ、残さ れた l 年で

いかに美しく散っていくか 日々模索している 。

常にプロジェク卜の妥当性を検証する 行することが多くな っています。それ

システムとして働くようにな っている は 1対 1 の対話が、より刺激的な検証

わけです。現在は試行錯誤を経て 、2 システムとして働くことを経験的に理

人 1組のユニ ッ トでプロジェクトか進 解してきたからなのです。

建築と社会 川 蜘 6 1  



「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、F AX 06- 348・0634) まで。

( 当時・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリーズものの頁を織り込み、 販売価格は12∞円( 送料・消費税含) 。

特集一覧・ 1 9 7 8- 1 9 9 8

大正 6 年 9 月に「関西建築協会雑誌J その時々の社会を反映したテー 7 を選 なお、 「建築と社会」創刊号~昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全f f 1 巻の復刻版が、 1991

本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から順次発行( 不二出版) ・配

[ 建築と社会」と改題し、今日に至っ おりで、パックナンバー購入希望は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 ( TEL 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたい。
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1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 "  12 

- デザインの

動向一新旧の ・水・

コントラ兄ト

- 医療施設一 ・組合方式 1: __， • . =_  . C  A  D  -

・外 援 塗 装 ・電波障害と 、 ・新しい耐震 ・第25困

病院建築と よ る 集 合 ・住 宅 設 備 E宣 言 十 と ・一 般 号 ・ ・ピ ル 環 境

材 料 ・ 建 築 ・ 設 計 背年技術者・

情報システム 住宅計画・ コンピューヲ

1979 

・大 阪 南 港

Vol. 60 ・転 換 期 の ・商 業 空 1111 ・コンクリート ・ホテル建築と ・農 村 施 設 ・建築の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26固 ・建 設 業 の

ポートタウン ・日影規制・ ー

再 開 発 ・ 晶 *  のひびわれ 情報γ λ ァム の変貌・ 強度の検討 まちづ( 1) • インテリア吻 背年技術者・ 労 務 事 情 *

1980 

Vol. 61 

1981 

Vol. 62 

1982 

Vol. 63 

1983 

Vol. 64 

1984 

Vol. 65 

1985 

Vol. 66 

1986 

Vol. 67 

1987 

Vol. 68 

1988 

Vol. 69 

1989 

Vol. 70 

1990 

Vol. 71 

1991 

Vol. 72 

1992 

Vol. 73 

1993 

Vol. 74 

1994 

Vol. 75 

. 80 年 代 の ・今 桂 の ・最近の親行直筆 ・揮17自青年技有者 ・これからの建

都市と建築ー 省エ不 Jレギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・建築行政と ・最 近 の ・都市景観と ・屋 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今桂の外装 ・転機にたっ

畢I l : 百十と新耐

まちづくりの の 趨 勢 設計事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防 水 工 法 7 メニティ・ 錨肢の股情・ まちづくり 吹付仕上材・

歴 史 と 展 望 ・建 設 金 物 作 品 集 集 合 住 宅 震 設 計 法 ・

・盟聾物と凪ー ・在宅。橿市E・企

・中国の首文 ・ポートピ 7 ・台所まわり ・シーリング ・永 容 と 法 ・都 市 住 宅 T ザイナーの 田ー圏西に必1I る ・間仕切獲の ・第28回 ・障 害 者 の

・駿 能 論 ・ 一 北 京 の の 計 画 と 一安全な環境 住 ま い 手 ために 畠事量・を中心t 暮らしやすい

都 市 計 画 e ' BH Z生備・ 材の知除・ をめざして・ からの尭想. ・日 盟 監 酎 し た軒母国 性 能 評 価 e 青年技術者・ 環境と段惜

作 品 集 ・ の置割・

・藍本にみるすま ・第29回

・医療施殻一 ・都市景観一

・新たな商業 ・省エ耳、ルギー ・近畿の地銀 ・大 阪 市 庁 舎 ・ホー Jレ建築 ・大 ス パ ン ・昭 和 般 針 いとまちづ〈り T f 年技術者 ・風 土 空 気

地域医療と まちなみ美観

空間の展開・ と関口部・ 設 備 計 画 . と 地 質 ・ への誘い・ ( 第一期) ・ と音命 構 造 e 作 品 集 命 ・7iLft ・22? 庁舎 と人間・

- 関 西 の ・マイコンの ・計画にお I H . 大 阪 駅 と ・東海の将来 ・オフィス- ・プレ λ トレスト ・蜘目青年控葡者

・多様化する ・建 築 と コミュニサーγ ョ ・維持管理と ・大臣捕国際文t ・集 合 住 宅

建 築 文 化 を 建 築 へ の ー ターミナル と 文 化 を イ ン テ リ ア 最前コンクリ

運 動 施 設 * 品 質 管 理 バプレゼ〆ァー .  設 備 更 新 λ ポ ー 7 と 生 活 苦

考える 利 用 ション ヒJレ 考 え る の 変 革 ート構造 牛ール・

. 11世紀への田N- ・関 西 の ・ピ ル の ・l J l 股産業と ・まちの括性化と ・み ど り と ・軍31圃青年控有者 ・光 応 用

リ7 レフンュー ・住 環 境 と 商 量 空 間 ・消防設備の ・高齢化社会

魅 力 あ る 超 高 層 ピ J レ ロf ット開発 それを t りま〈 ・床の構工法 ・デ ィ テ ー ル シ 1 テムと

内外装補陣技楕 .  法 制 度 ・京都駅南口 ポ イ ン ト と生活安 IMl

t ちづ〈りを問う ・の現ｾｉＺ尭展ー・ 再開尭ピル・ 人々 の思想 建築

・自由揖式への革 ・情 報 化 を ・ホ ー ル ー ・建物の表情ー ・} . ] l 築と水の ・接合一人体と ・村野藤吾の

・東海の現在ー崖筆家安井武量 ・大 阪 国 際 演 出 ・都市と健康 ー ー断章 ・第32回

・大阪拷物悟・ と 近 未 来 ・脱軸の基監を めぐる建築 。 それが生み 最 近 の 見本市新会場 ・神 戸 研 究 スポーッ 建築 L みる; ・伊勢湾をめ 青年技術者

考i る 都 市 事 情 だ す 文 化 一 外 壁 掛 科 学 問 都 市 ・日 建 設 計 作 叩 ぐ る 東 海

- これからの ・屋根ーその ・1f 仏 日 ; ・日 2174 ・自治体営繕 ・TZ 防 災 ・21 世 紀 の ・1iEnE .CA  D - ・オフィス空間 ・第33回 刊行JJ ン

住空間ー畠市型 デザインと 10 年

・これからの 雄 築 股 備 と公共建築 ・大阪市庁舎 住宅と設備 もとめてー その応用 t 展開 の構底 青年技捕者

集合世宅にみる 紫材 防 水 工 法 計 画 ( 第 2期 ) ・7 イン 21 ' } ニュー 7 ル

- 入 浴 物 語 ・腐 食 駅
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- 軟 弱 地 盤 ・設瞳における

と 基 礎 L  C  ( t . 建物の外装 ・中園地方的展望 ・21世紀への

・ホテル物語 '} 7 レJ ノユ .  ・都 心 居 住 とひろしまの ・制振事

・文化と伍証ー車 . 東畑聾聾事蕃所 リ7 レフンユ・ 照明 *  
権 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ

- 集合住宅の ・第35回

・超高層住宅

リ7 レフシュ・ 青年技術者 ・讃貰テレビ

を 考 え る

一 ・大 E 府官槽 ・800号記念$

. ' } ゾート事情 ・色 の 復 権 ・省 力 化 の ・構造の省力化 ・都市環境創造

・夢をのせる ・まちづくり ・博 覧 会 と ・都市環境創造 ・建 築 と と 設 情 E ・第36回 ・最近の博覧会

・竹中工器底割立 ・東 樽 町 新 建 築 た め の 材 料 ・鹿島n 大E主古

輸 送 股 備 と法 ま ち づ く り と 陵 情 I ア ー ト ・ユ ー ザ ー 書 加 符 年 技 術 者 パ ピ ザ オ ン

90 周 年 記 章 と 伝 統 技 布 ・ 工法 盛事量計菌作品集のハウジング

・商品化住宅 ・ニュータウン ・東 海 の ・プ レ ハ プ ・国 際 花 と ・5TNT ・高強度化ー ・22SF ・刊 すji ・222術 者 ・lEiA31;
都 市 f景観 ・スケー Jレ感 住宅技術の 中盟檀オ 7 ィスピ 置計の多掛ft を 一、一

のデザイン$ ルネサンス . 桂賀市文化会鈴 現在と未来 線の博覧会 1ムふ? めざしてー・ 4割 サ の ・3庫; 営 f ・12Jliht ;ii ての

・オ 7 ィ2 ・今、京都 ・盟聾と土本 ・直撃をめぐるトラ ・空間の7 イデン ・自桔体住宅 ・建築と土木 ・スリムでタ 7 な

・2心?? .4よ ぷ 品 ・22ゐ2 ・大阪車京海上 ・符 ttyi ・剛 造 拙 ル ・一 般 号 プル t その閉ま テ イ テ イ 時への提冒 ー 糊 技 術 . ; 444U

- I - d hなれ 記念 キ ビルデイング ??JJ9511 ・i527i e ・2!??7;i :iii 話龍 一M13 .2品A- 3九九 i

・夢 物 語 ー ・;5717 ・建 築 と-iiiifZ ・地 涼 環 境 ・1f di -fffif; ・接 着 ー ・品 協; -iI223? ・いま建築教育 ・京のかたち

人がかわる、 デ ザ イ / 時 代 の ， 撞聾分野への ・ハウジングの に何が期待

・近睡の郵政建 高層住宅の註幅 市豊憧公団関西 ー集車材 i、 の「語り事 メインスト' } - ム と色

まちがかわるー 聾15年の1) i : 6 東海支部ー システムー 建 築 支社 10周年ー よる構造一 限りなさ可能性 作品j 、、 を揺る されているか

・事39目青年技有者 ・環 壇 ー ・映画の中の ・建築の再生ー . 国際的パート ・事40目青年控補者

・車量量車事器所 ・東海の美晴館 ・市民劇場の 限りある自然 ・都 市 町 インテリ 7 構造技楕の ・福 祉 の ・都 市 型 ・理壇ー人に

・大阪府営繕 ー ナーシップの

目立 60 周年 博 物 館 舞 台 段 備 と建築との スカイライン ・けい li んなプフ 役割ー まちづくり 住 宅 再 考 やさい‘ 霊園調

記 念 作 品 集 か か わ り ザ・住友ホール ・大 臣 市 営 繕 可 能 性 量をめざして

- コピー士 ft の ・九州町イ y ・伊 勢 神 宮 ・建築のエネ ・明日に向か ・住空間にお ・まちなかの ・水 と 建 築 ・盟聾置帽の CG ・構 造 聾 ー . 第 41 IID 青年

新劇t ・いま、医療 看板 γ ミュレー日ン 建聾の中の聾

λ タレーンヨン式年退官と Jレ ギ ー シ エ っ て 一 会 貝 ける厨どころ ・日 本 建 築 技捕者

・広島町商割り ロ 施駁は ・竹中工務庖 ・村野、轟建築 ・集合住宅団地

7 ' . i 7量技大金 と現 神 宮 界 線 テム 作叩 への視点 の 集 合 住 宅 総 合 試 験 所 事 務 所 リニューアル ・関西国際空港

1995 

Vol. 76 
- 光がつくる ・飛 騨 美 濃 ・ トイレから ・私 の 空 間 ・新しい「都 ・l J ! 築構造と 一 ・第42回w年

・音ー騒音から ・接 合 ・ユニパーサル ・ライブライノ

風合の世界 ー ま ち の 活 性 化 見 た 都 市 ・ トイレ空 H自 作 法 一 市 建 築j の 社 会 の 接 点 技 術 者

操音/ 創音へ ・コスモタワー T ザインとは とi j ¥革政情・

・ と 地 方 文 化 文 化 会 員 作 品 観 点 ・日強殺計・ ・滋賀県建築課

1996 

l  ・阪神大震災 ・遠江ーその ・立体駐車場 ・見書' 非常時正 ・マ ル チ ・量訴の大農臣 ・且の空間作白96

Vol. iワ ・大臣府住宅棋 ・いま、プール ・住 ま い の ・キーコンセプト ・揮43圃膏年技補者

か ら 学 ふ 地 域 振 興 と 鮫 働 生きるま体耳 メディアが Z ポー 7盤技施E ・1 聞の孟荒

首世社匝iro周年2i がおもしろい 未来 ￭ｾ の 新 時 代 ロ ・近世地盤宮幅B

・ 文化 ・大建佐官十 ・O A H ワー 1 つくる世界 の量幅 ・0ι { うの3作図

1997 

Vol. 78 

- 建築のロン ・車面宣車全員作品 ・割立 80周年記ま ・本量産車輪町伝証 ・住む? l ! 1刷の ・紫材の不思 ・新エネルギー . タロスワード ・モザイク都市 ・私 の 空 間 ・第44回背年

・最ものがたり 復興ー量慌のJ : - :"1' 1  ｾｊＢＭＮ ｬＺＮＧ ・ 住宅都市 の 住 む か た ち 作 法 技術者

グライフ化 . ・銀位且土J : / 盟畢 U. I: 控帯 t その帯車 用t l HI 圃ヘー 綴 .  整備公団改 都市 OS AK A ・昭和役目十 ー全員作品ー ・京都駅ピル

をめざして ｦｴｕｖｉｾＮＱ 華 社会-80A町量一 Ｎ 住 ｉｉｾ 回目 ｵ 世 ・ 大阪トーム 革への提言 ・ 40周年
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平 成 1 0年 度

日 本 建 築 協 会 評 議 員 ( 敬榊)

平 成 1 0年 度

日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌 (敬称略)

卓 生 ( 中 央

(管工部門)

甲 子 雄 ( 扶 桑 管 工 業 )
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平 成 1 0年 度

日 本 建 築 協 会 支 部 長 (敬称略)

夫( 松村組){変藤伊尾 f色 消 四 郎 ( 三 晃 空 調 )( 監事)

辰( 安井鐙築設計事務所)

祐( モチ打コーポレー ション)

雄 ( 小 池 組 )

周I ( 佐 雌 総 合 計 画 )
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秀
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宮
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林
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東 海

京 都

和歌山

中 国

3  

平 成 1 0年 度

日 本 建 築 協 会 特 別 委 員 会 委 員 (敬称略)

・企画委員会

協会の今後の運営を検討、審議する 。

委 員 長 片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学 )

委 員 金 田 宏 ( 大 林 組 )

小 林 四 郎 ( 住 友 電 波 )

松 村 俊 三 (滋i 辺 設 計 )

三 木 敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ )

1 : r 藤 消 二 ( 日本建築総合試験所)

和 田 克 朗 ( 大 阪 住 宅 セ ン タ ー )



平 成10年 4 月22 日 開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設 委

員 会 委 員 を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬 称 略 。 印 委 員 長 合 印 委Q 長代行 O印刷費E

員長 A 印幹事 * 印顧問 験場名 l立時林を III いました)

平 成 1 0年 度

日本建築協会常設委員会委員

( 西野悶工業高校定時制)

( 布筋工業高校)

( 今宮工主高校定時制)

( 西野田工業高校)

( 日 建 設 計 )

( 尼崎工業高校)

( 堺市立工業高校)

( 愛知産業大学)

( 大阪市立工芸高校)

( 安井建築設計 '1>務所)

( 堺市立工業高校)

( 東側建築事務所)

- 出版委員会

悠築に I則する図占の企画編集刊行、「辿

築技術選，'}J 特波版およびくプロのノウハウ〉

の企画刊行、ならびに，JI座の企画・実施
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( 大阪住宅センター)

( 竹 中 工 務 自 )

( 藤 本 工 務 庖 )

( 総 村 組 )

( 1 ， 鬼 ぬ 他 殺 )

Ｈｪｾ 高組Ｉ

( 大 林 組 )

( 日本建築総合試験所)

( 日 建 設 計 )

( 大 成 建 設 )

( 鴻 池 組 )

( ( ， 酷 谷 組 )

{ 住宅ー 綿市整備公団)

( 大阪府建築郡市部)

Ｈｊｉｾ 和設計Ｉ

( 大 鐙 設 計 )

( げ汁77Y ' ) ティーズ)

Wi 水 建 設 )

{ 安井建築設計事務所)

- 建材委員会

建材コンサルタントー新辿材の紹介

田

野

上

野

幡

本

上

津

谷

藤

本

田

和

猪

井

字

小

柿

川

河

小

近

阪

竹

説

中

中

西

西

西

平

伯

塀

松

一

冗

森

保

山

O

O
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Ol[ 知l建築事務所)

( 奥 村 組 )

( 近畿地方主ll; 投日)

( 住友大阪セメント)

l多

正 行

事E 之

英 俊

まるみ

J l l ! 人

I宇 治

文 部

照 男

l咲 穂

康 信

和 成

徹

江

利

孝

雄

幸

純

朗

雄

亭

武

明

和

伸

大

郎

夫

信

夫

側

誠

人

一

治

義

之

紳

郎

章

次

宏

昭

広

次

義

正

宏

地

防

迷

重

三

泰

正

貞

育

幸

高

田

村

川

出

村

等

者

内

本

木

本

田

本

邦

正

繁

克

迷

。 山 田

O上 原

青 柳

安 達

井 上

植 村

遠 藤

加 藤

楠 本

志 賀

谷 川

千 葉

中 川

前 回

森 山

安 田

山 口

府 伸 夫

中 島 健 二

服 部 l勝 輿

松 浦 剛 士

松 本 間11

杢 谷 通 夫

森 田 芳 次

. 情 報 小 委 員 会

O Jl I  村 民 次 ( 住宅郷市制自公団)

ム 奥 村 進 ( 東 側 建 築 事 務 所 )

ム 小 笹 光 彦 ( ランテック計画事務所)

ム 酒 井 重 治 ( 元 野 村 主II 設工業)

ム 佐 藤 稔 ( 東 知l 建築事務所)

ム 瀬 戸川 孫 ( 関 西 電 力 )

天 野 直 樹 ( 竹 中 工 務 応 )

井 上 恵 ( 園陸枇越の陣覧会f:! 臨釣

上 回 淳 一 ( 野 村 建 設 工 業 )

大 井 昇 二 ( 大 林 組 )

紙 西 孝 彦 ( 昭 和 設 計 )

木 場 公 典 ( 大 阪 府ill 築m市部)

下 村 健 治 ( 大阪汗山短期大学)

竹 内 利 明 ( 浅 沼 組 )

嫁 間 的 春 ( き ん で ん )

中 西 稔 ( 奈 良 ホ テ ル )

三 上 不 二 夫 ( 銭 必 組)

宮 内 宏 ( 宮 内 商 会 )

・若い会員の集し、小委員会

O杉 本 真 一 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

ム 石 井 太 志 ( 昭 和 設 計 )

ム 阪 田 弘 一 ( 大 阪 大 学 大 学 院 )

ム 樋 上 新 治 ( 事l 敬)

ム 山 際 直 人 ( フ リ ー ラ ン ス )

ム 米 :11・ ｾＨ束釧辿祭事務所Ｉ

芦 田 智 之 ( 日 辿 設 計 )

有 田 吉 弘 ( 阪 急 電 鉄 )

内 仲 毅 (PPI. t t 函・設計研究所)

河 合 哲 夫 ( 竹 中 工 務 応 )

佐 々 木 "i'i 子 ( 大阪市/$rli 艶備局)

ぬ 隆 男

飽 野 豪 利

田 中 康

田 畑 重 明

土 井 正

長 据 晃 治

増 田 昌 彦

松 限 な

三 砂 隆 史

宮 崎 ひ ろ 志

廻 はるよ

山 田 和 弘

(JI[知l建築事務所)

( 藤 木 工 務 庖 )

( 湖 池 紛 )

( 消 水 錯 設 )

( 大阪府建築郷市部)

( 大 成 ili 説)

( 安井建築設計事務所)

( 大阪市住宅供給公社)

( ヘ ッ ズ )

( 坂倉雄築研究所)

( 大阪市立大学)

( 大阪府建築郷市郎)

( 大阪府建築指r ! i 部)

( 竹 中 工 務 庖 )

( 大 雄 投 計 )

( 兵庫県立人t 自岳町博物量)

( フリーランス)

( ジ オ ア カ マ ツ )

- 教育委員会

主II 築教育についての調査・研究、I l :U雪会の

企耐 実施ならびに工高生デザインコンヲ

ールなどの企両および実施

能 美 敏

野 口 幸

福 井 茂

法 令 分 科 会

城 戸 史 郎 ( 兵 庫 県m市住宅部)

椎 名 辰 之 ( 大阪市計画調盤局)

ム 炭 崎 勉( 京都市市市計画局)

中 勝 生 ( 大 阪 府 建 築 都 市 部 )

中 間 光 平 ( 神 戸 市 住 宅 局 )

浜 里 子 幸 雄 ( 京航府土木錯築部)

. 作 品 作 風 小 委 員 会

赤 木 隆 ( 日 越 ! 設 計 )

秋 山 克 彦 ( 昭 和 設 計 )

秋 山 茂 0，・1 水 建 設 )

朝倉一晃Ｈ兵川 ｈ［ｾ 都市住宅部Ｉ

小 笠 原 絵 理 ( [ 1 l J 工 作 合 )

川 上 比 奈 子 ( 夙川学院短期大学)

倉 沸l 奈 千 子 ( 問中啓文韓合世聾晴究所)

杉 原 繁( 大阪府組築都市却)

寺岡宏治Ｈ安Ｉｾ建築設計事務所Ｉ

中 村 文 紀 ( 東 南 l I ili 築事務所)

藤 城 義 丈 ( 瞳 関 口 組 制 抑 商 所 )

O前 川 治 彦 ( 前川治彦建築研究所)

前 田 幸 宏 ( 大 総 設 計 )

牧 野 雅 一 ( 大 林 組 )

増 田 敬 彦 ( 住 友 信 託 銀 行 )

相 田 俊 哉 ( 竹 中 工 務 庖 )

. 会 員 企 画 小 委 員 会

伊 藤 郁 郎 ( [1 建 設 計 )

池 田 総 笑 ( 積 水 ハ ウ ス )

稲 木 裕 子 ( 大 阪 挫i没専門学校)

大 谷 由 紀 子 ( 奈良女子大学院生)

糟 谷 浩 史 ( 治 水 生II 政)

河 附 敦 子 ( 竹 中 工 務 自 )

高 岡 伸 一 ( 昭 有l 投 Jll

高 田 光 雄 ( f . f / $ 大学大学院)

高 橋 鹿 子 ( f ザインオ 7 リレイ)

O塚 口 明 洋 ( 塚 口191洋建築研究室)

辻 川 ひ と み ( 大阪市立大学院生)

長 友 理 津 子 ( 長 友 工 務 底 )

花 野 元 一 (n 本 設 計 )

福 田 瑞 穂 ( 大 建 設 計 )

JlYI  7:同l 昌 利 ( 神 戸 市 住 宅 局 )

山 寄 章 子 ( 神 戸 市m市計画局)

・ 広 告 企 画 小 委 員 会

宕 井 武 夫 ( 訟 村 組 )

O小 幡 義 明 0 . 免 j辺 悠 疎 )

加 納 伸 太 郎 ( i I 'i ぷ 雄 投 )

!勝 一 弘 ( 大 林 組 )

河 原 正 雄 ( 竹 中 工 務 庖 )

長 野 洋 一 ( 大 成 建 設 )

波 溢 浩 文 Ｈ安Ｉｾ建築設計事務所Ｉ

・事業委員会

見学・講演・ i従i列・展示・ I吹阿・懇斜会-

ｾＡｩ ぃ会員の集いなどの企阿および ［ＡＧＡ｢ 革

. 編集委員会

会活「建築と社会」の企両ー編集

。 奥 謝 野 久 ( 口 雄

会 内 田 直 樹 ( 日 ill

・ 特 集 小 委 員 会

計 画 分 科 会

(計画系)

伊 縫 慾

梅 村 宏

ム 小 浦 久

鈴 木 克

田 中 直

松 川 敏

横 倒 真

吉村! J ! f

( 建築計画系)

上 杉 秀 隆

江 副 敏 史

大 村 昌 総

荻 窪 伸 彦

菅 野 忠 司

笹 村 欽 也

佐 藤 不 二 男

嫁 本 史 郎

ム 刃 金 国 雄

服 部 光 宏

山 本 医

( インテリア・住宅系)

ム 石 川 佳 子

加 藤 力

角 方 利 幸

北 浦 か ほ る

小 梶 隆

小 島 保 人

下 村 陽 子

中 村 雅 人

中 村 孝 之

畑 康 之

西 国 利 子

ぺ リ 一 史 子

構 造 分 科 会

大 氏 正

岸 本 一

岸 本 圭

楠 本

佐 治

下 野

田 中

ム 田 辺 太

野 口 拓

松 村 和

吉 津 幹

設 備 分 科 会

梶 井 宏 修

河 津 隆 之

回 ノ 畑 好 幸

谷 津 和 久

西 岡 道 雄

野 口 太 郎

腸 内 一 夫

桝弁 ｦｾ 腕

水 谷 昇

村 上 幸 三 郎

ム 山 根 敏 和1

施 工 材 料 分 科 会

植 田 実

小 椎 八 重 獄

太 万 川 丈 爾

ム 十 倉 毅

Ｈ肌ｾ } ; 斗建設)

( 大阪府建築都市部)

( 大 林 組 )

男

忠

利
計)

3十)

m 建 設 計 )

伏阪市計画調盤応)

( 大阪大学大学院)

偵団工芸揖龍太字大学防

(持1 1有 大 学 )

( 竹 中 工 務 庖 )

( 般 水 ハ ウ ス )

υc 阪大学大学院)

設

設

幸

尚

子

彦

人

正

紀

祐

(7ーキトラ1ト上It 盟華町究所)

( 口 建 設 計 )

(I! 'I 本 建 設 )

( 安井建築設計事務所)

OA ぬ 建 設 )

( 東側錯築事務所)

( 大阪大学大学院)

( 鴻 池 総 )

( 大 林 組 )

( 大 成 建 設 )

( 竹 中 工 務 庖 )

( インテリアデザイナー)

( 京都工芸揖櫨大学大学院)

( 住宅都市監備公団)

( 大阪市立大学)

{ 竹 中 工 務 庖 )

( 新保管也アトリエ)

( 尚 ぬ 展 )

( r J l ! スペースデザイン)

( 積 水 ハ ウ ス )

( 安井越祭設計事務所)

( 大 林 組 )

( 大阪虚業大学)

( デザイン構造研究所)

( 大阪大学大学院)

( キンキ総合滋計)

( 安井建築設計事務所)

( 大 林 組 )

( 竹 中 工 務 庖 )

( 神 戸 大 学 )

( 湖 池 組 )

( J I [ j J l I 建築事務所)

( 訟村構造計画)

( 口 雄 投 計 )

嗣

議

晩

隆

志

人

剛

一

也

夫

失

明

直

。 片 倉 健 雄

・ 講 習 会 小 委 員 会

0 藤 井 孝 安 ( 大 林 組 )

佐 u 久 ( 鹿 島 辿 設 )

白 塚 芳 朗 ( ぽj 池 組 )

|刻 川 詞 之 ( 大 成 ill 投)

問 中 克治良11 (銭 高 制1)

高 精 懲 昭 ( 松 村 副 J )

西 国 仁 志 ( 奥 村 組 )

南 部 幸 仁 ( 清 水 建 設 )

松 井 攻 ( 竹 中 工 務 庖 )

重量 啓 苑 ( 淡 泊 掘り

. 工 高 生 教 育 小 委 員 会

0 和 田 康 由 ( 都 ぬ 工 業 日 校 )

学)大自控(近

(多 )1' 弘II 築研究所)

( 安井建築設計事務所)

( 元竹中工務庖)

(  [1 本 雄 策 協 会 )

( l J l i ぬ建設)

( 元 紙 村 総 )

( 竹 中 工 務 庖 )

( 鉄 雄 建 設 )

( 元 大 林 組 )

( 大 林 組 )

( 日 建 設 計 )

( 大阪市m市戦備向)

。 多 弁 幸 男

O原 見 昌 志

O三 好 |蹟

O南 次 郎

. 見 学 会 小 委 員 会

O福 島 靖 夫

ム 伊 藤 博

ムチl' 上 敬 -

A 嬬 家 敬

伊 東 史 郎

逸 崎 三 郎

久 保 田 秀 男

熊 野 健 司

( 近 畿 大 学 )

(河 i lt隆之事務所)

( 竹 中 工 務 庖 )

Ｈ新ｾ冷熱工業Ｉ

(.k阪市建築枝術協会)

( 関 西 大 学 )

( き ん で ん )

( 総合設備コンサルタント)

υc阪市都市整備局)

( 村上デザイン事務所)

( 安井建築設計事務所)

Ｈｩｉｾ水挫設Ｉ

( 殿 水 ハ ウ ス )

( 竹 中 工 務 自 )

( 日本雄策総合試験所)
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今 月の 表 紙

大阪 ・OBPのビジネス街

娼彫 絹 巻 隻

表紙デザイン 安里 俊久

建築と社会主
1917年創刊 第79集/ 通巻915号

c o T E Nτ  

特集・ 地球環境保全 と建築一次の1開へ社会を受け継ぐために一

. 特 集 予 告

7 月号/ 心と体を元気にするイン

テリア

8 月号/ 建築段傭メンテナンス

( 仮称)

[ 総論]

[各論]

[結び]

市民 は 出 暖化 に対して何 をなすべきか. i菱岡美恵

公 共 辿2誌をめぐる地 球 環 境 保 全・松 尾 陽

公共立l! 築物Jの改修による省エネルギーの' ) 持t・筒見憲三

位築( ，没 ，¥1-) 1ーと地 球 関 境 保 全・衛藤照夫

地 味広.J JJ2をぞJ' るための取り組 み一大阪ガスー・足立悠雄

ｪ 也 ｊ ＺＺ ｊ ｾ 卯境を守るための取り組みー ｼ 共 ｼ州 Ｇ，Ｇ｛￬ Ｉｪ Ｍ ・ 坂井 日 科 目

地 球 関 境保 全への取り組みのあり Jj ・吉田治典

地 球卯J : 党に配慮した住生活の今と将米

一 ア ン ケ ー ト 調 任 を 通 じ て 一・ 日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会 / 法 令 分 科 会 一一一一一一 3 4

わ が 家 の 改 築 騒動 記 ・池内 7  ｾ＠

ぷ材の命を以後まで活かすために・栗山俗子 40 

キリンビール廃棄物ゼロへの上奴り来Il み ・目鼻安一 4 1  

白然ノ|て態系に組み込まれたl 1J づくりへ・池谷奉文 4 2  

'F.の釆り人れ制 限一 鎌 倉 市の 試 み 一・青山茂雄 4 4  

ii: む社 会はこうなる一地 球 制約 下 で の持 続 的 社会とは一・内藤正明 一一一一一一 47
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，6. 企ヒ

= 0コ

会 員 の 受 賞 通 常 総 会 開 催 通 知 編 集 委 員 会 か ら の お 知 ら せ 30' s E Y E (30 ) 強 築 少 年一

年 限 ユ ニ y トー. 平成 10年 度 日 本 越 策 協 会 役 員 会 務 分 掌 、E平蛾員、支部長 、特 別 委 員 会 、

作品作風 府|泉 市久保惣記念美術館新館 6  

油 谷町 文化会館“ ラポールゆや" 8  

アイティ とよおか 10  

gall ery 

大地の呼吸

社会の眼

建築の眼

NAOCTeam宮8ボランティア交流ハウス (上田知正) ・川上比奈子 12  

パンコールラウ島 ( マレーシア) ・小浦久子 14  

駅は街の玄関であり 、たたずまい は街の「頗J ・河内厚郎 (演劇評論家) 15  

10録を残すということ ・吉村英祐 ロードサイド ショ y プ・竹本俊平 16  

21世紀に向けて. 吉田照久 町を食べる 札ピラニュ ーヨ - 7・井口勝文

法 令 コー ナ ー

素材と技術が生み出すデザイン

information 

lsoとは (Iof か・鈴木敏央 4 9  

「ガラス J - 1本の糸から ・桑原誠二 50 

天地、 ｴ ￡ Ｑ［ＧＺ ［ ｾの ｬ 骨 ｊ ｽ Ｎｉｾ改修 ・ 黒木安男 52 

4. l ! 設汚泌セメント原料化 ・井 上 透 5 5  

平成10年度の 'J(;幻 |阿 5 6  

受 変 屯 設備 ・谷本敏和 57 

ｾ￬＠ 11111ユニオンi J 1 築フォーラムf J f ＪｾＧｫＱｦＮ＠ 1f lll T r メディアテーク 」をIIf Iく・森田昌安 5 8  

J ID大賞受賞 ・ “ｾ築を ｬ 聴く ， Ｎこと 一 神 Ｑ i改 Jlt 派神学校・加蔭力 5 9  

「 病 院 建 築 / 福 祉 建 築 基礎 議 座J 開 催 . rマンション管理E講座 J 開催. リカルド ・レゴレッタ繍 60 

演会 ー 展覧会 Ｎ 空間 ・ 衛生工学会シンポジウム ー「 鱗は聡人・デザ イ ナー」展 Ｎ 奈良 Ｏ ｔ ｏ ｔ ｏ ｍｬｾ

トリ工ンナーレ 1998募 集 「 建 設 業向 け1509000・14001Pセミナ 」開催 .福 祉 建築アイデア

コンペ表彰式. 再越される公会堂の神像. 建築E宣言十技術セミナー. 第 1回変革シリーズ鵠演会

4荷造の頁

施工材料の頁

GBRCニ ュー ス

基礎講座

REPORT  

月間の動き 、ILJ&: l Q{1と3 ) I分 62

印 刷 、l' 成 Ｑ Ｐｾ ＧＮＵ ＱＱＲＵ ｆＱ

犯 行 平 成 1 Ol f- 6  I1 1  11  

先行人社トH法人日本 ill 策協会

発 行 川 社 l哨法人 円本 ili 策協会
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作 E 置

E彊 風

設 計 監 理.

竹 中 工 務1吉

筋 工.

竹 中 工 務 庖

和泉市久保惣記念美術館新館

この 小 さな美術館は、 ｩ 坑作の イ ｾｦｮ ＧＨ Ｈ ＱＹＸＲ ｾ＠ l ) 、久 保惣 ホ ー ル (

1986波 u に続くものとして、引 l町されました 本館の IJ f.Ji'!i (l 去に新

たに ｬＡ，Ｇｾ人 されたＺＺｴ術 品 の民ノ ｊ Ｇ と、 ｬ ｬ￭ ｬｬ λ ｬ 、 海外か らＪｾんされる ｖＱｐ の

)，e. ;j 主を i: な川途としています

エ制 ￍｦ ｲｦｻｾｦｲｦｦ は、、可 ｊ 也 で ｬ リ ｼ 治 ｊｙｪ 以降糾紡 ｾＱＱＱＺＤ を終＿与されてきた久保米

が 似ＡＮｴ された 氷 洋 ｾｦｽ ｬ ｾｲ ｬｬｬｬｬｬ の人ーコレクシ ョ ンを、 |ゴ也ill 物と共にヰ11以

ｲｬ ￯ へ と の ＺＡＡｎＭｾ 一ることによ って Ｂ立なされたものです 今川 も|日l織に rli へ

干! 刊行され、ノドfn'( と一体的に約 I'II 王ll'! 巧がおこなわれます

ヰ ｉｬ ｪｪｾ ，fiは、 ，'if てから 111桁ある伝統をはぐくんできた I也t9xです

リ ｉｽ ｾ ｊ 也 Ｈ［ＱＺ ，ＮＧＧＭ ｾ、街道に而し、ｽＮＧｩＡｊｮには、 Ｇ￭ｴ 也独特の綴よでえｊＮｴてられた ＱＱＱ 家

が!，'U f しています

設， ｜Ｑ Ｇにお い て、この ｽ ＮＧｩｪ ｊｮ 卯 ｪ 党にぷ Ｑ Ｑ ＧＱ にｩＧＱＧｩけ込み、版作立ｊＮｴｾ廷 ｉｴ ｙＧ と i本

のJ1l!i; 没で、あることを、 自 立の Ｉｔ 々にもたやすく ｍＡＮｾｦＦ していただ、ける

ことを、第一の 11 伐としました

そして、美術f品、 ill 築、 lμ l忌|それぞれにおいて、米首n省にil:rq) ;E段、を

ｩｾ いていただくよう、特に配ｊＮＦＮしました

jぶいエントランスホールを介して、京f J l Jj に! 氏示' セエリアを、 jl J:j fJ!i 1に

迎資' セエリアを配し、機能 t 久々独立した使}I I(こ対応できるプラン

としています。

所 在 地 ー一一 大阪府和泉市内田町31

敷 地 面 積 一一- 4，434. 36m

建 築面 積 一一一 l ，528.94 m

延 床 面 積 一一- l ，384. 30m

精進規模 一一- R C、1F

工 期 一一一 1997年 2 月- 1997年 10月

最 寄 駅 一 一 一 泉 北 高 速 鉄 道 和 泉 中 央 駅

樋 影 一 一 一 東 出 清 彦

‘ 展 示 室 隙 ラ ウ ン ジ

( 脇11 1新一/ 竹 '1' 1河川町)

配 置 図 1階 平 面 図 1  :  1200 

南側正面全景



全母

大ホール
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耐評

設 計 監 理園

田 建設言十

方包ユニ.

ｩ 青 Ｗ ｊ く ｅ 童言ｾ

油谷町文化会館“ ラポールゆや"

九11谷 1111 はLl II I県の しi 本 泌側 、長門1' 11から山陰本線で 凶に2 0分、人1 1

9，0∞人ほ どの小 さな川ーである 。

公. q により ラポールゆや“ と名 1寸けられたこのえI ! 物は、 美しい111[  

恨み と 風光 Ｑ ｾ ｉ ｗｩ ｩ な ｩ ｩｊ ｬ 谷的を ー 唱する日台に建つコミュニティ施設で、

ＵＰＰ 名収守宇の大ホールと、図ミ ｉ Ｍ Ｍ ｾ 室 会 議 宅 ー研修宅な どの機能をも

っ研修練で榊成され、地域振興の拠点、となるととが則待されている 。

ＱＲ かな ｼ 挑唱を生かし、 ｉ ｉ ｊ 弧状平而の 研 修事ｾｾ軍と、ロビー大ホー

ルホワイエを、全長15 0 mにおよぶ木製の展盟デッキに治 って配位

した。

外観I手、大ホールと研修練のそれそ' : / 1 . に特徴のある属狼を処け、 Iリ1

1切な '''''11成 の ' 1
1

にも業朴 で、暖かみのある表情を持たせて、周辺の 11 1、1佐

みに許可. け込む liJ ' びやかな シルエッ トを創り出した。

Ｈ 検 Ｉ ＱＱ Ｑ 径 一 ー 大野 一 ｾｊＩＯ 口組設ｾｮＭＩ

所 在 地 ーー一 山 口 県 大 津 郡 油 奇 町 大 字 新 別 名833

敷 地 面 積 一一一 12，980.40ni

建 築 面 積 一一一 3，330. 78ni

延 床 面 積 一一一 3，413. 66ni

4荷造規模 一一- RC 、S 、2F

工 期 一一一 1996年 9 月- 1 9 9 7年 10月

最 寄 駅 一一一 J R山 陰 本 線 ・人 丸 駅

1最 影 一一一黒 田 青 厳

1階 平 面 図 1  :  1400 

眺 望 デ γ キとホワイ工

7 ブローチよりメインエントランスを望む (夜 景)

9  
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由甲

設 計 監 理圃

( 協 ) 都 市 設 計 連 合

施 工・

熊 谷 組 神 戸 支 l苫

アイティ とよおか

i削H山}，均1

われた駅 l前1官清1有I川1バ巾|打lバf術J打iJ地也山lい川!リ引刊fI川IJ開j井淵トH山lげヲ発Eιl作u業Eの』胞住J投貨t叫住」主! 築物でで} ある

近 年の社 会経済柿 泣の 変化 は 片しく、モ ータ リゼーシ ョンの逃 )J ikや

ｗ ￭ 代行 ニーズの多 織化が ｾＧｉｪ［Ｎ ｾ 城を拡 散 させ、 ｾ Ｇｉ￭業機能の ＧＱＧ 心 が郊外

へと 外征化 し ｾ Ｇ ｉ ｪｊ，ｩ ｾｬｊ ｩ としての機能を 低 ｆ させていった ｦｾ Ｇｬ￬ｩ［ｊ､ￎ 駅前

通 りを '1' 心とする 市街地の活性化 はJ也) L; 住民の長年の念願であった

ここにＡ 日 Ｎ ｕ ・ ｊ の ＧＱＧ 絞Ａｦｉ ￭ ､ ￯ て 、 ある ｾｾ ｉ 古 川 ｩ の玄 ｼ 主 ＱＱＱ にふさわしい賑わいと

病気あふれる ｒ 創 業 Ｇ ｱ 川 をｦＺ Ｇｊ ，Ｇｾ， すべく 市街地内 ｉｊｦｭ Ｇ Ｑ Ｑｾ を 椛 逃した

本 Ｑ胞 ｪ泡 恒 ｊ設立は Ａ広ぶ主減 ｺ長Ａｘｾ仰臼帥町ｾＧ前尚 ＧＱ百 Ｔ刊口 ｩは ｅ業 ｾｉｩｩ 施匝投と してdの) {絞主刻幻)，目， i可1仇州2命制制11山Ii を'1ド1心 にI地也|区凶2豆幻i臼|内j人勾、サれlれLリ咋叩l平引兵μwドい川"吋'1)川'1) ，1'仏川)，川，1'問T古53初)，1

アミユ一スズ，メン卜 h胞主(tQJ設党及ひび1，草引5引l 目!ドt 比均iて咋守 てで、村柿!J成皮 される f惚担f介半l胞，i立として ，iJ

ｉｉｉｾ し、 ＧＱＧ 心 ､ ￯ 街 地 に 不足 している Ａｈ Ｇ ｉｕｊ Ｏ｜ の位 耐＿ とともに、日 ｘｾｙ 品交

Y.?: J，I:tのrmi 引こよる 道路終的、公1)'11緑地の昨 似て宰汗lidi J J山球上削創出に

も 卜 分間 ｾＩ ， ｾまされている

施設のデザインは、 fl J.l，鳥文'化|量|の '1' 核となる象徴的な立地を考慮し、

絡調と部ち打きのあるものとするとともに、 di 民の 11 'i日午前に; も: お

した施"立として、籾しみを感じさせるような雰凶気を大切にしている

特 にrW! '1J也んの主{ f lメの '1' にあって人々にワーえる I=P象が↑ たいものにな

るよう、タ ト Ｑｲｊｬについては ｲｙｉ るさと ｉｉ ｾ かさの Ａｩｾ じられる色調を ベース

とし、また ｝ ｾｴｦｬｬ［Ｑ らしさの表 引 として収 ｬ ￬ｩ［ Ｑ を 印 象づけるぷ 材 を施 ｊ 世デ

ザインのモチーフとしてお可111 している 全 体的 には、プライ Ｗ リー Ｈｉ Ｉｾｩ

初的) で糊Ih乍のイメージにつながる叫当合Jのフォルム( 11タ必) の '1' に、

コウノトリの羽ばたきを述; tJ_ t させる 11.1献 を取り入れ催xさや采ーらか

さを ぷ 別 している (泌総良 介 / ( 協) !fI id'i 設 ;n Wfi-. ｉ ｉ ｛ｪ ｍ ｨｾｾ ， ￬ｊ 一Ｉ

所 在 地 一一一 兵庫県盛岡市大手町

敷地面積 一一一 8，705m

建築面積 一 一 6，8 7 7 m

延床面積一一一5 3，1 8 8 m

+ 荷造規模 一一一R C一部S 、( 商業棟) 61 、7 F (駐車場棟) 8 F  

工 期 一一一 1995年 11 月- 1997年 11 月

最 寄 駅 一 一一J R山陰本線豊岡駅

海 影一一一フジタ写真工房

2 - 4階 7 イティ中央広場

夜 景 南 東 面 コ ー ナ ー

J J  



まち- 建築- ひと
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N出 酬 Team' 98 v， 抑 制c r Hou回 Team' 98 v，山nl eer 同 時 . Team' 98 V" " "  

陶 U8e Teanl ' 98 VoJ unt eerH刷 同 Team'98 v凶向命制. ，.Team' 98 VoI叫

NAOC(財団法人長野オリンピック

冬季競技大会組織委員会) Team' 98

ボランティア交流ハウス

株式会社上田知正建築設計事務所

上田知正

この施設は、さるオリンピ ックスポン

サーが出資しNAOCに引き渡されたも

ので、長野オリンピ ックで大々的に活

躍したボランティア組織、Team' 98の

ための施設である。

建物の一般的にいう機能としては 、

Team' 98の中の文化ボランティアとい

われる人々が一般の人々を対象に公演

を行う場としてのもので、広い内部空

間、暖房装置、ステージ、音響設備、

そして身障者用を含む便所を持つ。

もう一つの側面は 、我々が提案しボラ

ンティアサ イドの積極的協力によ って

実現した 、光と映像の装置としての機

能である。ビッグハ ッ ト方面へのシャ

トルパスが往来する前面道路側がスク

リーンとな っており動画映像が映し出

される 。ソースは、ボランテ ィアのi舌

動を事前収録したオリジナル、ボラン

ティアにビテ‘オカメラを i度してI最って

きてもら った会期中の活動の映像、文

化ボランティアによる公演の生映像、

そして開会式でも使用された「アルプ

スシンフォニー」やBS 放送の映像で

ある。 5 台のプロジ、エクタはマトリク

ススイ ッチャで別々のH央{ 象を自由な配

列組合せで映し出すことが出来る。今

回はソースの内容も建築の一部と考え、

我与がディレクションした。

目指 したのはボランティア活動の広報

自鳴能を果たす映{ 象化した建築である。

仮設であり、既存のテントを架構に使

用することが条件であ ったが、それ故

にこそ、このプロジェク 卜の 「架備が

建築の本質的な部分を梅成しなしづと

し、う コンセプトが逆にきわだ った。

技術的には、原反から作成した特殊な

幕をスクリーンとして使用したこと、

ビデオプロジェクタをリアから屋外に

向けて使用したことのこ点が特殊で、

スクリーン制作者とプロジェクタを納

入したオフィシャルサプライアにと っ

ても全く初めての経験であ った。

う. ，也とむまき

上田知正

1986 京都工芸繊維大学意匠工芸学

科歴史・理論講座卒業

1988 東京芸術大学美術研究科大学

院修士課程修了

1990 AAスクール大学院歴史・理論

講座修了

1991 株式会社ユーピー工ム八束は

じめ建築計画室入社

1997 級建築士事務所株式会社

上田知正建築設計事務所設立

撮 影一平井広行

ｾζ＠ ¥ 函 川上比奈子 (作品作風小委員会)
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ライト'" γクス (便所棟)
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今 年 はがから ｉｾｾ が多い 雨 ｬ 立大地を ＱＱｾＱ し、生命を ｦｪＧ む 人は水とともにれら

してきたのに、 11止近は、 水 のS<Ulc が ' 1:祈のなかから随分的れてしま ったo flili 

淡 さ れ た 治 に は 水 た ま り は な く 、 コ ン ク リ ー ト にて']' られて ;j<)Ll は山: 線的 にな

ってしま った ｉ ｾ ｉ 然の水辺は、総と ｼ 二 によ っ てつくられる惚維な Ｑｉｉｉｫｪ 誌 を Ｑ Ｂ ｉｗ く 。

その lbかさは、また厳しさでもある ｉ ｾ ｉ 然との ｊｴＧ 主 とい っ ても、今、近 代技

術 によりＥ 引しているＧｖＮＧ令 ｾｲｬ φ ・利似 ｲｬ Ｚ や 快適性を伶 てることはできま いが、人 々

がJill l lーに似 ざして甘みだしてきた矢IIJ ぷの 文化 をもう 一段= 考えてみたい。

小 illi 久( - ( 編集委w
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駅は街の玄関であり

たたずまいは街の「顔」

パブリックは我が国では「おおやけ」と訳されてきたが、

欧米の iJ ¥ブリック」にあたる役割をはたしてきたのは、

日本では「辻」や「境内J や「路地J であった。

汁汗11問な ら、 原宿、目白、田岡調布、 匡l立。あるいは鎌倉や'1
1初|二沢。

l長j阿なら、岡本、苦楽園、帝塚山、雲it丘イ臼罫段、そしてR 三条… ・・・。

テレビドラマに出てきそうな、おし ゃれな雰囲気をたたえた簡は、

どれも駅舎がカワイイことに思いあたる 。そのせいかどうか、人を

ホッとさせる駅前空間にな っている 。それはおそらく、ヒ ューマン

サイズの空間にな っているということなのであろう 。人rl' dが風景の

中に収まる空間、と言い検えてもよいだろうか。

「見る J I見られる j という関係が成立 しなければ、新しいフ ァ

ッショ ンなど生まれてくるはずもないが、ターミナルのような巨大

な駅介や駅前ビルでは、おし ゃれを楽しむゆとりは生まれてこない。

］ 向のセンタープラザが、そのｾい見本だ 。 あれがフ ァッショ ンビ

ルとかいうのだから、 11( 1いて呆れる。

同川|のグリーンタウンなど、 附宮市民である私がどう品!日Hに見

ても、 背後にひろがる住宅街のし ゃれた雰囲気とは日白紙がありすぎる。

七卜年代の大規模な駅前再開発以来、夙川界|慢のし ゃれた応制は背

楽|詞の方に脱出してしま った。内楽園の駅前がヒューマンスケール

にな っているからである 。近ごろ路面';; (1111の人気が復活しているの

も同 じ山由からだろう 。

駅はf J f 'の玄関であり、そのたたずまいは、 1lj の 陪iFU だと7雪われる。

Tii1J iJ 山内開発事業に冠する記事が建設関連紙上に戟らない 円はない

ように、都市の リニ ューアルは現代 円木のトレンドとな ってしま っ

たが、そのエリアは圧倒的な比率で駅前地区に集中す る。 しかしな

がら、失敗例の方が多い。圧倒的に多い、と L 、うのが正直なところだ。

まず、駅から街の中へ行くまでに 、よけし、な干渉 (1昔前戸) 物が多す

ぎる 。それらしきモニ ュメン卜がなければ駅前ではない、と思いこ

んでいるのも困りもので、 l山本にしなくても差 し支えないケースが

ほとんどだ。

]Rーや11戸駅のような古い建物に独特なJli¥l'情がある のは、 人間が n涯

史という 風景j の中で映 えるからであり、有馬温泉の駅なども、も

っと t 子に 仕掛けていけば、レ 卜口調の、おし ゃれなアーバンリゾ

ート空11'" になりうる 。なにしろ、 ，-，本最古の渦泉川なのだ。

文芸演劇評論家

河 内 厚 郎 ( かわうちあつろう )

1952年西宮市生まれ。一橋大学法学部卒。舞台

芸術学院卒。

1970年代に東京で ショ ーシアヲー 運動に参加する

かた わら、評論家と して執筆活動に入る。

1982年に関西に戻り、 近後各自治体の文化行政に

かか わる 。 r近松ニ ュー ウ工ーブシア 空ー J r西

鶴フ ェステ ィパルJ rひょうごアジア 太 平洋青少

年演劇祭j 総合プロデューサ一等 を歴任。

宝塚造形芸術大学講師。編著に「大阪の海・二千

年の歴史J (東方出版) ほか多数。

ニュータウン造成型でなく、せ っかく蓄えられた既製の文化を包

合していくような 「オールドタウ ンの付加価値化J という方向で、

駅空間も再梢築していきたい。それには、計画されていないス ペー

スを空けておく手法も有効だろう 。

たとえ大きい駅であ っても、阪急、の西宮北口駅のように、 開放的

なス ペースをも っていれば話は別で、 便利なコピーサービスがあり、

最近で、は締聞な本屋 も入 って、駅の梢内で、しばし時間をつぶせるよ

うにな ってきた。この駅の|有丙に、出札から空中巨|廊でつなぐよう

な形で、大規模な芸術文化センターが近く着工することにな ってい

るから、あたかも駅空間を自然発生的に増殖させていくように、ち

ょっ としたインフラを次々つなげていくこともできる 。たとえば阪

急沿線の今沖線や神戸線には次子大が多いから、駅のオー プンス ペ

ースに各大 学 の Ｇ Ｑ Ｑｾｩ 報を並べたＧ＿ｉ￮光掲示板があればたいへん便 利 なは

ずだ 。 ＱＰＰ 大 学 ＰＰ 教授、本日休ｲＮ Ｑｾ ｊ というように掲示が ， ｾ ｉ "オt ば、

学生たちもキ ャンパスについてからが っかりすることはないし、と

はい ってもせっかく家を 山てきたのだから、辺りで少しはH寺1111を出

すことにな って、 111も潤う 。 もちろん、そういうプロ ジェ クトを実

現させるには、目配りの利いたプロテ・ューサーが要る 。 ランドスケ

ープとしての空間を演出で、きるプランナーも要る 。

1/  {ブリ ック」は 「おおやけ」 と訳さ れてきたが、 「おおやけ」

はもともと 「大きな家」を意味したのが、 II1i じて役所や 「おかみ」

の芯l床とな ったのであり、 |汝米の 1/ ｾ ブリ ッ ク ｪ にあたる役剖をは

たしてきたのは、 H本では 「辻j や 「境内j や 「路JI!l J であ った。

そんな宅問がも っと欲しい。

建築と社会 ・1998.6 15  
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記録を残すということ ¥ ロードサイド ショップ

吉 村 英 祐

喜多川|守貞の「守貞漫稿」には、江戸 - 京- 大坂のA J II51.住

居 - 職業などが克明に記録されており、近世文化史の研究には

欠かせない。E モースは l明治H寺代の日本の生活 . ) ! i R呆- 住- 食

器などの膨大なスケッチやコレクシ ョンを残し、 北尾鍬之助 は

「近代大| 波J に昭和! 初期の大阪の風景や風俗をいきいきと 拙 L 、

ている 。今手n次郎の「考現学」ゃ「生活学J 、西山タIJ三の I1二l

本のすまい 1 -II1 J や「生活空間の探求」については、あらた

めていうまでもない。 これらの本に共通しているのは、あまり

に日常的す ぎて普通の人なら気にもとめないようなことを、丹

念に記録していることである 。実は、そのような記録こそ見て

おもしろく、また後 |立に資料的価値が高まることは、も っと 知

らオ工てもよ L 、。

咋年、 「建築と 社会」の H木建築協会創立80周年記念特集の

編集に|探して、 「佳築と 社会」を創 刊号から目を過す機会を得

たが、記事・特集テーマ ・写事 ・広告から紙質にいたるまでが、

当H寺の建築界や |立相の貴重な記録となっていることに、あらた

めて感嘆させられた。現在の「建築と社会j も今から 50年 後 -

100年後には、 20世紀末の1' : t i : J ! な記録として高く評価されるで

あろう 。

大阪大学大学院工学研究科助教授

21世紀に向けて

宮 田 照 久

知人にウ ィーンの建築家がいる 。約200年前l の煉瓦造の水車

小屋を住宅兼アトリエに改装して奥さんと住んでいる 。市の ':1:0

心部から 10km弱、 地下鉄からも至便の地。ハプスブルグ家の哀

の宮殿シェーンブルンにほど近く、いまは述なった街必みの一

自1)だが、昔は線i泣かな郊外 であったに迷いな L 、。

日本では文化財 で通りそうな地下付地上三階 建。地 |ごは役 目

の終わった導水路をワイン此として再利用。 J:'、j 監は昔の悦瓦壁

のまま 。一階は設備諸室と倉町。他 にビリヤード室があり棋型

制作室 を兼用している 。二階は居間、キ ッチン、主寝室、 簡 単

なパーティーぐらいは出来る広いベランダ。三階のアテ ィック

は気持ちの良 L ν Tルコニーを側iえ、仕事場として使用していた。

床 は 5α nI平を超える堅木フローリング、 1笠・天井は湖食主主 り。

占い家ではあるが頑丈で、ピリッともしていな L 、。設備は当然JJ 'l

代風に改造しであり、暖房も FAXもある 。長千平ではないが渦 か

さの感じられる住まいであった。

ヨーロッパの都市では古い建築の再利用や、リフォームが盛

んである 。木と石の文化の差 、地震国である等、思! 由はさまざ

まであろうが、我国では ｼ 凍腐 化 によるｾ替とか開発の論疋｛Ａのも

とに建築の{ 波壌を簡単に許してきた。数 1-年で威してしまうよ

うな巨大な無駄を再検討し、経済効果をより長期に考える知恵

が今こそ必要で、発想の転換が求められているのではなかろう

ヵ、。
昭和設計取締役環境設計部長
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竹 本 俊 平

ノ〈イパスやニュータウン近くの幹線道路沿いに立地するロー

ドサイドショップの貧弱な最1m'/. はどうにかならないだろうか 1

収平等台数陥保のみを目指す、だだっ広い駐車場。 その '1'に見る

からに安普訪の建物が建つ。山名を大書きし日々と掲げられた

大看板が道路端に Ｄｪｾ 座し、原色で染められた ｬ 搬やモールｦｏ ｮ りが

人恋しげにはためいている 。夜になれば、それらを一府際立た

せる照明が点灯され、周辺の|持lと対 11時する不仮城を形成してい

る。

快適性・利便性を売り 物にした自動車は、今や全国津々浦々

に浸透し、もはや、このようなヰ刷会を拒否できないのが現実だが、

この乗り物を受け入れた日木の街並みが、これほどまでに醜恕

になろうとは誰も予ヲ』だにしなかったのではなかろうか? 人ーし

た投資をせずとも利 を生む「上j 也」 という資産・に群がった令の

亡者共が、まちのiR観などおh刷、なく、ひたすら収益性のみを

追求した哀れな結果であろうが、それに迎合して胞設を計画し

たプランナーとそれを作りあげた建築業界の11任も大き L 、。

道|僚が芝生や色とりどりの花で縁取られ、敷地 内の繰111かに

繁る木立の中にお泊落でシックな鐙物が主I ! っている 、そんなロ

ードサイドショップ景観を収り戻した L 、。

アミンデ開発株式会社代表取締役専務

回I を食べる 一 一(6) 札 びらニューヨーク

井 口 勝 文

ニューヨークで、かねて望みのキャビアを食べに行った。 カ

ーネギーホールに近いロ シア*' 凶1の高級レストランのキ ャビア

だ。 どうせならと最高級メニューを注文した。銀のお徐にダイ

ヤモンドのように椛り上げた氷、その上に 3 つの銀の低、そこ

にたっぷりと4詐りつけられたベルーガ、オセ トラ、 セヴルーガ

の 3駈矧のキャビア。 1飲 み 物 は ? J と給( t:がたずねる 。成り

行き上これもＱＺ Ｑ ｾＱｾ 凶のシャンパンを注文するしかないＨドンぺリ

ニオンしか知らなかった) 0  1人当り 3 万円 も支払ったのをは

っきり' 憶えている 。 ホテルに帰って「ブランド良いあさりのに

わか成り 金と変わらないナ」と E怪泌されて返す言葉がなか った。

↑'11怒りもなくその次の年にニューヨークでまた恥をかいた。

かねて狙いの最高にコンテンポラリーなレストランだ。49帯 街

のエグゼクティブの集る円である 。 そこでフォアグラのソテー

を食べた。 申し分なく 美 l床か ったし、給( 1:のお愛想lも実に気持

ち良かった。 その給仕が私が ，l?き入れたカードのチップの刷を

見たとたんに氷のように冷たくなってしま った。何か失敗した

な、とその時! ぶ ったがなんのことだか分からな L 、。後日テーブ

ルマナーの木を調べつくしたので今はその訳を知っている 。!♂、

ｾ＠ ｜，ＧＺｬＺｬす度に身のほどをわきまえなければいけな ｌ 、ナと、 ｊｬｴｾ の下

にy-f が出てくる 。ニューヨークはfdRろし L 、。

だから僕はニューヨークで仕事をしている人達は皆、偉そう

に見える 。
竹中工務広開発計画本部専門役

建築の根



特集

地球環境保全と建築

一次の世代ヘ社会を受け継ぐために一

地球はすばらしいi争化能力を持った星ではないでしょうか。地

球に存在するすべての物体( 生物に限らず) がi直当なバランス

を保つことにより、地Z求は健康な星として存在し続けることが

可能になると思います。 しかし、すべての生物が進化の機能を

有している以上、同じ状態を保つことが不可能なことも事実で

す。理由のいかんを問わず、進化カ雪景境破壊であっていいはず

がありません。昨年聞かれた京都会議、COP3" は、その一つの

検証ではないて' しょうか。

日常の小さな積み重ねが大きな要因となり、その結果もたらさ

れた環境は、次世代の可能性を阻害することになりかねません。

私たちのか力、わっている建築物も、その身近な環境を創るもの

の一つです。

この特集は、京都会議をきっかけに世界が動き出している環境

保全について、建築に携わる私たちみんなが考えるきっかけに

なればと企画したものです。 法令分科会・城戸史郎

本特集編集幹事

入江田吉仁( 神戸市) / 城戸史郎( 兵庫県) / 炭崎勉( 京都市) / 田中龍一 ( 大阪市) / 中勝生( 大阪府) / 浜野幸雄( 京都府)



総論

• 
市民は温暖化に対して何をなすべきか

浅 岡 美 恵

進行する温暖化と国際的取り組み

1997年は観測1I 上、 今世紀てや最も高温の年となった。今年 4 月に

は、アメリカ海洋大気局 ( NOAA) の局軌道衛星が商事回て陸の南極

半島から突き出たランセノレ棚氷の長さ 40km、|陥 5kmにわたる崩落を

とらえ、また、チョモランマ氷河が31年間に 270mも後退していたこ

とが伝えられた。熱帯"11毒きの こであるオオシロカラカサタケが京

都府や滋賀県て主息しており、熱帯性アオサが宮島て繁殖一 一こう

した報道を待つまで、もなく、確実に iJ¥iU暖化が進行していることに市

民も気付いてし、る 。こうしたなかで、 1997年 12月、第 3 回締約国会

議( 地Z科目暖化防止京都会f却が京都で開催され、 21世紀の環境と

経済の方向づけをしよう t 試みた。

気候変到酔組み条約は、 1992年 6 月地球サミットを契機に、地球

温暖化の悪 Ｕ 郊仔防止していくために地球 ｾｊ ｉｩｉ 長てゆ温室効果ガスの

排出抑制 ・削減の、まさに枠組み条約として出発した条約である。

かろうじて、これまでのように排出を増加させるのではなく、 2000

年までに 1990年の排出水準に抑制するとの目標が盛り込まれてい

たものの、努力目標に過ぎなかった。例えば日本ではすでに C O
2で

は約10% も増加しており、糸約締結後も多くの先進国て千分な対策

がとられて こなかった。 しかし、忍び寄る j昆l暖化の危険に対して、

まず、いわゆる先進国から、 ｃ ｏ Ｒ などの ｪ 且室効 ｾＮ、、スの排出営、「い

つまでにH どれだけ J iWlJ i，戚j するのかを、法的拘束力のあるi義定書

等の法的文書で国際的な約束として合意しようとしたのが、京都会

ｪｪｾｬ である。

京都議定書での削減目標

京都会訟で孫択された議定書は、 CO
2
、メタン、 1団創ヒ窒素、 f貯金

フロンである HF C 1 : ，半導体の洗浄などに利月:Jされている PF C

や SF6をあわせて、 C O
2
換算で、 2008年から 2012年までの聞に、先

進国全体で、少なくとも 5%11[l J滅するというものである 。 日:本の削減

目標数値は 6 %、アメリカは 7 %、EUI .:J: 8 %の削減で、経済不況

によって CO
2

てーはすで。に 30%抗員少しているロシア、ワクライナが O

%に、オ ーストラリアには 8 %増加を容認というように、匡| によっ

て目標数値が異なっている 。議定書の採択は コンセンサスによらざ

るをえないため、日本やオ ースト ラリアなど削減を回避したい国の

句長に配慮した結果といってよし、。 しかも C O
2
について、森林な

どのl吸収分を目標達成にカワン卜する仕組みてあり、カワントの仕

方については、今後の協議に委ねられた。他の先進国との排出権取

ヲ|や共同実施による削減分を目標達成にカウン 卜できることにな っ

ている 。京都議定書での11PJ減数値目標は、今後の交渉にかかる こう
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した抜け穴のために現状てやは実際の目標数値 t なっていない。

とはいえ、京都議定書には、世界の今後の人間活動カfイじ百』脱桝心

過度に依存せず、代替アロンなどからも脱却した産業や生活を目指

してし、〈方向性は示唆されている 。t!l 戸界のf回受的な科学者たちによ

る I PCC( 気候変動に関する政府間ノ材、ノレ) によれば、 j昆JI麦化を人類

に危駅前ない程度に抑えるには、 21i : l t 紀中頃にも現庄の排出量の50

% 以上も削減することが必要とされている 。気候の変化の進行を受

けて、京都議定書は今後この方向にi茶化されていくであろう 。

京都議定書採択の意義

京都会議では、議定 書 の ｾ ｉ ｾ 身が見えず、採択自体も最後の最後ま

で危ぶまれた。予定された会議の最終日の深夜を過ぎた頃、むしろ

その可能性がなくなったようにさえみえた。大幅削減を強〈主張し

てきた E UI : ，化石燃料業界や上院が国内てゆ排出削減に強〈抵抗

し、 ｩ む 二匡 ｬ でのお ＱＺ ｴＱｾ ， ｪｊ ｪｊｬｉ ｪ ｉｊ て判応しようとするアメリカと、同じく自

国内での削減を避けたい1 : 1木の間て、最終日になってようやく、そ

れぞれ 8 、 7、 6 %という削減数値を合意したものの、新たな義務

につながりかねない条項に強い抵抗を示す途上国との調整の時聞が

なくなってしまった。結局、途上国側の任意的な取り組みの粂項は

消え、f羽矧排如j訓非刑|ドN2司J出出土r品t1慌，{ . 才

国との共同実施に| 関刻連したクリ 一ン開発メカ ニズ、ムという新たな仕

組みも登場したカがZ、その実体も これからの議論である 。

こうした京都会議での議定書守采択に至る経過をみると、今日の世

界の経済活動の重要な指棋てゃある CO
2
などの地球規模での排出削

減は、地球環境問題であるとともにエオ、ノレギ一問題であり、五百斉問

題でもあり、 これを国連い、った機関でのコンセンサスによって合

意形成し、実施しようとする試みが、いカ、に困難な課題であるかを

教えていよう 。 しかし、その困難を釆り越えて、国連カ噺たな役答Ij

を担って、 地球規j英て" の将来世代にわたっての環境へのf縛れこ配応;

する社会へと進もうとしている こ とを 船 主忍した会 ｪｪｾ でもあった。

京都議定書と日本の責任

京都議定書ーには多くの問題が残されており、ほんの小 さな一歩で

あるが、 21世紀の世界の経済と環境の指棋としての役割を多くの

人々が認めている 。 また、京都議定書は法的拘束力のある法的文書

として合意されたもので、あって、その削減目標の達成は各国にとっ

て国際約束てある 。すなわち、 批准によって、議定書に基づく国内

政策を策定i遂行する法的根拠となる 。

とりわけ、1 : 1本は京都議定書課択の議長国てあり、率先して署名、

批准の手続訟を終え、議定書の発効を促す必要がある 。 日本は 4 月



28日に署名を終えたが、 1判明に批准し、約束の達成のための法的制

度整備が求められてし、る 。

特に C0
2
1. i 、戸i賓ととなる 6つの盟主効果牙スの92%を占める 。す

でに 1990年の水準から約10%も増加しており、さらに今後も、虫歯斉

活動がこれまでのとおりに推移すれば、 2010年頃には20数% は増加

する見通しである 。京都i設定書ーでは、日本は 当面対象ガスに加えら

れないものと考えてきたイヤすアロンなども加えられ、これらでは増

加が遮けられないとの立場であるため、日本は実質的に 6 %よりも

より大きな目標が諒された ことになる 。すなわち、京都議定書は、

2010年頃までに、 CO
2

' ' (現状から 17- 18%削減することを求めてい

るのであって、森林のl吸収分やロシアとの排出権取引など抜け穴問

題を考慮しても( 抜け穴を小さくするべき努力は当然である) 、園、

自治体、 卒業者、市民それぞれに、心構えだけでなく 具体的政策と

措置を早期に充実させ、 これらを実践していかなければ達成できな

し、ｾＪＱ遁て。ある 。

深刻な日本社会の問題

京都会誌を契機として、 二 つの視点で深刻な日本社会の ｲＺ ｾ ｬ ｬ 国点が

浮力、ひ. 上がった。

第一 に、京都会議の前の日本の議定書案の策定に至る経過で、日

本政府はま ったくリ ーダーシップを発揮できなかったが、 その根は

ｪＪｾ 、 。 通 産 省主導て、いかに日本の削減率を小さくするかについて

の数字あわせに終始した ことを、ある新聞は「志が低い提案J t 評

した。t l ! 界の交渉の仁|二lて一顧だにされなかったことからも、いかに

合理士性のないものであったかがわかる 。

最も問題だったのは、日本提案は理念や展望を欠いていた ことで

ある 。京都会議後も、省エオ、法の改正な E通産省の国内大:慌の制度

整備に関連して、従前 E おりのフレームが踏襲されている 。新し し、

COP3会議場内イベントホールー一一プレス席と気候フォーラムのオフィス

社会へのビジョンを欠いた枠組みに盛り込まれる政策には限界があ

る。新しい酒は新しい皮袋にいれられなければならない。

第二に、日 :料 i 会てやは、政策決定過程への市民の儲リのシステム

がゼ、ロてある 。京都会議では、日本国内の市民 ・環境オ、ッ卜ワ ーク

として気候フォ ーラムが結成され、 安司侯変動問題に長年かカ、わって

きた CANなど匝|際 NGO との協力関係を持ちながら、多彩な活動

を繰り広げた。気候フォ ーラムに参加した200余の団体はその立場

を ilOの主張J としてまとめて大きな共通目標を合意 し、その達成

のために各団体や参加者カ唱l性と経験を活力、しつつ多彩な活動を繰

り広けてきた。 こうした活動によって、市民のなかに気候変動を防

止する必要性についての認識が急速に広がり、削減は不可能とする

通産省のj tr_1出uこ対して、 具体的に対案を提起した団体もあった。 よ

うやく政府や自治体の側からも対話の姿勢が生まれ、京都会音義では

これまてやになく市民側の存在感があった。市民にも果たすべき役割l

があり、それが可能であるとみえたように思われた。

しかし、その実態は、行政からみた市民とのitJ J働関係は議定書の

採択いづ外交政策の枠を超えなカ、ったい 、えよう 。 日本政府の基

本的政策方針は通産省と環境庁との密室での綱引きの結果、通産省

の従来の方針の渡り、京都会議の前後で国内政策にほとんど変化は

みられなヵ、ったことにも表れている 。

温暖化防止に向けての市民の役割

示都会誌を終えて、政策決定における市民の役割は旧来のものに

戻 りつつある 。京都会識での市民活動は、いわば、透明性と参加を

建前とする国連環境会議の場てや、日本が議長国である特別の条件の

もt て可能になったものであった。 また、日本政府の京都会議に対

する政策不在と市民 t の政策についての対話意思の不在を反映して、

そこでも、市民のイJ l IJでの温室効果方、ス削減ヰ士会像とそ こに至る政策

議論が決定的に不足していた。

今日の地B陪最境問題への対応、は、 地球規撲でなされなければなら

ない。枠組み粂約や京都議定書自体のi剃 ヒと適切な圏内政策措置の

具体化の過程が不可欠で、ある 。 そこへの市民の役割を 日本社会に定

着させていくために、何が必要なのだろうか。

1  気候変動に関する社会の認識

京都会議に向けた準備会合で、 ドイツてやは一散社会の言葉として、

地EKiA¥J暖化とか気候変動との表現ではなく、 「気候の破滅的終末( ク

リマ ・カタストロフェ) J  t  I呼んで、いる ことを知った。地球の平均気

温が100年後に 2度高〈なる一 一 い、うような、早津Fの程度がはか

りにくい表現ではなく、このまま 化石燃料やアロンなどの人工化学

物質に依存した生活を続けるなら、子供たちの生活環境に破滅的終
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末をもたらすこと、私たちすほ削1こから持続可能な社会への転換を

していくべきことの認識をもっ t 広〈共有する必要がある 。

行政などの企画への参加にとどまらず、 学習会やシンポジワムの

企画から教材づくりなど市民の手で運営することによって、次の行

動への準備となる 。京都会前ゑ、 気候フォ ーラムは所期の目的を終

えて解散したが、その同日に、 気候フォーラムの活動と目的を継永

するために「 気 候え、ットワ ー ク」ヵマ起 ｌ され、Ｊｾ先月＿も継承された 。

各地ていも、自治体との1制動の模索や、足元から工夫 t 実践を始めよ

うとする動きがいくつかの地域て始まっている 。 こうした市民の自

発的な行動の兆し こそ、京都会識が桟した: l I k - } ; : の造産ではないだろ

うか。

2  国際約束の深化への寄与

京都議定舎ではl吸収分のカウン卜の仕方など数値目標に直結した

論点が今後の交渉に委ねられ、日本はこれまでの吸収源のカウン 卜

に消極的て、あ ったが、京都会す樹表- il 反して、この抜け穴を最大限拡

大しようとしている 。今後の交渉過程を脱税していく必要がある 。

圏内政策措置についても、日本は凶内の政策議論が不在で、外圧

によ ってしか国内政治が変わらないという社会の仕組みが根深く残

ってし、る。政策決定者ーである行政官僚も、短期的に職分が変わる。

こうした中で、地球規J漢での将来世代との公平のために、粂約交渉

過程と国体l声;t策をl直視し、そこでの議論を市民に説明して透明性を

高め、条約交渉へも反映させていく市民 NGOの持続的活動が求め

られている。

3  市民への説明と市民参加型政策決定のフレームづくり

国際合意のi架化を圏内政策に反映させるプロ セスで求め られる市

民のf鰐1 ] は、まさに監視と参加である 。今国会て審議されている政

府提案の情報公開法案は、行政改革委員会から「国民による行政の

監視と参加の充実」に資するための制度として提案された要綱案を

もとに策定された。 この要綱案も多くの問題を含んでいたが、法案

化の段階で「監視と参加J が「国民の的確な理解と 批判の下にある

公正で民主的な行政のJ佐進J という表現に差 し替えられた。両者の

ニュ アンスの違いは、今日の霞ヶ関や永田町の、匡| 民と政治や行政

との関係や距離を示していよう 。

京都会議を受けて、通産省は省エオ、法の改正、長期エネルギー需

給兄通しの見直しと代替ア ロンなど の業界の自主規制のカ1 ドライ

ンづくりに動いた。環境庁はともあれ、地球温暖化対策f間主法案を

今国会に上程した。省庁聞の密室での調整によって、 co

に及ぶ産業昔剖部111"い門『札叶L守! については、大ガu共事業者の自主的実行計画と実施

状況の公開にと どま っ た 。 審 ｦ， ｾ長会 等も一 部公開され、意見募集も行

われるようにな ったが、市民参加の実体はなし、。
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結果 t して今回のこれらの法の改正、制定て、は、そのタ ーゲッ卜

は京都議定書での日本の国際約束である 6%削減てやはなく、通産省が

生命線とする 90年水準て、の抑制を前提 としたものとな った。京都議

定書の存在はなきに等 しい。 その上で日本の目標達成に森林による

全l吸収分である 3. 7% を組み入れたり、 外固との取引などで1. 8%カ

ワン卜するなど、数字上のつじつまあわせをしたものである 。

市民，{J [ IJ からの温暖化防止のための排出削減提言や立法議t案もなさ

れているが、議論はこれからである。市民の役割は、政策逆行の担

い手としてだけでなく、削減計画への参画主体として位置付けられ

る必要がある 。

4  圏内政策づくりへの参加

市民参加型政策決定のフレームて。は、同時にそのフレームを支え

る主体づく りと個々の政策措置の提案能力を必要とする 。政策措置

は温暖化対策の視点からだけでは判断て》ない問題を合むものであ

るが、加暖化対策からの検討は不可欠である 。事業所 と家庭での民

生部門、運輸部門や廃去を物関連てやは、 市民の立場か らも具体的提言

や実践カ河T能であるし、税制についての議論も立案だけでなく実施

に向けて国民の理解と受容性が欠かせない。多くの団体や人々が議

論に参加することによ って発想の転換が加速されるであろうし、実

現可能性も担保される 。

建築や建物に関しでも、 l'向印削'1引判'11川!リl減のfたJ めの政策カがf 多面的に検F討l される 。

似ザc寸|

建設分野カか、らの排出音部I1分は約 3分の l に及ぴ、 その1m建設業界が関

連する波及効果を併せると、 全体の 2分の l に近い。建築物のライ

フサイクノレてみても運用11寺におけるエオ、ノレギー消費の割合が大半を

占め、 主な排出i原は建設用資材生産 ( 12. 8%) 、業務用施設運用 ( 8. 2

%) 、家庭用施設運用 ( 8. 3%) などである。日本の総排出量におけ

るこれらの害| 恰をみると、建設資材への再生可能素材の拡充、事業

所や家庭におけるエオ、ノレギー効率の改善や消費抑制などが日本の

ｃＰ Ｒ ｾｦｬｊ 減に寄与て Ｓ ることがわヵ、る 。

1994年 9月、現行長期エえ、ノレギー需給見通しの改定仁際して、断

葬! 倣果仕検や空調などでの省エオ、機部の利用促進、 太陽光発電など

新エオ、ノレギーの普及の実効性を上げ. るためには、 1察当島仕様化を含め

た住毛業 者 とのタイアップが最も効果的であると、 産業界からも提

案がなされていた。照明では改善の余地が大きいのではな いだろう

か。 コージ. エネレーションも拡大しつつある 。建物の利用期聞を長

j羽化するために、 エスコ事業の七じたも期待されている 。 こうした設

備や措置の普及誘導のための税制|や融資条件とのj主主1) も効果が大き

く、 具体化して刻包していく必要がある 。

ｈ 乍年から国連大 生訟 と環境パートナ ー シッププラザ 、 とて Ｂｾｬｩ ｩ 機製品な



どの省エオ、度の矧而書の調査結果が公表されている 。消費者の選択

のためにわかりやすい表示を進める必要がある 。今後、企業側 から

も積極的に情報提供がなされるようになっていくと思われるし、住

宅業者および建築設計者"を通して企業や消費者に対する助言や誘導

効果は大きく、その意味でも温暖化防止に向けて建築事業者は先導

的儲怜負ってし、る 。

また、大きくみれば、建築業はまちづくりの一翼を担っている 。

個々の建物の効率化や省エオ、を超えて、まち全体 t しての自然エオ、

ノレギーの利用の位置付けや道路計画などエオ、ノレギー需要を方向づけ

る位置にいる 。

こうした事業者の役割ぞ理解することによって、市民の側での温

暖化防止への貢献もより拡大する ことになるだろう 。

5  温暖化対策の実践

温暖化防止の実践者は個々の市民であり、個々の企業、自治体な

ど事業者てある 。電力のイ指針I i IJ 限い、うドラスティックな手法もあ

りうるが、将来への永続性のある取り組みのためには、現実のエオ、

ノレギー消費、 排出の現場から、消費の抑:I ;IJ 、削減の取り組みが行わ

れる ことが不可欠で、ある 。 日本と臥沫の意識調査で、 しばしば、日

本人は環境問題について最も高い関心を示すが、環境保全の活動を

実行している人は最も少ない ことカ対寺徴とされる 。 これは、日本人

の公共性のなさい、うより、環境問題への関心はあっても一方で、国

内に危機感を払拭させる情報が溢れており、危機感にまで高まって

いない ことし 一人の意識や行動カ環境や企業活動にF洋附与える

可能性を自立てーきない社会の仕組みによると ころが大きし、! : } 官、われ

る。市民の側での学習の強化 も、問題意識を科学的に正確なものと

し、社会の価値観を変え、実行する主体を養成するためである 。

方向性を共有して

何よりも重要なのは、 化石燃料に依存しない持続可能な社会像の

イメ ー ジを共有し、技術開発や投資、 とるべき政策措置の方向性を

定める ことである 。 日本の国民は物的には飽和感があり、よ り質的

充実感を求めており、 これまで以上の快適さや便利 さを不可欠と考

えているので。はない。

しかし、通産省は、 90年水準j ;J J このエえ、ノレギー消費削減によって

経済の沈滞、投手r >j競争の激化と倒産の増加、失業が228万人にもい、

ったように、不便で、倒産と失業者が溢れたI清い社会のイメ ージを強

調し、 l吸収源な E 抜り穴を大きくしようとさえして、日 :本本の CO

出削減をを? 避ける方策に1終納キ材女始台している 。 この方向には、既存期重のみ

ならず、新規産業の成長も望めず、日本経済の国際的競争力を高め

ることもできないだろう 。

喜納昌吉氏が歌う「花J にあわせて、削減議定書の採択を求める 2 万人の市民

(97年 12月 7 日平安神宮TI Ii にて)

市民・環境 N G Oの体力強化

私たちは持続可能な社会に向けて、新 い、{i回値観を創造すべき |時

にきている 。 こうした社会づくり への原動力は、将来世代への理解

と、市民の社会建設への意欲と努力である 。現状では、人々の志が

活かされ、育てる場がない社会となっている 。 それだけに、市民に

よって支えられ市民の声を代弁する NGOが育ち、参加型社会の主

要な担い手となっていかなければ、日本の明日が危うい。

社会の多緑化に従い、多様な NGOの活動が沸き起 こっている 。

また、社会のあらゆる側面て制度改革が試みられようとしていると

き、専門性を高めつつ市民の声を 一 つにまとめ、そのｾｾ舛響力を高め

ていく ことも求められて，' 1 . . 。多株|主と普通性とを共に追求してい

かなければならない。市民社会の成熟への道である 。若い世代が動

き出している ことに期待を繋ぎたい。

しかし、 ようやく特定非営キIJ 活封バ足進法が生まれ、草の根 NGO

も法人格を取得 しやすくなったものの、いずれも財政基盤が乏しく、

事務所は専従職員も持てないのが実情である 。気候フォ ーラムも、

その後五脳間止である気候オ、ッ トワークでも、最大の課題は財政であ

る。 この問題は制度改革なくしては解決しなし、。

地方自治体では、京都会議カf環境政策の重要な柱として温暖化対

策を住置付け、市民とのパー トナーシップを高める機会となり、具

体的動きが始まっている 。地方分権も、これを支える住民なくして

は住民の利益とならない。自治体の変化の機会を市民 NGOの役割l

を強化する機会 t してとらえ、十分に活用すべきではないだろうか。

聞かれた地方行政の実践の場は、市民社会へのゆりかごである 。

( あきおか みえ 気候オ、ヅトワーク代表、弁護士)
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公共建築をめぐる地球環境保全

松 尾 陽

地球環境と公共建築

H学年来、地主既報尭をめぐ、って全世界的に多くの活動が展開された。

NGO と呼ばれる民間団体による活動もきわめて盛んであったが、

ここ では、 主 として政府機関の動向を中心 に見てみたし、。

まず、 11乍年末に行われた気候変動枠組粂約第 31 m締約国会議いわ

ゆる ｃ ｏｐ Ｓ 京都会議てやは、先進各国の ｃ ｏ ､ｾｪ￴ 出削 減の国 別 目標値が

議定書-に盛り込まれたが、日本に対する数値は 1990年を基準年度と

してそれの 6 %減とされた。

この数値. の背景にはさまざまな政治的合みがあるようで、単純な

議論はできないのであるが、ち誕の政府筋の考えていは、いわゆる省

エオ、ノレギーによる削減て."1990年度基準 0%が達成できれば、その他

の方策と組み合わせて最終目棋は達成可能という筋苦きになってい

るようである。 0% とは省エオ、をしな いでよ い という ことかと早J 合

点しないでし 、ただきたい。あとでも述べるように、国のエネルギー

消費統計によると、建築がかかわる消費分野である 「民生用エオ、ノレ

ギ- J は1996年度の値で、 1990年度の約20%増! という大きな増加が

すでに起きてしまっている 。つまり 1990年基準 0 %い、う ことは、

現状から起訴すると 20%の削減をしなけれはならない こ とを意味

しているのである 。 これは容易ならない数値と 言わぎるを得ない。

この事態を受けて、建設省では建築の省エオ、ノレギーをさらに強化

するべく、国がなし得る対応を扶索している最中 と見受けられる 。

京都会誠に先立つ昨年の秋に、 この問題に関係する政府機関によ

る Ｖ 省庁合同審議会が招集され、 Ｖ 回にわたる結Ｚｾの末に一つの報

告書を提出したが、その中に この問題に対する基本認識 t 、国が取

るべき基本的スタンスが述べられている 。民生用エオ、ノレギーに関し

ては、産業用との比較におし、てなお省エオ、余地 を多〈残す分野と位

置づけられ、 一層の努力が要請されている 。 また、匡|をはじめとす

る公共機関は、率先垂範の意味で国民の先頭に立って、省エオ、ノレギ

ーを十佐進せるべきであるとも強調されている 。つまり、公共建築は

二重の意味で、今後さらに強力に省エオ、活動を展開しなければなら

ない位置に立たされている ことになる 。

ところで、 これにさらに先立つ平成 8年から、建設省官庁首呼著部

では「環境負荷の少ない官庁施設の整備手法検討委員会」を設置し、

「グリ ーン庁舎J 1 : 銘打った新しし、官庁建築の構想を進めて、 この

事態に備えてきた。 この検討委員会は平成 9年度までてや一応の品話命

をまとめているが、その目標 t して掲げられているのは、 「ライ フサ

イクノレ CO
2の30%削減j という野心的なもので、 これを実現するた

めの計画手法集、設計マニ ュアノレ、設計内容の評価のためのチェッ

クリスト、全官庁建築がグリ ーン庁舎に置き換えられてゆくタイム
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テーブルなどを取りまとめた報告書を作成している 。 もしも この報

止告が提案していると ころが着実に実現してゆくならば、その成果

は期して待つべきものてあり、前記した公共建築が担うべき役割を

十分に来たす ことができるであろう 。

地球環境問題に占める建築分野の位置づけ

ここ で、 地球環境問題と建築分野について考えてみると、現代の

挫築が資源 ・エオ、ノレギーの大企消費に宜淵l した産業分野だというこ

とについては、いまさら説明を要さないであろう 。例えば、日本建

築 学 会が、建築に関連するエオ ｊ ギ ー 消費孟及び ｃＰ Ｒ ｦｊ ｪ ￴ 出ＺＡｬｴ ｾｦｩｩｴ 算

しているが、 これによると、建材の製造 ・迦般過程において投入さ

れる 「資材製造エオ、ノレギーJ と、空調、照明、給湯な E ヒツレディン

グサー ビスに使われる 「建物運用エえ、ノレギー」 が、それぞれ回全体

の15 %強を占めており、わが国のエえ、ノレギー消費註及び CO
2
排出品

の約 3分の l が、建築|長); i i l i 分野である ことになっている 。

また、政府はいわゆる エえ、ノレギ一統計 3部門、すなわち産業、運

輸、民生ご とに消費エオ、ノレギー誌を取りまとめ、 1990年から 1995年

までの推移を算出しているが、 「資材製造エオ、ノレギー」に関連する 産

業部[1. ) と運輸部門はそれぞれ峨這いと約16%増加、 「建物運用エオ、

ノレギ- J に関連する民生部門は約 19%増加していると報告している。

これらの報告を総合して考えると、わが国のエオ、ノレギー消費が明

大傾向に終始していることについて、建築分野に次第に風当たりが

強くなってきているのは、 当然の結果であると 言 えよう 。

これまでの対応の経緯と今後の展開

もちろん建築分野に閑述する 主体が、手放しでこの状況を見過ご

していたわけではないし、現; t E もより 一層の対策が検討されている 。

例えば、昭和54年に制定された 「エオ、ノレギーの使用の合理化に jiJj

する法律( 省エオ、法)J は、その対策のf局長{ 列のーって、ある 。 ここ で

は、新築建築物に対して、外j支の断熱 ・遮熱と、設備の効率的運用

を求めており、そのために、建築主が努力するべき目標値を設定し

ている 。 それは住宅に対して現制失係数と日射取得係数、業務建築

の外皮に対して P A L、建築設備に対して CE C というように、それ

ぞ、れに対して数値化された基準値という形て表現されている 。 それ

はまた、最低基準と推奨込国主の二段構えにな っていて、最低基準は

努力量羽奇、推奨基準1;): 助成桁置い、うように使い分けられて L' O。

この法律はそもそも、 1970年代のオイルショックを契機としてお

り、化石』脱桝のf共給面の限界に菌e J . ¥f r : したものであ ったが、次第にそ

の意味を増し、平成 4年と 5年の改定を経て、建築分野における 地

球環境対策の中で、非常に重要な位置づけとなって L ' o。 そして、



京都会議に出Eつ「地球温暖化問題への囲内亦「策仁閲する閑係審議

会 合 同 会 副 の 1:1:
1
て二省エネ基準の手政正 ・強化 ( 現行基準 U 倣

し、住宅では約20%、f主E七ー以外の建築物では約10%のぞiエオ、ノレギー

に相当) が提ngされ、対象建築物の拡大、行エオ、ノレギ一計画書に基

づく栴導のff&J E : 等も合め、王見恋検討が進められていると ころである 。

また、 P AL/ CE Cの発展系として、建設11寺、改4多11寺、廃棄H寺等の

co
2
m' lfl を含め、個別建物の環境負荷を見積もる「ライフサイクノレ

c 0
2
J{ こついても、いくつかの試算が行われ、設計段階て実際に適用

された例も 出始めており、 H乍年度、建設省も' 官庁施設主主怖の際の環

境負荷の定量化の手法として採則する ことを決めたと ころである 。

この手法を用いた試X7 : によれば、自然エオ、ノレギーの活用等による 「行

エネルギー化の推進」、耐用年数を 100年とする等の 「長寿命設計J、

建材の再生使用、環境負荷の少ない材料等の「エコ建材の使用J 等

を、経済生も踏まえた上て採用する ことにより、現状の一般的な建

築物よりもライフサイクノレ ｃ Ｐ Ｒ Ｚｬｊ ｉｾ 、 Ｓ 害 ｉｊ 削減する こ とが可能とな

って いる 。 このことは、オイルショック以降、省エオ、が進められて

きたわが閣の建築物にあっても、より 一隅の環境保全対策の推進が

、可能ていはないことを示して し、る 。

近年、特に議論が活発化しているものとして、既設建築物への対

策が挙げられる 。わが国の建築分野において、省エオ、法以前に建設

された建築物が大きなウエイ卜を 15めているが、その改修にはさま

ざまなl ! i IJ約がある ことから省エオ、が進まない。 これは、大改修を行

うときには、単に老朽化した部分を復旧するにとどまらず、ヒツレ機

能のグレー ドアップが行われ、むしろエオ、ノレギー消費も柑加してし

まう場合がある こと等仁起因している 。 これからの時代は、機能改

普と エオ、ノレギー効率の向上を同時に来たすような改修でなければ通

用しない、 という ことでなければならないであろう 。

さらに、建築分野 t の関連で見逃せないものとして「ライフスタ

イノレの変革」に関する議論が挙げられる 。仔IJ え1. 1: ' 室温の 26/ 20度設

定に関する議論は、最も分かりやすい例である 。 このようなテ ーマ

は、空調の技祢百本系の根幹をなす設定であり、何卜年も疑問なく行

われて社会習慣となっているものであるため、 これを動かす ことは

森易ならぎる ことのようにも忠われるが、地羽t環境の危機といった

!l n題を前にして、これら の生活習↑l't にどれだけの価値を置くかは、

考え直してみる良い機会なのかも知れない。

公共建築が果たすべき役割

これ らの状況を踏まえ、本稿の主題である「環境負荷低減のため

に公共建築が果たすべき役割JJ に立ち返ってみる。

公共建築の特質として挙げられるものは、 ljti原カ主税金である こと、

建設者はt岬見者の信託を受けた行政機関等てある こと 、建設目的は

行政事務の執行と各種行政 ・公的サービスの捉イ共であること等てあ

ろう 。n ! ! じ詰めれば、公共建築は納税者の芯目、によって造られたも

のであり、そ こに は諸外国 t の令立に基づく、あるいは国民 ・市民

の総立に基づく行政的立忠が反映されていなければな らな し、。 この

立昧て¥公共建築は、完封斉的利益を追求する民I1¥J 建物とは大いに性

格が呉なるのであり、民立の象徴として環境対策の率先盟克Eたらね

ばならない。単に建物刑途のー形態にすぎないから、公共建築い、

えども民間雄物と同レベノレの環境対策をしておけばいいのではない

かとする立見があるが、それは当たらない。環境負荷低減対策を実

施するに当たり、まず第一に問題になるのはイ ニシヤノレ コス トの増

大であり、第二の問題は これと期待利益: との コス トバランスである。

民間の建築主にとって、このリスクが、環境対策への取り組みに今

一歩身が入らない原因とな っていると 思われる 。

公共建築が、率先して環境負荷低j尉支術を採用する ことにより、

環境技術開発が促進され Ｑｾ 揃システムも ｬ ￭ＧＨ ｴＺ立されてくれば、環境大 Ｎ ｴ

策 コストが下がり、建築分野での環与E対策が当たり前の ことと なる

と期待できる 。 したカ f って、公共建築には、環境負荷低i尉支予防積

極的に採用される ことが第ーに望まれるし、また地球環境保護に対

する民意を実行する立務があると思われる 。公共工事の コスト縮減

の取り組みが進められるなか、初期投資の増大はかなりの抵抗があ

るとは思うが、 この投資を惜しむ こと により将来の社会負担がさら

に増大する ことを考えれば、 コスト問題ιUこの優坑ガEがある とし、 っ

ても良いのではなかろうか。対策の結果、運用段階の光熱水費が節

約され、ライフサイクノレスパンてやはむしろ コスト縮減になる こt が

期待されるのである 。

次に、公共建築を建設する機|菊にあっては、政策として計画的に

環境対策を実施しうる立場にあることから、技術の集積 ・体系化を

行うための体制を昨日; するとともに、情報の提供をしてし、ただきた

い。なぜなら、環境問題は、社会システムとして完成されておらず、

データの不足やその信法| 主など漠としたと ころがあるため、企画 ・

計画段階て、の検討が十分なされにくし、からてある 。 また、公的機関、

民間機関、大学等が全地球的に、おのおのの情報を交換共有化 し、

密按に連携する こと で環境問題に関係する諸情報を技術として早期

に体系化 し、民間分野における環境対策への投資促進に資するよう

にしていただきたい。特に、運転管理のJ 'j 法いかんにより環境負荷

が大きく左右され、また、既存建築物の改修が進まなければE帯克問

題の併決にはならない ことから、運転管理技術、改修手法、環境対

策 割削技術の引は等の研究が待たれると ころである。

(ま つお ょう II} I 治大学教授)
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公共建築物の改修による省エネルギーの実現

筒 見 憲 三

COP3の総括

昨年12月の京都会議 ( COP3) での最大の成果は、地球環境問題の

最重要請唱である温暖化防止についての「京都議定書j が採択され

たことである 。 その主要な中身は、 2008年以降の温室効果ガス( 特

に C O2) の排出量を、先進国は 1990年比で2008- 12年において、 5.2

% 削減することが決まったことである 。 また、国別の削減率では日

本が 6 %、米国が 7 %、 E Uが 8 %となり、この合意に沿って各国

で対策が進められることとなった。

米国は排出権取引な E の活用を前提として、当初の 0 %から 一挙

に 7 %と大幅な努力を国際的に強調した。E Uは当初提示の 15%を

半減させたが、地球環境問題へのリ ーダーシツプを世界に示した。

一方わが国はというと、会議の前段階から E U側と 米国側と の調整

役に徹した感があり、外交戦略の未熟さの露呈のみならず、相変わ

らず日本独自の将来ビジョンの主張ができなカ 3 った。 このような結

末に非常に残念な想いを抱くのは、果たして筆者だけであろうか0

・わが国の削減目標をどう捉えるか

一 口に 6 %い、っても、その達成は決してやさしくはない。極め

て厳しい数字として受け止めなければならないことも、また事実で

ある 。なぜなら、わが国は石油危機以降の国民的な省エオ、努力によ

り、エオ、ノレギーの利用効率は世界最高水準にあり、 G D Pあたりの

一次エオ、ノレギー消費でみると、米国の約 3分の l 、 ドイツの約 2分

の l である 。さらに、基準年は 1990年であるが、現在までにすでに

そこから約10%増加してしま っている 。つまり、基準年からみる

と、あと 16%程度の削減が必要なことになる 。

この削減をどう進めるか。実はこの方針は 21世紀のわが国の盛衰

を決める 重要なものであり、正攻法的な省エオ、努力のみを強制する

のではなく、固としての戦略的な思考と現実的な対応が:必要になる 0

. 法制度強化の方向性

政府てやは COP3における国際的な約束を果たすために、 主に二つ

の方向の検討が急ピッチで進められている 。第一に、通産省による

現行の省エオ、法 (i エオ、ノレギーの使用の合理化に関する法律J) の強

化。第二に、環境庁による新規の法律制定 (i 温室効果ガスの規制を

合u ' 地球温暖化防止法J) てある 。

省エオ、法は、もともと 産業界の省エネ ・新エオ、の普及や技術開発

を促すこととに主眼がおかれたものであり、現庄エオ、ノレギ一指定工

場には、前年比率で生産高エえ、ノレギー消費原単位の 1 %削減の目標

を課してきた。今後の強化の方向には、この指定対象範囲の拡大や

エオ、ノレギー削減の計画づくりを義務づけることになる 。

温暖化防止法は、おそらく省エネ法との二重規制を避ける意味てや
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も、民間事業者に対しては自 主的な取り組みを促すだけになる 。一

方、国や地方公共団体に対しては、温暖化カヌ排出削減のための具

体的な計画づくりが義務づけられる 。 その一環として、公共施設に

おける省エオ、ノレギ一対策が一挙に注目を集めることが予想される 。

公共がいかに省エネを推進するか

三重県が、今年 3月上旬から県庁舎において高効率照明システム

の導入を行 った。 これは、電力使用量の削減という省エえ、推進を通

じて、経費節減を図ると同時に、地球温暖化につながる溜L室効果ガ

ス排出抑制にも貢献しようというものである 。

地! . ) / 迂提境保全の観2 : からの、公共施設における省エオ、としては、

これまでにも仙台市における断製蛸造化、! ! 日明設備効率化などの事

例がある 。 しかし今回の三重県の省エオ、声: 慌事業は、まったく新し

い取り組みである 。 それは、 地方自治体が事業者の選定におし、て、

通常の入札制度てはなく 「省エオ、入札制度j を実施したことにある 。

省エオ、入札とは、発注側が細かい仕犠針決める こと なく、省エネ

の実現を図りたいい、う要望のみを示し、 具体的な方策に関しては

事業者からの提案を求めるいづ、いわゆる「技術提案型入非U で

ある 。さらに、県は削減電力量 について、 事業者サイドに保証する

ことを求め、その範囲と験証方法も提案に含めるよう要望した。た

だし、今回の事例では事業期間や予算規棋の問題から、提案の対象

が照明設備に限定された。

. ファーストエスコの受注決定

この入札の結果、省エオ、業務を受託したのは、 筆者が代表を務め

る株式会社フア ース卜エス コ ( オ又社: 東京都) である 。 この会社は、

昨年の 5 月末に 8社の共同事業により設立されたわが国初めてのエ

オ、ノレギーサービス会社 ( ESCO: エスコ) である 。

E S CO 1: ｾ、うのは、施設オ ー ナーに光熱費などの削減を企画提案

し、施工や施工後の効果検証を行う 一貫サービスを提供する新しい

業態。 その特徴の一つは、削減に必要な初期投資を削減予定の経費

から捻出するというもの。結果としてオ ーナーは初期投資ゼ、ロで省

エオ、施設への改修ができる 。 この場合、経費の削減効果が初期投資

の必要l融月よりも時間的に遅れるが、 E S COがその中聞に入札 一

時的な立て替えをする こと て経済原理に乗せるというものである 。

省エネの推進が叫ばれる今、 E S CO方式の活用は注目を集め、 全

国的に E S CO設立の1 f ¥曜も高まっている 。昨年の 6 月には、通産省

の外郭団体である省エネノレギーセ ンタ ーを事務局として i ES C O事

業推進研究会Jが、民間企業15帥土あまりの参加により発足し、約 l

年に j度る E S CO事業普及のための検討がなされてきた。今年 6 月

頃にも、その成果てある最終報告がまとまる見込みである 。



. 三重県での E S C O事業

われわれの三重県への提案は、

照明設備に限定されているが、以 三重県県庁舎ー照明安定器交換中一

下のようなものである 。主に、蛍光灯の安定器を高効率のインバー

タータイプに変更するとともに、約5，800本の蛍光灯も省エオ、型へ

交換。その他、非効率な器具については、高効率のタイプの器具へ

の交換も含む。提示 した削減予想効果は、平成8年度の全電力消費量

の約 7 %にあたる年間316. 000k羽Th となり、フア ースト エスコとし

てその 8割にあたる約253. 000kWh の削減を保証するとした。

この削減保証は、 E S C O事業の大きな特色て¥電気代を毎年いく

ら削減できるかを契約書に明記し、達成できない場合は電気見拾に

換算して返還する ことになる 。われわれの三重県 との保証契約期聞

は、最終的に 6年。 したがって、今後 6 年間、ファ ースト エスコは

上記のような削減電力量の達成を モニタリングして、万一未達成の

場合には、その分を電気代に換算して払い戻すい、う責任を負う 。

事業費総額I: t. 、45 ，465千円とな ったが、実際にはE S C民第業の普

及を目指す通商産業省の肝入りもあり、県が平成 9年度高効率エオ、

ノレギ一利用型建築物改修モデノレ事業費等補助金 (15，155千円) の交

付を受 け、県の歳出は30 ，000千円あまりて済んだ。一方、削減保証

量に対応する電気代は年間約6，700千円であるから、保出羽間 6 年

て県は十分にも とが取れる計算になる 。

本来の E S C O事業

最終的にはト ータノレに県の歳出削減を実現しながら、地3猟昆l暖化

対策にも貢献するい、う今回の事業だが、 実はフア ースト エスコは

「県の委指識すら無用J とする提案も検討した。 その仕組みは、

当初の高効率照明システムの導入にかかわる改修費を全額ファ ース

トエスコが負担し、次年度から省エオ、で節減された電気代のタかか

ら、 その一昔I1を県がわれわれに

分割払いするというもの。 これ

が E S C O事業本来の形である 。

残念ながら単年度予算主義の

壁に阻まれ、そうした方式は採

用されなかったが、予算制度の

改善さえ図られれば、公共がエ

オ、ノレギーサービスを活用するメ

リットは一層高まることになる 。

Fesco トータルサービス

••• エネルギーコスト

E 審開 ム
ーコスト / 削減分 、} ノ

口口

Fesco ファイナンスシステム

- 米国での E S C O事業の状況

米国では、すでにこの十年来、連邦政府機闘を中心に E S C O活用

は大いに進展している 。 その背景には、以下のような要因がある 。

第一』こ88年の連邦エオ、ノレギー改善法l こより、連邦政府機関に対する

エオJ ギー節約に対するインセンティブ制定が翻先づけられた こと。

第二 に、 92年の国家エオ、ノレギ一政策法により、連邦政府機関が

E S CO のエオ、ノレギー効率化フ。ログラムを導入し、逆にリベー卜 支払

い等 を受けられるようになった こと。第三に、 94年の丸統領行政命

令 12902号により、連邦政府機関に対して各施設のエオ、ノレギー消費

を2005年に 85年対比30%の削減が指示されるとともに、「革新的な

財務および契約技術J の使用が指示された こと等がある 。

全米の連邦政肝機関は、あわせて 50万カ所以上あり、年間に 40億

ドノレの電気代を支払っているい、う 。 したがって、 30%削減の目標

が達成できれば、 10イ意ドノレj ;J J ニの財政負担の軽減となる。一方でそ

のための初期投資としては50億ドノレが必要ていあると試算され、

E S C O仁よるフ ァイ ナンスに期待がかかる 。

事丘てやは、契約手続きの簡素化や、施設単位ではなく地域単位の

削減保証契約の制度化も図られており、同H寺に エオ、ノレギー省 が

E S C Oの認定制度を始めるなど、より 一層環境整備が図られている 。

わが国でも E S C Oの活用を

環境庁から発表された f96年度の地方自治体による環境保全対策J

の調査結果によれば、全国 109の自治体が実施した施策2，385科二の う

ち、 二酸化炭素の排出削減などの温暖化防止対策が982件 t 全体の

41%を占めることが明らかとなった。

また、先ごろ中央環境審議会は、「今後の地調母国暖化防止対策の在

り方について」の中問答申を行った。 このなかでは、「園、地方公共

団体については、その消費活動等がわが国の経済活動のうちの相当

部分を占める ことから、その活動による温室効果ガスの排出が抑制

されるように、自主的に取り組みの内容を定める言十画を立て、確実

に実行する仕組みを? 作るべきである J とされている 。

わが国にとって、京者都11議定書喜牟による 6 %の目標達成 lはま容易て

い。温暖化防止対策における公共自身の率先行動は焦眉の急てある 。

公共施設の省エオ、事業は、そうした観点からますます要請が高まる

ことになろう 。その際、E S C Oの活用は極めて有効な方法となる 。

今回の三重県のケースは、その先鞭を付けたものとして注目する

ことができるだろう 。同時に、米国に見られるような公共施設にお

ける E S CO 活用のI I l IJ 度化や環境整備を、国カ苛責極的に進める ことも

強〈求め られている 。

( つつみ けんそラ 株式会社フアーストエスコ代表取締役)
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建築( 設計) 士と地球環境保全

衛 藤 照 夫

パフツレ経済も終わりに近づいた 1989年の半ばに、淡路烏に建てる

ホテルの設計官むmがあり、依頼主の不動産会担社長 lこ会って条件を

|聞くと、 600l i呈度のリソずー トホテノレて、あった。ヨットノ、ーノf ーを併

設し択を尽くした計画は 「何もしないでいる空間j J がコンセプ トで

あった。パフツレ経済の終駕とともに 中止とな った この仕事は、 時代

の空気を色j出〈感じさせる出来事として今も鮮明に記憶している。

*，l t斉学唱のイ左手n隆光氏は、質実| 却Ji:建、質素倹約を旨とする生活様

式をt ，Lんてきたはずの日本人は、地{illI と材市IIの高騰を目の当たりに

して、たちまちガノレフーレイスの言 うユーフォリア( 陶酔的熱狂) に

陥った t 言 う。パフツレ* 1a斉の87年から 90年にかけての4年間、私たち

のライフスタイノレの美意識はなぜか180度の転換を遂げた。 そうし

て、このような生活を可能とする社会はエえ、ノレギー消費を急増させ、

それが C0
2
tJ l，I'i'，iJ1の省二増を招 L、た。 しかし 80年代末、地球環境問

題、 とりわけ地球温暖化問題が浮上したことは、パフツレ経済期の日

本人の生き 5 まに対しての、千111
の「比えざる手j が打ち l鳴らした警

鐘ではなかったか、と誇る 。さらに 1991年 5 月に始まった平成不況

はパフツレ景気に終止符を打ち、材湘i と地価の急落を受けてユーフオ

リアから日党めた人々の抱〈ライフスタイルの美意識に、ぜいたく

から質素イ射の志向lへの揺り戻しが生じたのだ、 と続ける 。

地球環境保全のキーワード

私たちの社会カ可也球環境保全を凶り持続可能な発展を遂げていく

ためには、資問蹴型社会を栴築、内然環境のM備 ・保全と生態系

の回復、エコスタンダー ドへのパラダイム転換、発展途上国の環境

問題への大;問ミが世界的な潮流であるが、 ER境負荷低減 t 環境芸区住を

キーワードに、建築界における環境保全に向けての取り組みとして

は、①省資源 ・ ＱＵ エえ、ノレギ 一 、②長先命、 ③ リサイクノレ、任 〉 ト主 ￞￟ｾ

棄の 4 つが挙げられる 。

①については石油代替の新エえ、ノレギーの開発、コ ー ジ、エえ、レーシ

ヨンやヒートポンフ等の高効率なシステムの開発等が研究開発され

ている 。②長寿命については 100年建築と H乎ばれる研究がある 。 コ

ンクリ ート 等の長寿命化もあるが、|時代を経る ことによる建物機能

の陳腐化対策として、イン フ ラ ( 躯体) とインフィノレ( 内装) の分

間t化 が言われてし、る 。 これらを経済的に成り立たせるには、建築技

術の問題もさることながら、 f昔話む権の技術や税法の問題など、建築

以外の検ｾ ， 問お坦 ｴ の複合的思考がなければ進めにくい。③のリサイ

クノレは、④建設j克葉協の問題を含め、大きな訓唱である。建設廃棄

物 ｴ 残土からなる「建設副産物」は産業 ｂｾ 葉物量 Ｒ 体の ＲＰＥ に相当す

る(95 f 同主設省) 。 リサイクノレ率は95年実kkてや32%。建設省は、これ

を2000年には80%に高めようとの「建設リサイクノレ推進計画97J を
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発表している。大手建設会社も業界内取り組みに加え、個々の企業

独自の取り組みを IS014000関連の動きを含め進めている 。一方、住

宅関連は、 「日本列島改造論」の詰雑 11てを前の新築着工数を記録した

73年前後に建てられた住宅が25、6年の平均寿命を全うし、その廃棄

物のまとまっての排出が懸念される 。住宅メ ーカーでは古オオチップ

の再利用による新建材などの開発を進めてし、る。また、廃棄物処理

業界も建設資材のリサイクノレ度の高いプラン ト稼到j等に取 り組んで

いる 。建設残土については、 E寄り土や担! め立て土に利用されている

カ宅見実は不法投棄も多〈、土壌 ・地下水汚染の観点から |刻心も市ま

っている 。各自治体は残土条例の制定を進めている 。残土に生石E

等を混ぜ1沙状にする改良土の取り組みはあるが、建設省の調査によ

れば、公共工事てい使われる埋め戻し材の 3分の 2 刑務入土であると

の報告もあり 、残土のリサイクノレをさらに進める 必要がある ようだ。

建築( 設計) 土の進むべき道

前出の佐和隆光氏は、大孟生産 ・大量消費 ・大量廃棄の20世紀:f ll

業文明からの脱却は21世紀型メタ ポリ ズム( 循環代謝型) 文明を

創り出すことであると 言 う。 それは日正消費、極少廃棄、リサイ

クノレ、省エオ、ノレギ一、製品寿命の長期化等を消費者や生産者に動機

づけるような仕掛けを施 した文明社会J であるとも 言 う。

確かに日本は二度のオイノレショックを経て、産業界の省エオ、はヵ、

なりの完成度を達成している 。比べて建築界の省エネ ・省資源 ・リ

サイクノレへの取り組み l立遅れている。その取り組みは大手建設会社

が進め、中小設計事務所の取り組みは、住宅関連以外はまだ少ない

のが実態のようである 。 しかし、現状のように各企業が固い込み的

に開発する技術が、情報公| 井lされた115t には、いやす寺化すればそれだ

け、建築( 設計) 士の存在が必要とされるであろう 。 IS0 が、消費

者への生産者情報の|湖示を目論むように、主体は消費者の利益に力

点が置かれているからである。設計司羽労戸斤サイドも美的何日値の古IJ 造

ぃ、う側面のみならず、建物の機能、 とりわけ環境とのヵ、かわりを

いろいろな分野の知恵、を結集して設計に反映させるノウハウが必要

になってくる 。設計段階でのゥーァリューエン ジ、ニアリング等建築生

産のシステムの1Jrii 立が必要と思われる 。専門家として建築のみなら

ず干崩発 ・法律等各分野の知識や知恵を11 ¥改良者や消費者の立場からコ

ーテV オ、ー トできる建築( 設計) 士が、今こそ求められていると忠

われる。 この機こそが、建築設計分野が市民 ・消費者サイドに立て

るラストチャンスてやはないか L 私は危倶の念とともに、大いに期

待もしている 。

n也球温暖化を防( " J_ 佐和隆光J号、岩波新:P: =

n也球環境ピジオ、スj 、エコビジネスオ、ットワーク編、 二期 11' .1坂

( えとう てるお 京都府主ｉＡ築士会常務理 Ｇ ｉ ｾ ，株式会社ゅうｽＮｉＡ築設計専務取締役Ｉ



地球環境を守るための取り組み~大阪ガス~

足 立 輝 雄

はじめに エオ、ノレギー産業の一翼を担 う大阪ガスは、地球規摸て、

の環境保全に取り組むことが極めて重要である t 考え、「地球j と

「人fM'j J い、うも巴点に立った 「共創J の考え方を基本とした「環境

基本理念j を92年 1 月に制定している 。 また、 92年 11月には「大阪

カ、、ス環境行訓旨針J 幻践し、「環境にやさい、大阪カコJ の具現

化を図って いる 。行到オ旨針ーでは IC0
2
排出量の:tr fJff，lj ・安定化J 1省資

源推進J 1地域および国内外の環境改善J の三つを柱として取り組ん

て¥、る 。

木報てやは、大阪万、スの都市方、ス事業者としての取り組みについて

ご紹介する 。

エネルギーとしての環境保全

天然ガスはそもそもイオウな E の不純物をほとんど含まず、燃焼

H寺の炭酸カ、、ス発生量も化石燃刑の中て1最も少ないなど環境にやさし

く、クリーンなエオ、ノレギーて、ある 。

大阪ガスてやはガスエンジン、業務用ボイラーなどの低 N Ox 化や、

自動車 NOx 環境対策と運輸部門への代替エオ、ノレギー導入促進の観

点から、天然 ｊ ゲス自主 ｉｲ ｾ ｬ ｛ の普及促進Ｈ 写真 Ｑ ) に努めてし、る 。

さらに、エオ、ノレギーの効率的利用、環境面で優れたコ ージ. ェえ、レ

ー ションシステムや地城市暖房の導入、総合エオ、ノレギー効率が約80

% に達する高効率な奴制屯池の開発により、 CO
2
の排出量の抑ff，lj.

安定化に大きく寄与している 。

また、未利) ' f : Jエえ、ノレギーの利用促進についても、 ゴミ 焼却場廃熱

の有益j訴Ij 用 ( スーパーごみ発電) や、都市J ゲスの圧力エオ、ノレギー有

ｾＧｽ訴 ｬ 開Ｈガス圧力回収発電Ｉな ｅ に積極的に取り組んでいるＨ 写真

2  )。

建築としての環境保全

写真 3 N EXT21 

2010年の者11市居住を想定した笑持匁長合住宅i NE XT 2U (写真 3)  

では、都市に人が居住する こと、ゆとりある生活を実現しつつ環境

との共生を図ることをテ ーマに、例年より居住実験を実施してい

る。建築性能の向上や省エオ、ノレギー設備機器により、一次エえ、ノレギ

ーを増加させずに良質な住環境を実現させる こと を目指し、新しし、

ライフスタイノレを提案している 。

具体的には、生ゴミ ・材体処理システムとして ffJ 1! 蜘変化処理! 設備

や生活排水微生物処理設備を開発 ・採用し、省エオ、ノレギー システム

としては、燃料電池や太陽電池、コージ、ェえ、 ν ーションなどを採用

している 。 また、都市への自然の回復を目指して、住棟へ約1，000

M の植栽を実施している 。

96年 3 月に立五仁した大阪地区の保安 ・営業の拠点である「ドーム

シティガスヒツレJ (写真 4 Ｉは、「環境行動指針 ｪ に ｊｾ ｬｪ り、総合的な環

境負荷低減( 省エネ ・節水 ・ゴミ削減 ・緑化) を実現している 。

外知収り入れ制御、市効 薬 ｭ｜ ｦｾ 月 、冷 ｬ ぷ自然術 ｚ 航空 ｆｊ 司システムな

E の各種省エオ、ノレギ一手法の採用や、 F Mを適用し報l瀦室のスペー

ス標準や会議室定員を見直し、スペースの有効活用を匡|り、空調負

荷容積を削減している 。 また、生ゴミ処理、地冷冷却搭ブロ ー *の

再利用、ぺーノf ー リサイクノレなどの省資源手法も採用している 。

特に地域湘暖房を有効に利用するための冷媒自然託眉環式空調シス

テムや躯休蓄熱システムなどのH寺代を先取りした新しい技術を開発

し、実証運転中である 。 ドームシテ ィガスピノレは、96年に環境低負

荷型建築物の第一号の認定( 建設省) を受け、 981: 1三には環境 ・建築

省エオ、ノレギー立 ・建設大臣賞( Otオ) 住宅 ・建築省エオ、ノレギ一機構)

建築と社会 ・1998. 6 27 



写真 4 ドームシティガスビル

を受賞した。

下記に、新しい投手iiπ ゃある冷媒自然循環システムと躯休為市1シス

テムの概要を紹介する 。

・冷媒自然循環システム

冷媒自然循環システムの特徴は、室内ユニ ッ トと お硝白器、蒸発器

カ切IJ 々のフロアにあることである 。

冷房サイクノレの場合を図 1 の概念図で見ると、 islfi . 街器てや地冷から

の冷* 1 : . 冷媒が熱交換し、冷媒が液化して 自重て室内ユニ ットまで

循環する。室内ユニ ットてやは、 室内空気と葬/ ¥交換して冷媒が蒸発し、

今度は気化して凝縮器まで自然に循環する 。つまり、 室内ユニ ット

側での冷媒の搬送動力

がゼ? ロになる省エオ、ノレ

ギー システムである 。

暖房サイクノレの場合は

その逆である 。 さらに、

個別分散化する こと に 冷風 。

より、ファン動力も背IJ

減する こと ができる。

このシステムを地域 図 1 R E T S 概念図( 冷房サイクルの場合)

冷暖房の供給粂件に合わせるため、冷水の 7 - 10.C を冷媒自然循環

系に、 10- 13.C を水循環系( 外調機系) にカスケー ド的に利用した

システム計値した 。 地域刷凌房 ｾｾｎ 原とした場合の従来空 ｲ ｊｾｊ シス

テムと比較して、約25%の搬送一動力削減が図れている 。

Ｎ ｾ昼休蓄熱空調システムの概要

fllM本蓄熱とは、夜間にスラブに冷風を吹き付け蓄熱し、畳間に放

熱することにより、熱貴荷の平準化をねらったシステムである( 図

2  ) 。従来の蓄熱システムと異なり、菩察特を持たす母、通常の空調設

備に切換ダンノ f ーを追加する干FJ 支て可能なため、 出 版的安filli に実施

できる 。

28 

ドームシティカ、、スビ

ノレでは、熱負荷の平準

イヒによるランニンク守コ

ストの削減と、設備容

量の削減によるイ ニシ

ヤノレコス トの削減を目

的として躯体干害熱を導

入し、その効果を定量

的に評仰i した。地冷の
図 2 躯体蓄熱システム概念図

将来計画において供給区域内の建物が、夜間躯体蓄熱を行った場合、

熱負荷の平判長化 lこより 地冷世界¥i l京の負荷率の向上が期待できる 。 ドー

ムシティガスピノレでは、約20%のピークシフトが図れている( 図

3 ) 0  1 日の積算熱量で比較すると、 l フロアにおいて蓄熱なしの場

合の 100% に対して、蓄熱ありの場合は 107%干到支てやある 。

GJ / h  

8  

2  

D  

一ー- 蓄熱なし 8 月 6 日

ピーク力 y ト約20%

l ∞ 4:00 7∞ 10:00 13:00 16:00 19∞ 22: 00 時間

図 3 全館冷水熱量の比較

おわりに 大阪方、スグノレーフ。はわれわれのあらゆる活動カ環境と

深くかかわ っている こと を認識しながら、その事業活動を通じて環

境との調和1を図り、 エオ、ノレギーの効率利用を実現すべ〈努力を続け

て L ' 6。グループ全体として、環境保全 に取り組むための推進4醐 t

「エオ、ノレギー と地球環境委員会」を 90年 4 月に設置し、各部門各組

織で、行自粛十画を策定し、計画の推進、フォロ ー を行ってし、る 。特

に、生産部門てやは推進会議を設置し、環境マオ、ジメントシステムの

構築を進め、 97年10月13日に I SO 14001規格の認証登録に至 った。

本報において、大阪方、スの環境保全のための行動についてご理解

いただければ幸 いである 。

今後とも、環境面てや優れたエオ、ノレギー を持続的に安定f共給すると

t もに、皆さま方1 : 1: もに一層環境保全に貢献すぺ〈活動してい〈

所存である 。

( あだち てるお 大 ｉ Ａ 反 カ 、ス 株式 会 祉 耳 ｬｬ ｚ ｉｾ エ ンジ ニアリン グ苦 ＱＱ 長 Ｉ
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地球環境を守るための取り組み~関西電力~

坂 井 時 和

はじめに わが国のエオ、ノレギ一基盤は脆弱である 。エオ、ノレギー全

体の 8割を海外に依存し、その主f生である石油にいたっては、 IJ ば

全量 を輸入に頼っている 。 したがって、わが国のエえ、ノレギ一利用の

歴史は、いかに多くのエオ、ノレギーを海外ヵ、ら調達し、いかにエオ、ノレ

ギーを効率的に使うかの歴史てあったといえよう 。同時に、 エオ、ノレ

ギーを燃焼する際に生ずる NOx、S Ox に代表される有害物質除去

の歴史ともいえる 。エオ、ノレギ一利用のなかでの電化率が年々高まる

( 平成 7年度40%) ，、ま、 エオ、ノレギー供給の当事者として、関西電力

の果たす役割は極めて大きし、ものがある 。

関西電力の取り組み

・地球環境保全への基本的な方針

咋今、地球温暖化・ 酸性雨 ・オソ〉層の破康い、った地球規撲で

の環境問題の深刻化カ守旨摘され、その対策についての国際的な議論

が急速に高まっている 。 当社てやは、お客さまや地域社会との共生 ・

共 感 刷 新じ ならびに人類社会の持続可能な発展への貢献をめざし

て、自主的 ・積極的に地球環境問題に取り組んでおり、 1990年 4

月、今後のすべての業務を遂行するうえでの指針として、 「関西電力

地球環境アクションプラン 5 原則」を策定した。

一関西電力地球環境アクションプラン 5 原 則 (抜粋) ー

1. 珠樹 ｩｦ ｾ 帯主の ＱＱＱ 減

2. 資源・エネルギーの効率的利用の促進

3. 先進的な技術開発への拠 i攻

4 . グループワイドの展開

5. 地球との共生を基本としf企 業文化の創造

さらに 199伴 度 か ら 「社会との当性 ・共感をめざす息の長 L 、活動

の推進」を狙いとして、 2000年度をめざし、 「関西電力地B降最境アク

ションプラン新中期計画uを策定し、 具体的数値目標を定めて毎年

チェック ・アンド ・レビューを行いながら、地主結滞完j呆全への取り

組みの一層の推進を図っており、特に炭酸J ゲスによる 地球温暖化問

題に力を入れて取り組んでいる 。

. 炭酸ガス ( C 0
2

) の排出抑制対策

( 1  ) ニューE R A ( イー ラ) 戦略の展開

当杜は、 より広〈より i深楽< ｃ Ｐ ＲＱｾＱ 自向卯ｾ削￭ｉリ ｬ 減の可能性を追求するため、

1995年度に COα2tが折抑I河耶n制対策を体系イ化ヒし」、 長J期l与羽F月1的カか、つ総合的な CO

11節伽制Ii初川l日刊|リ悦l防ヰ戦戎卵目略各として 「ニ ユ一E R A( イ一 ラ)川q戦攻抑目略各」 を穏寄効|極玉的に展開してし、

る。 E R A とは、 Eff iciency . Reduct ion  .  Absorpt ionのE員文字

をとったもので、 H刷可j の意味をもっており、新時ii - t を切り開こう

というねらいをもっている( 図 1 ) 。

Effi ci ency [ 負荷平準化 なE社会全体のエオ、ノレギ一利用の効率化

図 1 ニュー E R A 戦 略

の取り組み〕

電気の利用は、例えばヒ ー トポンプなどの高効率機器を使用する

ことにより、投入エえ、ノレギーの 31部担支のエえ、ノレギー を得られるこ

とから、省エオ、ノレギー・ 地球温暖化の抑lljlJにつながる 。 さらに夜間

の電力は、 C O2
を出さない原子力により主に発電されるため CO2排

出量ヵヲ特に少なく、さらに環境保全につながるい、う特徴がある 。

夜間電力がお客さまにとって割安であることもあり、当社て、は夜間

電力のi舌用( 負荷平社ち化方策) について全力で取り組んでいる 。具体

的には、負荷平準化のための料金メ ニューの多株化や、氷蓄熱空調

システム( エ コ・ アイス) ・電気温水器 ・電気自動車等をお客さまに

推奨している 。

Reduct i on CJ原京子力折推主雄進を制叫洲1車取刺!I引1I山I1とする電力生産 における C∞O

ｩ消削 ｾ ｦ刊 ｪ川リ 山 ｩ減減の河取文り品組且み〕

発電時に C O
2
を排出しない原子力の推進が大きな柱で、新規原子

力電源の開発に努めるほか、既設原子力発電所の設備利用率の向上

に取り組み、 1990年度の設備利用率67. 7%を1997年度には過去最高

の81.1%に向上て》る見込みである 。2000年度以降についても信頼

性 ・安全性を向上させて 80%以上を雌保すぺ〈取り組んでいいま

た火力発電所についても、計画中の和歌山発電所てやは国内最高の

1 5 WC級のガスタ ー ビン採用等により 、発電効率を約52%まで引き

上げる 。

現状てやこそ、効率面 ・コスト而で広〈 実用化 しているとは言 い難

いが、その活用は無資源国のわが国仁とって不可欠で、ある太陽光等

の自然エオ、ノレギーについて、その研究 ・実証実験に取り組むほか、

当社事業所への積極的取り付けや、お客さまが設置された太陽光発

建築 と社会 ・l明 6 29 



屯等からの余剰電力を買い取るなど、その普及に努めている 。

Absor pt i on  ( 国際的共同研究などによる自然界の| 吸収源の拡大

の取り組み〕

インドオ、シアのガジャマダ大学と共同て陸域における炭酸yゲスの

l吸収源である熱帯雨キ木再生のための「熱帯雨林再生技術の開発J や、

オーストラリア海精神附怖と共同で炭酸ガス l吸収i原であるサン

ゴやマングロ ープに関して「沿岸城における総合的な生態系利用に

よる炭醍ガス l吸収 ・固定化研究」を行うなど、炭酸ガス l吸収i原の拡

大のための国際共同研究に取り組んでいる。

(2 ) ニューE RA戦略による C0
2
tflJ か紛J来

1996年度の発電電力量当たりの CO2排出品は、 O. 07kg-C/k  Wh  

で、 1990年度実績0. 09kg-C/kWh を大幅に F回っている。また

ｃ Ｐ Ｒ ＱＧ￭ ｬ ｊ 減労ｾＪは 、 Ｑ ＹＹＰ 年度との よ 凶淡で約 ＴＲＴｴ Ｍ ｃ であり、日本の Ｑ ＹＹＵ

年度 CO2
排出誌の1. 3 %に相当する 。これらは、主に大飯発電所 3 ・

4 号機( 原子力) の運転開始や既存原子力発電所の設備利用率向上

によるものであり、当社 ｃ Ｐ Ｒ Ｑｾｉ ｊ 減劫果全体の Ｘ 割以上を占めている

(図 2 )。

U喝の導入鉱大

6. 8%[ 29]  

火力発電所の

熱効率向上

7. 8%[ 33]  

水力開発他

1. 5%[6]  

[  l : 削減iik (万 t-C)

図 2 アクションプランの実践による C O，排出削減効果

( 1990年度との比較)

- 地球温暖化防止への国際協力の推進

地J.JR! JlI'，1l友イじ|問題は、 地球力首長 トータノレて演酸Jゲスが削減できなけ

れば川越の解決にならない ことから、国|際的に協力してiE室効果カ、

ス削減を行うことも重要である。

当社では、複数の匡|が共同て官L室効果ガスの排出削減を行うため

の国際協力にも積極的に取り組んでいる。現在、匡lの 「共同実施活

動 ジ‘ ヤノ f ンプログラムJ 認定プロジェクトとして、タイ国発屯公社

( E GAT ) の既設火力発屯所の葬M1J率改普、およびインドオ、シア

の地方屯化の 21牛を推進している 。

お客さまとともにすすめる取り組み

エオ、ノレギ一旬鴇合の当事者として、 CO
2
排出量を抑制する方策を推

進する 一方、消費者に対しエネルギー を使用する際には、 CO
2
排
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指数 ( 73年度=1∞)

250 r  ・圃圃園 運輸・旅客部門

( 乗用車など)

・・・・ 1 民生 ・家庭部門

( 家電・暖房機器)

ー ・ ・ 民生・業務部門

2∞ ト (オフィス・ホテル・スーパーデパート)

圃圃圃圃運輸・貨物部門

園 田 園 圃 産 業 部 門

150 

5 0 7 3 7 5  
80 85 

250 

149 

102 

出所総合エネ/ レギ一統計4

90 95( 年度)

図 3 部 門 別エネルギー消 費量 の 推 移

出のより少ないシステム ・機器の採用あるいは省エネノレギ一利用を

強〈働きかけている 。

わが国における エオ、ノレギー使用によ って生ずる CO
2
の部門;] IJ排

出割合は、産業部門て 4 割、民生音111' <1( 家庭 ・オフィスなど) で 3

割 、 制 柿H門で 2訓とな っており 、 このうち最丘では民生部門と運

輸部門における エオ、ノレギー消費の1111びが大きい ことは、よく知られ

て い る ( 図 3 )。

以下に民生部門における事務所 ・ビノレ笠ぷlシステムへのエコ・ ア

イスおよび家庭への全屯 化 システムの採用が ｃ Ｐ Ｒ ｾｦ ｬｪ ￬ ，成方策として

有効である ことを紹介する 。

・事務所ヒ、ル空調システムへのエコ・アイスの採用

エコ・ アイス( 蓄熱式空間システム) は、夜間に熱を蓄え、その

熱を畳間の空調に利用するシステムて¥高効率の ヒート ポンプを使

用する ことから、省エオ、ノレギーかつ地球温暖化抑制仁大きな威力を

発揮する 。エコ・ アイスの普及はfE力の年負荷率( 王子聞の平均屯力

建物の空調負荷曲線

22時 O時 8時 同一一一建物空調時間一一一+ - 118時 22時

ｾ ー ヒートポンプ夜間逆転 一一 ＭＫＭ ｉ ｾ ー ヒートポンプ昼間運転 ー ＭＫＭ Ｑ

@ 夜 間 蓄 熱 分 ⑤ 蓄 熱 に よ る 冷 暖 房 分

図 4 夜間蓄熱による冷暖房達転例



とr[ k - ) c 電力の割合) の改善になり、電力似合コストの{ 出戚にもつな

が る ( 図 4 )。

( 1 ) エコ ・アイスの特徴

・ 効率の良いヒ ー トポンプを外 ｾ｜ ￬ ，｜Ｇ ｬ ｊＳｴの低 ｌ 、夜間での運転あるし、は

定格で運転する こと等により、省エオ、ノレギーが図られる 。

・ ヒ ー トポンプシステムはガスシステムに 比 べ、 ｃ Ｐ ＲｾＱ［ 出量て、 ＵＵＥ

となる( 当社試算 : 延べ床面積8000m':j;j}務所モデノレ) 。画面て臣の諮

問機関である電気事業審議会では年負荷率 1 %の改善により、 全国

で20- 30万トンの C O
2
排出向IJi 成;5<.1探があると註ゆされている 。

・畳間の電気代の約30 %も割安な夜間の電気て判? を蓄える こ とか

ら、ランニングコストが大幅に安くなる 。 また空調制加がコンパク

トになる ことから、イ ニシヤノレコスト t 電気の基本半|金( 契約電力)

の低減が図れる 。

( 2 )エ コ ・アイスの助成制度

ｾｉ ［Ｚ 蓄熱方式に 比 ペイ ニ シヤノレコストが高いことが、導入の課題に

なっている ことから、導入を促進するため、国も電力会社もさまざ

まな助成制度を設けている 。

公的助成としては、「エオ、ノレギー需給構造改革投資促進税制による

税額控除J r補助金制度( 検討中)J 、屯力会社からのものとして 「氷

菩葬 ｩｾ 普及促進制度の普及奨励金 ｈ リース制度 ｈ 蓄熱受託制度 ｊ があ

り、その普及に向けて官民一体の努力がなされてし、る 。

・電化による省エネルギー住宅づくり

住宅における エオ、ノレギー消費量は民生部門の半分強を占め、一人

当たりの家庭用エオ、ノレギー消費は諸外国に比べても著しいやわびを記

鉢し、一世帯当たりの C O
2
排出量は一貫して増加してきている 。

方、地球の温暖化が進むなかで、高齢社会の到来 ・高度情報化

・女性の社会進出 ・ライフスタイノレの多様化などを背景に、人と地

球にやさしく安心してより快適に暮らせる住まいづくりのニー ズが

高まっている。 こうした状況のもし住宅分野での省エオ、ノレギーは

不可欠であり、住宅の省エオ、ノレギー化 ・長寿命化および高効率機器

の開発が大きな課題 とな ってきて し、る 。

( 1  ) 高気密 ・高断宇野げ主宅の真価を高める全電化システム

住宅の気密 ・町柑輔造を強化することにより エオ、ノレギー消費量; の

削減が可能となるのは周知のとおりである 。 この高気密 ・高問問村主

宅の具価をより高めてくれるのが電化システムであり、動丘大手ハ

ウスメーカ ーからも、環境負荷の1Jli ，騰と快適性の向上は電化 システ

ムにより両立できるもの t して、脚光を浴びるようになってきた。

( 2 ) 電化システムのれ己表的な機器

屯化システムのf回受的な機器に、屯Y ¥W司理器と電気.i1iT同住がある 。

電気調理絡は、①脱獄tガスを発生させない、②灼7t が起こりにくく、

iEtl の飛び散りが少なく、換気扇やコンロ回りの汚れが少ない、@湾A

効率がよく 、調理中に熱気がこもらない、などの優・れた特長を有し、

機器メ ーカーのコストダウンし使った人の「火力が強く、クリ ー

ンで帰除が楽」い、う口コミてい急速に普及している 。

また電気， ￬ｽｾｴＪ ｔＮ別立、 ｱ 溶 ｉ ｊ 安な深夜屯力を使うので、経済 ｬ 生 ｬ 二位れ、

② ｾｊ と口をひねるだけていお年寄りにも簡単にお使いいただけ、 ③万ー

の場合の生活用水を前倒呆できる、な E の{ 憂れた特長を有し、阪ヰ11
1・

淡路大震災以| 除公営住宅にも全電化が採用されるようになってき

た ( 写真 1 )。

神戸市が手がけた初の全電化コレクティブ住宅 (真野ふれあい住宅)

l L DK- 3L D K/ 29戸 電 気 関 理 器 松下製 I Hクγ キングヒーター( 3 口) 電 気 混 水 器 三

菱製全 自動電気温水器 (3701)

地去阪且i暖化防止しより快適でより充実 したゆとりある暮らしを

実現する ために、省エオ、ノレギー住宅ーづくりとその! f . ' 付金制舌かす屯化

システムの利用。民主が強〈望まれる 。

おわりに 昨年12月の地噺毘|暖化防止京都会議において、日比室効

果ガスの削減目標が合意され、わが国には、温室効果カ、、スの 6 %削

減という極めて難しい目標が諜せられた。

当社は、 エえ、ノレギ- 1: I J J 合の当事者として、この目標の達成のため

に、「ニューE RAl i抑制をさ らに充実さ せてしぺ 。特に、 1Eカ1M，合

面において温室効果ガス削減の決め手となる原子力を、安全性の確

保に十分留意しつつ推進していくと t もに、需要而においては、お

客さまに、電気を効率的に利用し炭酸カヌを削減していただくよう、

高効率機株の普及や省エオ、ノレギーの促進をこれまで" ) : ) _ ヒに働きかけ

ていく 。

( さかい ときかず 11>¥1西屯力株式会1 : 1 神戸支! 占チーフマオ、ー ジャー)
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各論

ｾＭ ｊ＠

地球環境保全への取り組みのあり方

口 田 治 典

すほ、建築 ・都市て消費されるエオ、ノレギーの代表は電気と都市万、

スである 。 この両者のft表である大阪ガス、関西電力による前掲の

提言を踏まえ、エオ、ノレギー供給者と消費者の「地球環境保全への取

り組み ｊ を考えてみるよう Ｑｴｾ 頼された 。 ＱＱ Ｑ｜杭でＮは本誌読者を踏まえ、

rt肖費者」を「建築生産にかかわる人J として捉えるこ t としたい。

サステインナブルなビルと性能設計

地封鎖境を守るための当面の目標は、 i}ijt l暖化の主因とし、われてい

る C O
2
の削減であるこ υまいうまでもない。建設分野が排出する

C O2
は日本全体の排出の約1/3を占める 。 その内訳を大まかに見る

と、建設資材の 「生産」によるものカf1/3 ( 全排出に対して約13

% ) 、業務用、家庭用施設の「運用」によるものが1/ 4ずつ( 同じく

約 8 %ずつ) で、残りの 1/ 6 ( 同じく約 5%) が建設にかかわる「運

搬や工事J によるものである 。 この数字から、 1) 運用時のエオ、ノレギ

ーを削減する、つまり省エオ、ノレギ一、2) 作った資材を長期に使用す

る、3) 資材生産H寺のエオ、ノレギーを減らす、 4) 建材を近くから調達す

ることが重要といえる。もう 一つの方向は、化石か」桝: から脱皮する

ために、太陽光発電や風力などいわゆる自然エオ、ノレギーの利用、生

産時の CO
2の発生が少な い木材や土など の建材利用が挙げられる。

オイノレショック後の省エネノレギー とは違って、現在は C O
2
の削減

を図ることに目的がある。上の数字から、業務用と家庭用施設の「運

用」で排出する ｃｏ Ｒ を半分にて Ｓ れ ｌ ＺｴＺ約 ＸＥ 、建設 ｾｊ の寿命を倍に

できれば ＶＥ 、合計 ＭＨＱＴＥ の ｃＰＲＩｾｉ ｊ 減が可能で、 ｃ ｏ ｐＳ による日本

の目標は簡単にクリア ーできる。もちろん目標達成が簡単でないこ

とは、 C OP3でなかなか妥協案が提示てヨなかった こ とからしでも

明らかであるが、建設産業に関連するプロ( オ立稿でいう消費者) の

果たし得る能 ｾ ｉｊ は相 当大きいものである。その意味で、環境共生建

築、サステインナブノレビノレ、グリーンビノレなどと呼ばれる環境に優

しいピノレが21世紀のトレンドになること は疑いないであろう 。

写真 1 は、最近注目を集めている英国 Leicester 市にある De

Montfort 大学の校舎の例である。英国の集合住宅によく見られる

|暖炉の煙突のような代物は教室換気用の筒で、冷房装置なしで哀を

釆り切る計画である 。筒 li 自然換気を促進するため内部は保視され、

高さも高い。 まさに建築環境工学の基本をそのまま使った女子可列で¥

感心させられる 。 もちろん日本にも自然カを利用して省エオ、ノレギー

を目指すプロジ、エクトは紘丘増えてきたが、これほど大胆に原理を

応用した例は見られない。 ところで自然カの利用は環場性建築 ・

都市設計の常套手段で、特に自然換気は、伝統的な日本建築にも 多

用される古典的な手法てや、現代建築でも大いに参考にすべ、きとされ

ている 。 しかし、このピノレの設計過程と運用のブT法を見れば、決し

て古典ではなく現代技術の先端を駆使して設計された ことが分かる 。
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つまり 、自然換気の樹目は事前に数値流体力学を用いた コンピュー

タシミュレー ションで詳細に検討され完壁な性能設計が行われてい

ること、運用に当たっては、溜L度や風速を数千点にわたって記録 ・

監視し、それをリアノレタイムにコンピュータて、分析して換気風立の

II ，IJ 笹pやスケジ‘ ュー リング、を行ーっていること、な E で、ある。このよう

に、自然力利用の原理だけから「働械力を手l開しない古い技術J 1: 

片づけるのは早言↑で、 筆者はむしろ古典とは別物の r21世紀への技

術J 1 : 位置づける認識が必要と考えている 。

アイデアだけを先取りした、技術の裏付けのないヒツレは悲惨な結

果をもたらすことがある 。直射光を受けないようにタ陛制閉させ、

省エオ、ノレギーヒツレとして設計されたダラス市庁舎 ( 建築家 I. M ペ

イ) はほとんどー官止のピノレと同じか少し悪， '*10支の省エオJ ノレギー性

能。自製探光な E を取り入れ省エオ、ノレギー性を意識して設計された

南テキサス美予附官 ( P. ジョ ンソン) とキンベノレ美fifrf官官 (L .カーン)

には全〈期待した省エオ、ノレギー性はない。

きて、わが国て壮ヒツレのエネノレギー使用量の情報公聞はなく、「品

会11: J などに応募するためにデータ整備したもの以外、 どのピノレが

省 エ オ、ノレギ 一 的かほとん ｅ 不明で、知るよしもない 。 この非会 Ｑ ｾ ｦＮｊ性が

日本の問題である 。たとえ本来の性能が良くても、運用時のメンテ

ナンスが悪ければ非省エオ、ノレギ- 1: なる 。21此紀には、省エオ、ノレギ

ーの性能を設計し、メンテナンス員の経験に頼らずに設計通りの運

用ができる建物 ・都市をつくることが重要になるであろう。そのた

めには自然カエオ、ノレギーのような古典的なエオ、ノレギー源を、最新の

技術を駆使して有効利用するとともに、運用でその性能ぞ保証して

ゆくことが不可欠で、ある 。本稿でいう消費者としての「建築生産に

かかわる人J に、この意味での性能設計のチャレンジを期待したい。

省エネルギーと C 02削減

周知のように、建築とその設備システムの省エオ、ノレギ一性を検討

する際、電気都市ガスオイノレい、う種類の異なる エオ、ノレギ- i .肢

を一元化して言利目Ij するために、 一次エオ、ノレギーへの換算という手法

が用いられている 。物理学による1 : 1  k' A 市の電気エオ、ノレギーは860

kcal の熱エオ、ノレギーに等 い、が、電気の l 次エえ、ノレギー換算イ創立

2450kcal/ k  W hである 。これは、熱エオ、ノレギーから電気エオ、ノレギー

への変換( 発電) は約35%の効率しかないことを意味している 。ガ

スやオイノレはほ l.l:燃体|の発熱量となるため、何 t なく電気は効率が

惑い印象を与えるが、電気は質の高いエオ、ノレギーで、照明、コンピ

ュータの{ 樹j、ヒ ート ポンプ、ポンプやファンの運転な E に利用てい

き、ガスやオイノレにイ't え難〈 、単純には良否を判定できない。

省エオ、ノレギ- 1: 1まし、つでもエオ、ノレギー供給会社もピジオ、スのため、

我こそがクリ ーンで士山ぷ環境に優しいエオ、ノレギーであると、つばぜ



写真 1

De  Mont f or t 大学校舎

一一自 然換気を促進するための工夫

り合いをする 。C0
2
1'i1li威力 f 目標であるから双方とも f却有量が減って

欲しいのだが、 ここに悩 ましし、現実がある 。簡単にいってしまえば、

電気エオ、ノレギー供給イ) ! II1.1. ｃ Ｐ Ｒｾ ￭Ｑ Ｑ 減の 手だて に原 子力 とし、う切り札

を持ち出し、者111' 1功、、スイ31M儲 は コー ジ、ェオ、レー ション、燃料電池な

ど、 自ネょが得意なエオ、ノレギ一転換システムて守系さぶりをかける 。原

子力にはアレノレギ一的な反対論があるが、それはさておき、消費者

( 本稿でいう建設産業に携わるプロ) に t ってみれば、安くてに

れが問題である) 、 CO
2
排出l

の少ないエオ、ノレギーが何ヵ、が知りたし、。

ｩＧ￬ｾｻこも指摘したように、わが国てやは エ オ、ノレギ ー 使用 実態の情報公

| 剰が進んでいない。f訴Vr の空気制手[ 1 ・術生工学会の調査 1) によれば、

事務所ビノレの エ オ、ノレギー消 費 は390Mcal/m' ・年、住宅では 151

Mcal/ m' ・年てある 。事務所の一人当たり平均面積を 10m' ( 共用部

分も含めた想定値てい、調査結果ではない) 、住宅のそれを 32m'(平均

世帯人数と戸当たりの而杭調査による) とすると、 一人がイ史用する

エオ、ノレギーは、 それぞれ3900Mcal /人 ・年、 4830Mcal /人 ・年て二

オフィスは住まいの80%のエオ、ノレギー使用となる 。官頭にも述べた

ように、業務用と家庭用の ｃ Ｐ Ｒ ｾｉ Ｇ ｾｾ ， がほぼ同じ不自支になる こ とが、

これらの制査からも裏付けられる 。建築 ・都市の生産に携わる人間

には業務用ピノレ ・施設の省エネノレギーが主要なタ ーゲットになりや

すいが、住宅ーの省エオ、ノレギーを見落としてはならない ことが分かる 。

ここ てで、 l 次エオ、ノルレギ一f使史月H C O 

カがf、! 点子力発電や天然ガスへの転換で CO
2
が減らせるように、 エオ、

ノレギ- i原により CO
2
の排出に差がある。文献2) では原子力、火力、

水力の比率や、エオ、ノレギーの採掘 ・輸送までを考臆した CO
2
排出量;

を試算し、需要部耀準て百気がo.139kg- C/k  W h、者11市方、スが0.078

kg-C/Mcal い づ 値を提案してし、る 。これは、もしも電気をそのま

ま熱として利 )=1:1すると o  .  162kg- C/Mcal という都市方、ス の 2倍の

C O
2
を発生する ことを意味している 。つまり電気で熱エオ、ノレギー を

科る場令には、ヒ ート ポンプ。のような効率の高い機器をうまく 利m

することが不可欠で、ある こと が分かる 。原子力発電の比率が高くな

る季節や夜間は ｃ ｏ Ｒ 排 ｉＺｉｾ ， が低下する。定量的な研究は少ないが、季

節により 30%不自支の差があ り、 7月はよく、 2 月が悪い、 また夜間

は 8 %程度低くなるという報告 2) がある 。夜間電力の利用のように、

この時間変化 を加味して CO
2
の削減を考えることも 重要である。

きて、革者がこうした数字をつらつら挙げて建設関連のエえ、ノレギ

ー消費や CO
2
排出のオ ーダー を述べる ことの本意は、 このようなエ

オ、ノレギー使用の情報がエオ、ノレギ- { 如、合会社からは/:1:'，ず、 学会を通 じ

て、 l|?? に大学の研究者カru寺r:け をかけて集積 した ものが大半である こ

とに疑問を呈したいからである 。 このような調査は大学の捌究実績

としてはiillI値が低く され、仕事である 。実際、 エオ、ノレギー告は合会社は

テゃータを大量に集砧て3 る立場にあるから、積極的にデータ公開へ

の努力をして欲しいものである。顧客への守枚挙詞奇があるというな

ら、せめて調査の資金 ・マンパワ ーなど広範な支援を期待したい。

さて再び定量的な話に戻そう 。COP3を受りて、政Hすは夜間電力

による帯熱を C0
2
1'i11減のアクションプランの一つに決めた。しかし

調査によれば、苦現制iのある方が26%もl 次エオ、ノレギーの消費が多

いという事実がある 。夜間'.11力の料金が安いため対費用効果は十分

にあるだろうが、夜間屯力の ｃＰ Ｒ ｗ ｬｬ￬ ，蹴 ｾ ｊ 果が ＸＥ 相支とすると C O2  

の面では増加 してしまうこ t も十分考え られる。部丘こ の主たる原

因は不通i.J Eな逆転にある こ とカ f分かつてきた。夜間電力を利用した

給湯システムはどうだろうか。電気ヒ ータを利用して電気を熱エオ、

/ レギー に変換してしまうと都市カ、スに 比べて 2倍の CO
2
が出てし

まう 。たとえ夜間屯力の CO
2
排出が少なくても 21音の差 は大きし、。

前述のように、電気という質の高いエネノレギーは ヒート ポンプのよ

うな効率の市 L、機器を用いて利用すべきである。そのためにはユー

ザ、ーカf納得ゆく安価 な夜間屯力利用の電気温水総の開発が待たれる。

このように、省エオ、ノレギーや CO
2
の削減には慎重なシス テム アッ

プと J m; 用が必要である 。 それを実現するためには、特にオ ー ソライ

ズされた C 0
2
t)l '出など のj京単位の公開と、運用を最盛に行うための

技術開発が課題ではないかと考える 。品丘、情報公聞は徐々 に進み、

C O
2
排出は上記の値より 少ないという 王張もある 。 その値を用いる

と本和jで検討した結果が逆転する場令もある 。 しかしながら、研究

報告としてオ ー ソライズされ、 ユーザーが公式に使えるデータでは

ないのカ事fl r 2: である 。運用の問題では、例えば明 日の熱負荷主? 予il!l l

し最適に菩葬! ¥槽の運転を行うい、う新しい技術の開発などが不可欠

である 。 また、コ ー ジェオ、レー ションのため者11市でむやみに燃焼を

行うと、有支i) Jヰ;11[: 11できないて"1) 1，，':1:'， された熱エえ、ノレギーて判市が昇42L

するい、うような、者11市環境に与える 副次的な問題 も無視て3 ない。

屯 安 しカゃスのメリ ッ ト、デ‘ィメリヅトは ｃｏ Ｒ の Ｑ ｾ ド 出 Ｗ ご けて。は言判 Ａ日 ｩ

できない川題 もある 。 しかし、この綾雑さを立て判断できるように

する姿勢とす|湘liツーノレが不可欠であろう 。臥沫では この技術が進ん

でおり、各種のソフ トカ望見実のプロジ、エク トに利用さ れつつある。

エオ、ノレギ- 13，<*合会社はエオ、ノレギーの完り込みを図る際、検討の基礎

になる 情報を公開し、本当に CO
2
の削減が可能なシステムは何か、

不具令のな い令迎的 な運転が達成できる運用技術は何かに答える技

術をサポートし、これらの評仰li 技術とセ ッ トでピジオ、スして いただ

ける こと を期待したい。

文献 1) ｉ 民Ｎｊｪ ｬ ｱ 地 区立ｬＡ物エネノレギ Ｍｩｬ Ｇ￭ｴ ｾ 尖 Ｑ 鴎 ｊ ，｜ｦＱ￬ＺＱＧ ｬｩ 侍 ｾ ｉ ｉＺ 、 Ｒ ｅ 責 ｩ 税制 ｼ ・ 術 ＧＭＱ ＺＮＮＮＮ ｛ 学会 、 Ｑｍ｝ 西地区

主処l!:物エオ、Jノルレギ一ii' j'l官W:

文i献猷 2幻) 李愉: IT可I自能Eな4剖| 会を支 λ るt他i主: 築設制i耐i品11のTたJ めに、空主ψ納 1-1: 制斗:: :1=会、 JI! ! J )防;蹴に

l民|する委11会、 1997. 7

( よしたe はるの 1) 点目日大Ｇ戸大，，［ ｾＺ院 ｛Ｂ戸研究ｦＧ Ｑ Ｎ ｬｬＩ ｊ 教 ｊ 宝、 ｅ［Ｚ 耳ＧＺｕ血球 ｛ＧＧＨ ［ｾ Ｇｩ 攻、工 会佐 ｴＡＧ ｊＮ士Ｉ

33 



各論

5  

地球環境に配慮した住生活の今と将来

~アンケート調査を通じて~

日本建築協会編集委員会/法令分科会

昨年 Ｑ Ｒ 月の 地 球温暖 化 防止京都会識を一つの契機として、 ｃ Ｐ Ｒ Ｉｾ ｦｩ ｊ

減や、省エネ、省資源、環境共生など地主将端境に関する関心が高ま

りを見せている 。生活する者だれしも、生活のありかたを見直して

いかなければならない。 とはいえ、それは有話路ーの夢物語なのでは

ないか。広範に実践される基盤はあるのだろうか。 この在比点から私

たちは住生活に関心を持った。私たち建築関係者に身近な分野であ

るということもさる ことながら、だれしも住まい手であるのだから、

地瑚迂襲境問題への姿勢が住生活を通して把握できるのではと考えた

のである 。 もとより環境に与える5月tが有意にある分野である 。

住生活は、住まい手とっくり手の双方によって生み出されるもの

である 。 ここに、住宅メ ーカーの認識や意向を把握できれば、住ま

い手のそれもおおむね十日産て3 るのではないだろうか。すなわち住

宅メ ーカーは、部品のイ共給てやはなく、 トータノレに住生活を販売する

ことを通じて、住生活の推移、購入者( 希望者) が木音としてどの

ような住宅を望むかを、建前ではなく、企業開競争の中で市場を確

保するため、販売に直結する本音のレベノレでとらえていると思われ

る 。 夢物語の音 ｉ Ｑ 分を Ｉｾｦ ｬ J りとった姿といえよう 。 しかもそのシェア ー

は今日かなりの比重を占めるに至っており、住生活の標準をそ こに

みても大きな偏りはなレ。

このような考え方に立ち、住宅メーカ ーに、 地E貼環境に配慮した

住生活の今と将来をどう考え、実現しようとしているかを伺う こと

にした。

私たちは住宅メ ーカ- 35社を対象に調査果を送付し、 21社から回

答を得た( 発送1998年 3 月 4 日。回収 3 月25日。回答いただいた企

業は別掲一覧のとおり) 。年間供給戸数75000戸の大手から、 50戸の

企業まで、またをrul司系、木質系、コンクリ ート 系とも含まれている 。

椋木としての大きな偏りはないと忠われる 。

なお、以下の文立てやは、企業を資本金や、建設業としての総合力

ではなく、住宅の管財 ｩ 合戸数によって大手、 ｉ Ｚ ｉ Ｚ Ｇ ｾｊｍ 英、小 ｾＩｕ 長などと呼

ぶ ことにした。

1 . 地球環境への配慮に関する会社の方針

. 半数近くの企業が、第一義的に社会的責務であると考えている

47%の企業が 「第一義的に社会的責務と考え、 地E貼設境の視点 lこ

立った開発 ・普及を行う」としており、大手を中心 に社会的責務で

あるとの認識を持っている( 図 1)。

1)仮売政策上有利なfftr I 囲( 地J :;J(環境への配慮をアピーノレする こと

が販売政史ヒ有利であると考え、その範囲で開発・普及を行う )J の

見解 ＨＲＹＥＩ は 中 か ｕｾ 企業に、また 「 既存商品アピーノレＨ企業とし

て、コスト効果などが不明確であり、既存商品など( 凶fM財など)

34  建築と社会 ・1998. 6

口 社会的i.i. 務 10 (47. 6%)  

口 販売上有利なq屯凶 6 (28. 6 %)  

口 j既存商品 アピ ール 5  (23. 8%)  

合 計 21

図 1

地球環境への配慮に対する会社の方針

て省 エ オ、をアピーノレしたい Ｉ ｊ の見解 ＨＲＴＥＩ は 小 ｾｊ ｍ 英企業に強〈見

られ、姿勢の違いが広叶ｾに応じてばらついている 。

営業力、プラン ドイメ ージ、開発力、社会的立場などから このよ

うな見解の分かれ方になると思われる 。通常、どのような業界でも

上位企業が社会的使命制票傍するわけで、 地羽磁境問題も、大手が

先に推進して普及するものとみられよう 。

2. 市場の関心

・ここ 1 ｾ Ｒ 年でかなり関心が高まったとする見解が多数 。 おおむ

ねランニングコスト削減につながる商品は受け入れられる土壌がで

きているが、 コストの壁を越えられるかについては見解が分かれる

@閑，心

ここ 1- 2 年てやかなり関心が高まったとする見解が大多数 (85

%) 。他の 3項目は各 5 %。京都会議等の成果てあろう 。 6. 普及の

条件でも「気通の高まり」を挙げる企業が多く、それこそ持続的に

社会すなわち行政( 国述、政府、自治体) 、マス コミ、運動団体など

が訴えていくことが、 この問題解決を進めるうえで重要な柱である

といえる 。

@ コス トとの関係

さてそうは言っても、現実に場境への園時; ヵ滴売になっているか、

すなわち住宅! 日立入のi l l J J1畿になっているかと し、うし 市場はそのよう

な成熟には達していな し、。水光熱費の削減につながる場合 (i省エオ、

など水光熱費の削減につながる; 場合は、関心が高い J) は|長!心が高い

(100%の企業が回答) が、それを別 にすると、買ってもらう決め手

としては弱< (1企業 P R にはなるが買ってもらう決め手としては

弱い」そう思う 62%、思わない 38%) 、コストに関係なく環境によい

ものを選ぶ気迫もまだ弱い (i コス トに関係なく環境によいものを選

ぶ気運が出てきている j そう思う 40%、思わない 60%)。ただし、こ

の気運が出てきている t みる企業が 4割もある L 積極的に割引iす

る必要もあるだろう 。おそら〈数年前ならだだ、Lい、ぶf低止い数値

1fiゴH則|リl陪さ tれ1 る。

@ 今後の市場の動向



アンケート設問

1. 会 社 の 方 針 等 に つ い て

。貴社は、おおよそ年間何戸の住宅を供給されていますか

@加持案境への配慮について貴社の基本的な考え方に最も近いものは、次のいず

れの項目ですか (0 ひとつ)

口第一義的に社会的責務と考え、地球環境の視点に立った開発 ・普及を行う 。

白 む球環境への配慮をアピールすることカ瀬売政策上有利であると考え、その

範囲で開発 ・普及を行う 。

口企業として、コスト効果などが不明確であり、既存商品など( 断熱材など)

で省エネをアピールしたい。

口地球環境への配慮はとくに考えてし、ない。

口そo} j 也(

2  . 地 球環 境 に 対 す る 現 在 の 市 場 ( 住 宅 の 購 買 者 ) の 関 心 を ど う

見ておられますか

。関心 (0 ひとつ)

口地球環境については、非常に敏感である。

口ここ 1 ｾＲ 年でかなリ関心が高まってきた 。

口あまり関心があるとは思わない。

口その他(

@コ ス卜との関係 ( 談判するらのに0 )

- 省ヱネなど水光熱費の削成につながる場合l立、時L、が高L 、。(口そう思う 口

忠わなし、)

- 企業 PR にはなるが買ってもらう決め手としては号示、。(口そう思う 口思わ

ない)

- コストに関係なく環境によいものを選ぶ気運が出てきている。 (口そう思う

口思わなL 、)

- その他(

｀ 今後 Ｈ Ｕｾｉｏ 年後 Ｉ の甫場の動向についてどう考えますか Ｈ Ｐ ひと つ Ｉ

口地球環境をコンセプトにした商品が中心となる。

口場合によっては、コストとは関係なく地球環境に配慮した商品が求められる。

口ランニングコス卜自由成との関係で妥当な商品を恥心に求められる。

口費用を余分に力、けてまでとなると定着するとは思わなし、。

口地球環境に配慮した商品は定着しない。

口その他(

3  . 地 球環 境 へ の 配慮 をコンセプトlこした住宅について

。貴社は、地Eお業境への配慮、をコンセプ卜にした住宅を商品化していますか

口商品化している。→住宅展示場に展示していますか。

[ 口展示している。

口展示していない。

口商品化する予定である。→いつから( 西暦 年頃から)

口商品化する予定がない。→その理由(

fj f商品化しているJ fする予定であるj とお答えの方に質問します。現時点てせ也

E殺黙寛への配慮をコンセプトにした{ さ宅に装備している (装備を予定している)

ものにO印をつけてください。

- 高耐久性性能( 口 し て い る 耐 久 性 ( ) 年以上 口予 定 耐 久 牲 ( ) 年以

上)

- 可愛性能住宅( ライフスタイルの劉ヒに対応可能な住宅) (口 してし、る 口予定)

・壁面の高気密、高断熱( 口 している 口予定)

- 関口部の高気密、高断熱( 口 している 口予定)

・庇などの形態の工夫による; 令暖房負荷の転成( 口 している 口予定)

ナ晴( 植栽等) を含めた設計施工による熱負荷の抑制等( 口している 口予定)

・屋根や屋上の鮪ヒ( 口 している 口予定)

- 壁面の緑化( 口している 口予定)

・太陽光発電( 口 している 口予定)

- 太陽熱利用温水器( 口 している 口予定)

・パッシブソーラー( 口 している 口予定)

・雨水利用システム( 口している 口予定)

・節水型トイレ( 口 している 口予定)

- 風呂水等の排水利用システム( 口 している 口予定)

- 通風性能、換気の向上など細かな室内気候の調節の向上( 口 している 口予定)

・冷暖房機器の効率向上( 口 している 口予定)

- 給湯システムの効率向上( 口 している 口予定)

・照明の省エネ向上( 口 している 口予定)

- その他(

@加き環境への配慮、をコンセブトにした住宅の価格設定についておうかカ〈います

. 従来の同グレードの住宅と比べて平均単価の販売価格差は

(  ) 千円/ 3.3げ

・従来の同グレードの住宅に比べての工事費の害1)増 率 は ( )  %  

。出羽景境への配慮をコンセプ卜にした住宅のコスト等の効果について

現在商品化している (開発中であれば開発中の) fi _ : 宅に関してお答え下さい。

. ランニングコストの両信威効果

従来の住宅に比べて何蓄IJ のランニングコスト力消1["成できます力、

商 品 化 ( ) 害IJ 開 発 中 ( ) 割

何年でイニシャルコスト・を上回りますか

商 品 化 ( ) 年 開 発 中 ( ) 年

( *イニシャJ レコストとは、地球環境への配J! のために( ! l ! ! I I したコストのみを示す)

- 従来の住宅に比べ C O，の発生霊を何害IJ 商1[ ，凝できます力、

商 品 化 ( )  %  開 発 中 ( )  %  

4 . リ サ イ ク ル 材 の 活 用 に つ い て

現在貴社では、リサイクル材の使用や建築廃材の再利用を行っていますか。

あるいは、研究開発をしていますか

口使用している。→その概要は (

口使用する予定である。→いつから( 西暦

口使用していない。→その理由は(

口研究開発している。→その概要は(

口研究開発する予定である。→いつから( 西暦

口研究開発していない。→その理由は(

年頃から)

年頃から)

5  . 地 球環 境 へ の 配慮 をしたりフォームについて

。省エネなどを向上させるリフォーム業を行っていますか

口行っている。→その概要は(

日開童会社等で行っている。→その概要は(

口行う予定である。→いつから( 西暦

→その概要は(

口行っていない。→その理由は(

年頃から)

@ リフォームによる標準的な経済効果についてお答えください

- ランニングコストの荷Ijj ，威効果

リフオ ム前の住宅に比べ何割のランニングコストが削減できますか。

(  ) 割

何年でリフォームのイニシャルコストを上回りますか。 ( ) 年

・リフォーム前の住宅に比べ C O，の発生霊を何割両院成できますか。 ( )  %  

6. 地 球環 境 へ の 配慮 をコンセプトにした住宅の普及について

今後、地5蒋景境に配慮 した住宅を普及させるためには、どのような条件力引必要

と思われますか。有効だと思われる順番に数字をお書 きください(一部のに入で (，>I! i

h昨です)

) 低利の融資制度の導入

) ランニングコストまで考慮すると筋斉的に有利であることの PR

) 法律( 建築基準法など) での規制や誘導

) 社会全体でのI修求環境を守る気運の高まり

) 税の臨成などの措置( 不動産取得税固定資産税などの減免)

) エネルギ→吏用料( 電気代など) での優遇

) 量産によるコストダウン

) 積極的な商品開発

) その他(

7  . 貴 社として地球環 境 に 対 す る 取 り 組 み な ど 他 に ご ざ い ま し た ら、

ご記入ください
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われわれとしては「地対t環境をコンセプトにした商品が中心とな

る( 以下、「コンセプト商品J)J が最もお勃亙的対応、以下「場合によ

っては、 コストとは関係なく地，: 6 f 廷環境に回目曲、した商品が求められる

( 以下、「場合により、コスト無限H系J)J 、「ランニングコスト削減と

の関係で妥当な商品を中心に求められる( 以下、 「ラ ンニングコスト

削減商品J) ｊ の順に消極的になる文面にして、ｾ択してもらったつも

りである 。結果は、( コンセプ卜商品) が19%、( 場合によってはコ

ストにｾＡＧＮｦ［関係Ｉ ［が ＴＳＥ 、Ｈランニ ング コスト ｾ￭ｬｊ ￌＩｩ友商品Ｉが ＳＳＥ にはっ

きりと分かれた。( 他に、「費用を余分にかけてまでとなると定着しな

いJ 5  %)  

2. ②3['1J 1! ) ; が出てきている

そう思う 思わない

2. ③ コンセプト商品が中心 4  
。

市場の

場合により、コスト無関係 3  6  

動向

ランニングコスト削減商品 2  5  

定着するとは思わない
。

l  

これは当然、現状認識 U 虫い相関がある 。

2. ②気運の設問で、「気運が出てきている J t 回答した企業は、

今後の動向についても積極的な見方をしている 。9 社中 4 社は、「コ

ンセプ卜商品J が中心になるとみている 。 それに対し、「気濯が出て

きていると思わなし、J t 回答した 12社では、「コンセプト商品j が中

心に なるとみるのは O、「場合により、 コスト無関係」が 6社、「ラ ン

ニング コス ト削減商品J 5社と、消極的にみている 。 これらの兄鮮

は親族 t のかかわりは弱〈、大手でも砧極的な見解と、消極的な見

解に割れている 。

おおむねランニングコスト削減につながる商品は受け入れられる

土壌ができており、その向こうにコストに見令わなくても地珍既設境

によいものを受け入れる社会的土擦が見え始めている 。 しかしすぐ

そこに行くのか、用心するのかてヲす応に追いがι同いるというとこ

ろが今の姿といえるのでやはないだろうか。

3. 地球環境への配慮をコンセプトにした住宅

. 86%の企業がコンセプト住宅を商品化へ

0 ["地主将糊への画時、をコンセプトにした住宅を商品化している」

43% ( うち「住宅展示場に展示している J 67%0  ["展示していな し、1

33%) 0  [ "商品化する予定である J 43%0 [ " 商品化する 予定がな し、J 14  

0/  

/ 0。

鉄骨系メ ーカーがf F s j 品開発や住宅展示場への展示で先行している 。

木造、コンクリ ー 卜系は今年から 2000年までに商17す化する 予定の企

業が多〈、先行の分と合わせて ＸＶＥ の企業が ｰ［ｦ￭ ，ｾｾ，化しているか、日
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壁面等高気密

通風性能向上

高耐久性能

パッV ブソーラー

雨水利用システム

節水型トイレ

風呂水等排水利用

冷暖房機器の効率向上

給湯システムの効率向上

照明の省エネルギー向上

図 2 地 球 環 境 配 慮 の た め の 住 宅 装 備 口実施図予定 口なし

程に挙げている 。 これはやはり近年の関心の高まりに、住宅メ ーカ

ーカヲサ処する情勢ヵワ五まったものとみていいだろう 。

@ 装備の内容

・高気密、高断熱が基本。取り組みが分かれる項目も

壁面及び閉口音Jl の高気密、日断熱は、予定も含めると、回答対象

の19/ 20が実施することにして L、る 。まず これ カ 弛 税 制目tへの面白&

の基本 t なってし、る 。

次に通風性能、換気の向上な1 : : '*111かな室内気候の調節の向上も、

予定を含めると 16/ 20 t  高い。

これらは建物本体の性能にかかわるものであり、住宅メ ーカーが

力を入れるのは当然と 言 えば当然である 。実績もある 。壁面及び開

口部の高気密、高断熱のみに 1111答: されたメ ーカー も3 社ほどあった。

市耐久性性能を装備しているのがl 討i 、予定が 4 社、なし( 記jl長

なし) が 4 社である。なし( 記11設なし) のうち 3/ 4は恕u支の小さい

企業である D

耐久期間については、木造で35年のほかは、いすe れの構造も 50年

(50年一 100年)、 60年と数値が上がっており、従来に比べかなり耐

久性が向上してし、る 。

可変性能住宅については実施している 7 社、予定 7 社、なし 6 社

と、対応は害IJ れている 。全般には大手が熱心という傾向はあるが、

例外も見受けられ、各社の方針の違いともいえよう 。

庇などの形態の工夫は、実施している 8社、予定 4社、なし 8毛し

外航。師長など) は、笑施している 6社、予定 8社、なし 6ヰJ:o

屋根や屋上の繰化は、 笑施している 7社、予定 8社、なし 5社。

予定している企業カ f相当ある こと を、 ここ では詞守岡したらよい t 考

える 。

壁面の緑化は実施している l 社、 予定 7社、なし 12社で、屋根や

屋上の緑化に比べ、 意向は弱し、。

以下に、太陽光発電以降を総覧する。その内訳は、 図 2 を見てい

ただきたい。

これ らは設耐系あるいは設:1i/i'iと の関連カ可奈い項目である 。前中lが

高い( よく採用したり、その予定がある) のは、節水型 トイレ、 給

湯システムの効率向上、冷暖房機器の効率向上、 太陽光発電。F . 'Iと|ヨj



.こe 回答 いただいた住宅メーカー21 社 (50汗順、社名の;f-i は1111'1キのに入J也)

赤平建E設2気首悌 」北ti海毎道亦 'F干r'和判ι勺叶d

世側榊イワコン一t山;詰f 山『市1; 一

宇都興産側 一 点 ｊｪｾ ー

大栄住宅捌一名，'i J..li一

大成建設賞対 一 点 ｾｩＨ ー

側ナルックス 一三 II J¥1附 U ，ti ，li一

日成ビルド工業務特ー金沢 市ー

エス・パイ ・エJL掛 川

クボタハウス側一大阪ー

小林住宅産業側一大阪ー

積水ハウス側一大阪ー

大和ハウス工業拶骨一人ー阪一

樹竹 中 工務底 Ｍ Ｊ ｊｪｾ ー

ニッセキハウス工業紛4一点以一

東日本υ 、ウス側東京

東j羊ハウス側一鹿児川I

豊田総建側一東京一

前田建設工業側 Ｍ ＪＩｪ ｾ ー

ミサワホーム側一点以一

ナショ ナル住宅産業側一大阪ー 三井プレ コン 側 点 点

が悪いのは、照明の省エオ、向上、風呂水等の排ァ同リ用システム、雨

ノ同IJ刑システム。中間にパッシブソ ーラ一、 太陽葬同IJJ ' FJ 温水誌がく

るい、う結果になった。

前中lが日ぃ項目は、すでにひととおり商品イヒも済み、普及の段階

にあるものい、う ことカfできる 。 また水道料金、電気代などの節約

に直 ｾ［Ｑｩ するものでもある 。 詞引が悪い項目のうち、風目水 、 同水 ｼ 珂

係は上 水 との Ｑ ｾｪ 閣で切り替えなどカ宅 ｉ ｾ じたり 、 管理するのが煩わし

い、水道料金の節約なども感覚的に一歩わかり に くいなどの来1，切f

あるのであろうか。 これは、 地球五ilJ JZを守る気運がさらにもう一段

刈まって これらの事怖を釆り越えて普及する、すなわちニ対! t { ¥のシ

ステムい、えるのかもしれなし、。! 照明の省エオ、向上に取り組んでい

ない、予定もないのが10社もあるのは立外としか言いようがなし、。

省エオ、向上の余地はもうないい、う ことか( そうではないと思われ

るが) 。あるいは' 冶機メ ーカーに主割程があって、住宅・メ ーカー とし

ては受け身なのかもしれない。

太ド批仲間 ｩ ， ｾｴ ＷＮ ｫ 器も積極さに欠ける印象である 。 ただ太陽光発屯

に取り組む企業が多いのは者目したし、。

8 1也関誌境への菌晩、を コンセプ卜にした住宅の価格設定

地球環境への配慮をした住毛. は、通常 IJ . 割高になると忠われる 。

その平到支をつかむため聞いたと ころ、 9社から回答をいただいた。

従来の同グレー ドの住宅と 比べて平均単価の販売価格差は、 3.3

01' 当たり 3J j 円から 30万円 とかなりのばらつきである 。単純平均は

107:J 1千円。 575円が 3社、 1075から 11万戸lヵワ社で、 このあたり

にいくらかまとまりがみられる 。

工事裂の割増率は 2 %から 50%まで、 これもばらつきが大き L、。

単品，rr .IIZ均は 18%0 10%から 15 %の範凶に 4社があり、 このあたりが

典型であるといえる 。

ｪ 仮ｾＧｉＵ ｻ ｩｬｬ ￮ 格差、工事費の害 ｉｊ ＺｴＨｦ Ｑ 率いずれもはっきりと し た ｦｩ ｬｬ ￮ 絡の上井

を 伴 う こ とをＱＮＺＡ ｾＱ 床 し ており、 ｉ 也 ｂ 同辺境への配慮を コ ン セ プ ト にした

住宅の普及には、 この壁をどうやって越えるかが課題である 。 2.

③今後の市場の動向でも、慎重な |司答の衷には、 このような事情が

あるものと忠われる 。

。地湖沼環境への自己応; を コンセプ卜にした住宅の コスト等の効果

価格は剖高だが、ラン ニ ング コ ストカす ｾ￭ ｬｊ 減て Ｓ るので、割高の分

(イ ニシヤノレ コス ト の 杷 引 を 同JI)( できるい、うの前回明: t : l tへの

閉山止を コンセプ卜にした住宅の算法であるが、それを具体的に附Il 、

てみた。

・ランニングコストの削減努Il: J i l さでは、開発中 も含めて回答11社12件

で、削減 1訓ないし 2剖が 6社( 7iL1二)、 3害113 社、 4剖 1社。なお

8害1]が l 社あり、 これは屯気使月 l: l l l : を、太陽光発電により 8苔11削減

するものである 。 これらの削減量がイ ニシヤノレ コス ト( 地球環境へ

の配慮のために使用した コストのみ) を何年で上回るか、すなわち

何年で元がとれるかについては、 8社 (9件) 回答て 5年から 30

年 t なっている( 単純平均 18年)0 5年が l 社、 10年 3社、 1巨f l

社、 20年 2社、30年 2i4二( 1社) 。

・従来の住宅に比べ CO
2
の発生量制 可割削減できるかの質問に は

回答し に くかったと忠われて、開発中の場合を含めて 6社のみから

回答をいただいた。削減率10% まで 2社、 10%から 20% まで 2社、

30%、70% ( 太陽光発電による 4: 1静リ) 各 l 荷。前提条件の取り方次

第て数値が変わる微妙な質問てあると私たちも認識している。

4. リサイクル材の活用

・71%がリサイクル材を活用など。小規模企業は不活発

リサイクノレ材のイaJ:l=lや主t劉克材の再利用を行って いるのは、 21社

中8社。また 2社が使用する予定であり、うち l社は 1999年頃からと

している。研究開発を行っているのが 6社。研究開発を行う予定が

2担ム 重被回答を差しヲ |くと、 1S 1 土が研究開発予定を含めて取り組

んでいるか、予定にしてし、る 。大手やゼ介、 コン系がよく取り組んで

おり、小親族企業は一昔11を除き不活発で、研究開発 コス トの削減の

声が聞 こえる 。 また独自技術だけでなく 、他社のリ サイクノレ材を使

用する例もある 。

内容をみると、 コンクリ ー 卜系住宅のメ ーカーがコンク リー 卜関

連のテ ーマに取り組む例が多いが、端材、ノ コクズ、屋恨ノサ、ノレの

端材など、住宅産業ならばこその課題も取り組まれている 。

その概要を記す 0

・端材 、 ノコクズを押 し出 し成型し、住宅内装材 に使用 (3社)

・鉄くずのリ サイクノレ、 リサイクノレペーパー使用

- 再生砕石の使用 ( 2 社)

- 型枠、 一再生骨材、 エコ タイノレ

・プラスタ ーボー ド、 J亮屯線の塩ピ等を集め、再製品化

・屋根ノ叶、ノレの端材の再利用

研究開発を行っているとしたのは 6社で、その概要を 3社から記載

L、?こ?ごL 、?こ。

. 再生 コンクリ ー ト

・混合廃葉物等の分別の困難なものの R D F 化の研究

.  PC部材製造工場の残 コンから粗骨材の再利用

5. 地球環境への配慮をしたリフォーム

. 67%がリフォームにも取り組む

地対迂震境問題への対応、は、新築だけでなく 、膨大なストックにお
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いても推し進められなければならなし、。

@ リフォームについては、宅応在行っているのが 4社、関連会社など

でや行っているのが 6 社、行う予定( 子会社設立を含む) が 4社てや、

言十141上に なる 。対応していない企業は準大手から小規挟まで広告( [ て。

ある 。 この中には、 注文ーがあれば行うとする 1社も含んでL、る 。

1現匙在行つている士場是合の概要( 関連会社て

. 断熱改修( 何4社)

- 自然エオ、ノレギ一利用

- 設備機器の熱回収型 ヒー トポンプ京空間システム

. 省エオ、型設備への交換等

- 氷蓄熱の採用等の実施

やはり断熱改修や省エえ、型設備への交換が1:1-
1
心であるが、それ以

外も行われており、注目した し、。行う予定 4 社のうち、そのl割引を

2社が回答し、 1999年、 2000年頃から、としている。また概要につ

いて 1社から下記の記載があった。

- 屋上緑化、関 口音11の高気密化、 屋根 ・パノレコ ニーの高凶間げヒ

@ リフォ ームによる標準的な経済効果

6社から回答があり、リフォ ームにより、ランニングコストが2割

削減 (4社)、 l 割、 3害IJ 各 HJ : て、ある 。作[ 年でリフォ ームのイニシ

ヤノレコス トを上回るかについては、 10年 ( 4 社)、 5年、 28年各 l 社

である 。 Ｒ お ｬｬｾ ｉ ｊ￬ｊｾιＱＰ 年回収 の細み令わせが Ｓ 社あり、典型といえ

ょう 。

C O2
の発生盆削減効果は、 3社から、 5 %、10%、20%の数値が

得られた。

6. 地球環境への配慮をコンセプトにした住宅の普及条件

第 ｬ 位による詞ＧＱ ｾｉￎ

・社会全体での地球環境を守る気運の高まりに高い評価

「社会全体て。の地羽号車境を守る気運の高まり J が 6社、「低利の融

資制度の導入J 3社、「量産によるコストダウンJ 2社。社会全体で

の地E陪器境を守る気運の高まりを推す企業が こんなにも 多いのは、

私たちとしても想像ιuニて、あった。言 い換えると、 この追い風が失

速すると、各社の取り組みはもろく後. . i 1まする恐れが大である 。社会

は絶えず11節目していかねばならないようだ。

得点による前哨日

順番 l を9点、順番 9 を l 点として集計し、各担却原位イτl けの重み

を勘案してみる( 図 3)。

第 11立は、税の軽減等の措置( 不出産取得札固定資産税などの

減免) 。第 2位I . i 低利の融資制度の導入。第 3位 l. i 社会全体での地球

環境を守る気運の高まり 。エオ、ノレギー使用車1. ( 屯気代など) での優
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地球環境配慮住宅普及のための施策

遇が第 6位と脊わなかったのと上じ駁すると、住宅メ ーカー として販

売価格が害l同になり、購入者の負担培l となる分を、どちらかという

とj仮売時点て'il 珪減できるか法を求めているように思われる 。エオ、ノレ

ギー使用料( 屯気代など) は、そもそも低負担の住宅だから、佐辿

する必要性カ滑れ、という考えかもしれない。 ランニングコストまで

考慮すると経済的に有利である ことの P R も第 5 位と、われわれの

予想をだいぶ下回った。 なお、そのfthll 却に 1社「好調な安定した経

済」を挙げている 。

7. 地球環境に対する取り組み

アンケー トの自由記入の項目で、印象に残った ことをキーワー ド

で紹介しよう 。

1990:f 1三から 91年に、環境宣言、独自の「地球環境智章J r地明也襲境

整備推進室J を設置/ r行動計l直u ( 省エえ、ノレギ一、 アロン抑制、自

然エえ、ノレギ一利用、建設副産物の削減 ・リサイクノレ化、熱帯雨中材イ

の使用削減はか) を毎年定め、従業員に周知 ( 知似の記事 3社) / 総

和として効果カ切j待て3 る技術開発/ 庖員及びお客様への環境に対

する意識の向上・啓蒙教育等/ IS014001認証を取得、取得予定、定

着化 (4社)、 I S014000シリ ーズ認証守取得、取得予定( 2社)/ 100

%リサイクノレ住宅、セ、、ロ ・エえ、ノレギー住宅への取り組み

地球環境配慮、の学校としての住生活~まとめに代えて~

住み方が変わりつつあるのだという気がする 。jEえI.f' ごみ分別収

集も、ごみを ，':1'，す側は分別て手聞が増えるほヵ、は何のメリットもな

いの仁、走者してきている 。住宅にあってもいっしょなのかもしれ

ない。それにはものとしての住宅が改善されるだけで、は不十分で、、

入居者が性能を十分生かす住み方をしてはじめて達成されるものだ

という住宅特有の事|背もある 。 ごみ分別と同様に、住まい手の 日常

の努力が必要 t なろう 。単に住宅購入時だけでなく 。ただこれから

の前進は革新的なものではなく、小さな改善であり、その積み重ね

の七に目に見える有意の改善が達成されるとみたほうがよさそうだ。

そして住まい手として配慮する姿勢は、社会人、企業人等として

の姿勢にも通じ、そ こにこの気速をi支部なものにしない強きが組付

くものと期{ 寺てきょう 。

ｉ 也羽辺環境に面白配した住宅 ｾＱｍＺ 合する記、向は、企業加美によるその

階層差が気になる 。 また、近年のｾ￙ｊ｛カ帯断売するのが条件い、う戸

が強し、。 そこにはもろさが感じられる 。広範に良貨が悪貨を駆逐す

るには、確固たるf l ; IJ 度的な支援カf いるのではないか。

( 文民 ・入江田吉仁/ 田中龍一)



わが家の改築騒動記

池 内

いつも時空の彼方の宇宙のことを考えているせいて' もないだろう

が、ふと気がつくと、宇宙から地球を客観的に見る癖が身にやlーし、て

いた。二It の飽食と南の旬凶I、人為的に引かれた国与揃i、そして過酷

に痛めつけられている自然球境。すべて人間の歴史がっくり出して

きた負の泣産なのだが、今、私たちが主たる加害者となり、私たち

の子孫が被害者となる ことカ苛在実な自然環境問題に対して、私たち

はいったい何ができるのだろうかと暗然と思う 。結局、大量生産 ・

大量消費 ・大量; 廃棄いづ私たちの生活杭造を変えない限り、{ 背金

が増え続けていくことは必定である 。

少しはつつましい生活をしようとこまめに電気のスイッチを切り、

古紙や鉄製品はリサイクノレに回し、家具も洋服も不必要にｾわない

ようにしてし、る 。 とはいえ、常に電流が流れている屯気製品が増え、

コピー機やワープロは揃えておきたいと思うか ら、やはり エオ、ノレギ

ー消費誌は増えていっている 。思いと笑際の事lai lt、そんなジレンマ

を日々 J25じている中で、わが家の改築騒動が勃発した。

Ｖｾｍ＠ にj臥 し た わ が 家 は 、 石 油 シ ョ げ が 起 こった

年剛 山 鉾 に 新 築 さ れ た 中 古 住宅て、壁の亀 裂 や 州立

のひびなどが目に付き、カ、、タが来始めているようだが、手入れさえ

すればまだ10年は保つ こと は確実てゃある 。だから、すぐに改築など

と考えてもいなかったのだが、某誌に「太陽光発屯に切り替える予

定である J と書いた こともあり、実際にそれを実行しようとする段

になって全面改築するかどうかで夫婦口論が持ち上カ f ったのだ。

私たち夫婦はどちらも大学の教員て｜やたらに書 ＪＱｾ ｻｦ偏愛すると

ころがあ っ て 割 れ 刊 秩 しと積み上カ f って c' 1.> 。 さらに太陽光ノサ、

ノレと iR水器を屋捜の上に載せると、やがて土台はそれ らの重立に耐

えられなくなるだろう。そもそも、そんな住民を想定して設計され

た建売住宅でなヵ、ったのだから。10年保たすにしても相当しっかり

した補強工事をしなければならないとは、お向かいの大工さんの診

断て、、あった。 それならば、 この際思い切ってしっかりした家に合前

改築しようい、うのが連れ合いの意見で、まだ保つ建物を壊して新

築するのは エオ、ノレギー の ｾ Ｑ ＱＡ，ｾｦ，［ｫ 使いてゃあるという のが私の ＷＲ ［ 見であ っ

た 。 何でも使い捨てる厄ｬＮ ｪｾＡＩｊ や、まだ使えるのに新品に買い替えさせ

ようとする企業の姿勢に強〈反発していたのだ。

しかし、私は10年後に停年を迎え、体も相当弱っているだろう 。

円本の経済がE うなって いるかわヵ、 らな いし、下手すると超インフ

レてや貯金は紙切れになっているかもしれなし、。 それに、 もし兵庫県

南部地震クラスの地震が来れば、 この家はひとたまりもなく出れる

だろう 。 ならば、まだ何とかロ ーンが借りられ、仮住まいの生活に

耐え られる体力がある今、環境共生型の家に全面改築しておくのは

長い目で見て省エオ、ノレギーになるかもしれない。 そんなふうに考え

了

直して、建築土さんと設計の相談を始める こ とになった。

ー ｾｮ 目、 ＱＱ ノサ、ノレの問題開lべてみた。すほま fご発展逸仁の

i 、|号7. i 7じ 技術だか ら、 エネルギー変換効率は低 L、し、品質

保守山ひｊｬ ｬｾｊ も短 ｌ 、 。 電気代の元を取るまでには、 ｴ 最低 ＲＰ 年は必要であ

る。 もっと大事な点は、太陽光ノ叶、ノレを製造するのに使ったエオ、ノレ

ギ- J;l l が取り出せねば木当の省エオ、ノレギーにならないことだ。工

学部の友人に尋ねる1 : ，、E PT (但En問1児er屯gy Pay一back T引i m冗叫eθ) 1/パf叶オ、

/ ルレを作るのに要したエオ、/ルレギ一をを?自分て

いう相見念カがf あつて、シリコンの単結品なら 7.5年、多結晶なら 2.5

年、アモノレフォスなら 1. 4壬F とし、う報告があると教えてくれた。はば

寿命L:J:. 20年と推定されている ので、意外に短いと感じた。 また、現

在は集積回路月! の単結品製造の別待外品として針: 占品の製品が作ら

れているので、多結品タイプの E PT は2.5年以下と考えても良さ

そうである 。 そうであるなら、周辺機器の製造にかかるエオ、ノレギー

を含めても、太陽光発電は環境に優しい技術と確かに言 える 。 これ

てい一安心だ。 その上、パオ、ノレを屋捜に取り付けることにより太陽光

が反射されるので夏は涼しいし、まず第一 にFI常的にエえ、ノレギ一節

約の姿勢力主身に付< ! : . いう利点があるという 。太陽光発電でエえ、ノレ

ギー問題が解決されるとは忠わないが( シリコンの製造量が足りな

ｌ 、Ｉ、 学 校や地域の集会所のような広い屋般に国のＡｦ［ｾ用てやノサ 、 ノレを設

置すれば、環境教育にとっても重要ではないかと思っている 。

T aI J l . 立- ++- J . . + ーのためのさまざまな工夫がある 。太陽熱i船 同引ま

ｚ 東主見ナセコ二 言 うにおよばず、雨水や風呂Ｗ｝Ｇ＼をトイレなど ｾ ｉ ヨ水

道に利用したり、井戸を掘って上水道のみに頼らないシステムにす

ること、夏の風通しを考慮して欄111' を復活させる こ と、逆に冬の断

熱のために建材壁でなく土壁とする こ となど、いろいろと考えるこ

とがあった。 さらに、老人二人の家となるのだから、階段の| 隔やス

ロープそして踊り場の設置、段差のない敷居、 ドアでなく引き戸か

襖に、寝室と トイレと風呂場の位置関係、拒AII:サービス車が検付け

できるスペースなど、老人に優しい家として考えるべきことがたく

さんあった。老人ホームて1肋いている娘の思いがけないアドノ f イス

も、大いに参考になった。やはり、家の設計には現場の知恵、を生か

すのが犬切だと感じた こ とだった。むろん、泊まり続ける書籍を収

容する書庫の問題があり、書庫の位置と基礎のコンクリ ー卜 ・ブロ

ックの位置を一致させ、また半地下の部屋を設置して建物の重量を

補強する役も果たす こ とにした。

たった、 3伊平の土地しかないのに、これだけのものを織り込もう

というのだから、建築士さんは苦労されたと 思う 。施主 は三分、あ

とは大工さんの丁寧な仕事を期待している 。完成は 8 月末の予定。

(L 、けうち さとる 名 IliJ3l 大乍教授、耳11こt lW土)
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素材の命を最後まで活かすために

栗 山 裕 子

建築廃材とリサイクル

1"1本人は毎 11 1  kgの生活廃棄物を IJ' ，すい、われている 。 その処分

のための年nr J 行政予算は 2兆6269億円( 1994年度) 。産業廃棄物の誌

は何とその Ｘ 倍もの数字になるＨ総排 ｉｉ ｾ ，品約 Ｔ 億トンＩ 。 その最も大

きな排出分野が建設関連である。また地羽附.li U暖化の大きな要因であ

る ｃ Ｐ Ｒ ＱＴＱＺ Ｑｊ 凶 ｉ の ＳＵＥ が、これも企ｾ設関連てＢ ，1 ; められているい、う 。

地球を汚染し若松して E、〈負荷を解消する、明維な解決法もない

ままにものは生産され、消費されつづけている 。建 築 い づ 立 場 で

つくり続ける私たちも官1Iる" ことばかりに気を向けてはし、ないだ

ろうか。主主て上け、る こ t にのみエオ、ノレギーをj主いてはし、ないだろう

か。自分たちが生み出した建築物の ＵＰ 年後、 ＱＰＰｩｾ 三 後を想い、そのｼ時

代の人たちへの負荷ぞ考えてものづくりをしているだろうか。今、

除却される住宅の寿命は木造てや2恒 久 非 木 造 で21年である。耐月1年

数を 10年延ばすだけで、建築廃材祉は 3削減になるい、う 。100年住

まいつづけるための住宅づくりや、メンテナンスがし、かに重要なこ

とであるかは明白である 。私たちは今、より盟かに快適な環境で文

化的な生活を送るために、次の世代を育んでいくために、建物を建

てているのではないだろうか。少なく t も今建築している建物が、

次の世代の4地肢を損ない、地球環境を汚染し、かかわりある人たち

の将来に負担をかけるものであってはならないと考える。

私たちの体は有概物でできている 。 同じく有機物てＢＭＨｾた、生産

可能なエコマテリアノレとしての木材は、育ってきた年月 ｾλ ｪ 二 に ＱＰＰ

年、 200年と建築材てありつづける 。何大のオ寸4により、骨組ぞしっ

かり組み上げられた在来事11胤口: 法は、 n7 . j 又の風土に令った、メンテ

ナンスしやすい工法である。 そういった材は、 一つの建築物 t して

の寿命を終えたあとも、単一部材として再度イ却 1I に耐え得る 。 C O
2

をそ こにとどめたままに。

寸の在、たちにできる ことは、

・今持てるものをナ、犬切に使ってし、〈

a.... ;_ 

築 100年近〈経た住宅を再生。また100年住まい続けることを

願って
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- 生産に閲しては、消費の| 僚の負荷の少ない材料をHれ、る

・廃棄物の有効なリサイクノレ

といったヰE柄であるが、どの要素も満足でない現状にある 。

今、古材パンクの会は

“ 古い家屋に住んでいるが、 Mとか快適に暮らしたい" “ 古い民家

や11町町H町町lり汀T家を再生して商完をしたい、または住まいたし、" “ 古材を再手'I 刑

して新築したい" “ 内然素材を犬切にした住まいづくりがした L、"と

いった人たちが、少しずつ確実に明えている 。

「古材-/ ，，" ンクの会J (会長 ，，k)1刈リJ ) はそんなH寺代の要求と、建築

に携わっている者の木造への恕いを一つにすると ころに存在する 0

・様々な理由から廃棄されんとする良質の建築物の持ち主と、それ

を利用したい立場の人との、情報をえ、ットワ ークする こ と

・ 手主主や干Ｎ，ｾオの不 ＧＱ ｭ に干 ｉ ｾ う知識や技術を、先人や建物に学び、実際

の場をもってその意義のfut 及活動を行う こ と

・一つひとつの素材の命を十分に市かしていく生き方、 くらし方を

提案する人の輪を広げていくこと

発足から 4年目、会員も 2001 ' ，をこえ、円本各地にその輪は広がり

つつある 。年 11百|、各地てli' う研究集会では、その土地、風土に生

きてきた建物や、住まいつづけるための再生や南'lJ' fl についての報

告がなされる 。生産から| 如、Il されるまでのづ車の長い 11寺11¥j を兄据え

た建物のあり方を再認識すると 同 時に、何の手立てもなくｾ Ａ Ａ汐主に壊

されてし、〈良質の建築物のいかに多いかをも痛いだい、で休l験する 。

古材パンクの会では、近い将来、“ もっともっとリサイクノレ" のた

めのシステムを充実し、提供される控物や素材を少しでも多くの利

川者に手渡ししていけるようにしたいと ころであるが、それιU二に、

行政 ｦｬｾ｝ にも恨ホ的なリサイクノレシステムの構築が阜ｬｕ｝に実現される

こt を望んでやまなし、。

参考ト資料 );i; r，rl新IJ¥I rなるほどなっとくリサイクノレj

( ( りやま ひろこ 占材パンクの会悦務 }"j 長)

天井裏の梁や柱一一再生されたタ'イニングルームの上部で蘇る



キリンビール廃棄物ゼロへの取り組み

i 鼻 宏 一

1998年 1f 1、「全15ヒずーノレ工場て、再資源化率100%( s [ 女物ゼ‘ ロ )J

を達成するまでには多くの需品組があ った。「徹底した分別収集 L 資

源として活用していただく信頼できるノ f ー 卜ナー との、オ、 ッ トワ ー

クづくり J、 これをいかに行うかが重要と考える 。

廃棄物ゼ口ヘ向けてのキーワードと行動

. 1994年、ビール業界て初めて枇浜J :場など 4工場で100%を達成

・1998年 1月、 ビーノレ業界で初めて全15ヒずーノレ工場で100%を達成

写斑「全工場てか、廃剰勿ゼロ J 制! 摘してし、るのは、「環境マオ、ジ

メントシステムJ 仁よる社員の意識の向上と全員参加の行動である

が、 このようになるまでのキーワ ー ドは、 [分別収集の官i X J 底] [ 時HIJ を

かける J [ 環境マオ、ジメントシステムを構築する J [ 徹底した目標管理

をする ] [人が育つ] [設備を整備する ] [技術開発、 m途 ・研究開発

を干民主量的に進める J [ 用途のオ、ットッワ ークをつくる ] [ IJ 棋にげIJカB っ

て全員参加の行動] である 。

(1)  26年前の1973年、同IJ 産 ・廃棄物処理委員会J て冴別収集 ・廃棄

物減立の基礎をつくる 。1983年丙資源化率は73%であった。 今 [分

別収集の徹底: 混ぜf ればゴミ、分ければ宝の考え方を導入] [ 1也道な

活動、 H寺1mをかける ]

(2)  4年前の1993年、科事業所にち4在の IS014001に準拠した )1ヲで

「環境マオ、ジメン トシステム」を緋築 ・導入。 → [ システムをつく

る、 人が育つ] r目標管理の勧底J

[ 副産 ・廃棄物 ) [ 再資源化製品 )

(3) 全ヒcーノレ工場で刊資iJ J; lイヒを可能とする設備の導入 ・改善 ・補完が

進む。今 [設備を整備する ] [ユーザーの要請にあった物性へ]

(4) 技術開発、 m途 ・研究開発、ぇ、ットワ ーク( 加工先、平IJ 川先の開

拓) づくりが進む。今例) 軽量; リタ ーナフツレびん、軽量204缶、キノ

コの栄養源、酵母のJ IJ 途 ・研究開発( 食品、医薬品) 、飼料、 肥料、

熱回収、 セメン卜、瓦、 lこ壌改良材、菌体肥糾、再生紙、はか

(5)  Ｑ ＹＹＴ 年 、 枇ￌＺＡ ｾｉ Ｚ 切など Ｔ 工場が年間の再資源 化 率 Ｑ ＰＰＥ を迷成 。

オフ ィスの古紙回収 社員による環境美化活動

(6) 1995年は 7工場で、 1996年は 8工場て二年間の再資源化率 100%

を達成。

(7)  199併1' -10月キリンヒポーノレ環境委員会にて、 2000年日棋を全 ビー

ノレ工場再資源化率100%とすることに決定。 → [経常 トップのな|旬]

(8)  1997年 3月、北陸工場で、食品業界て初めて IS0l 4001の認証を

取得 。 当社全社員の分 別 収集 ・ 廃棄秒五日比量のｾ ｾ 識は極めて ｾＧＺ ｪ < 、当

然の ことt して、新実な行動へ結びつ いている。→ [ 口棋に向かつ

て全員参加]

キリンビール北陸工場
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15014001の登録証

(9)  1997年は北陸工場、- 1 ' ，内屋工場、神戸工場が加わり、 111場で100

% を達成。

(10) 1997年12月、全15ヒずーノレ工場平均て残っていた、 0，8 %相当分保t

プラ、が丘 ｰ 灰、ｾ五 ・ 光灯、Ｇ［ｇＺ￬ 也 等Ｉの信頼てふるリサイクノレ先を確保 。

(11)  1998年 1月、 ヒずーノレ業界てや初めて、全15ビーノレ」二場てやの再資源化

率100%を達成。

(12) 再資源化率100%である横浜工場の例埋め立てのあった時期

t 比べ、毎年約5000万円のコスト削減。

(くさはな ひろかず キリ ンビール株式会社社会環境問l部長代F[ )
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自然生態系に組み込まれた街づくりへ

池 谷 奉 文

自然生態系は人類の最も重要な財産

戦後、私たちの身の回りには、さまざまなモノが登場している。

しかしこれらの製品を生み出した技術や考え方は、今の自分たちの

世代、あるいはせいぜい次の世代を物質的に豊かにする ことしか念

頭にお いていなし、。 このためモノ の大立生産 ・大量消費 ・大量廃棄

の各段階ていゴミの問題がついてまわるようにな った。 にもヵ、ヵ、わら

ず「自然は'1哀が深いのでの何とかしてくれるだろう J I そのうち新しい

技術によって併決されるだろう j などと、問題解決を先送りにして

きたのである 。

今日、 これらの問題は、現代社会をゆるがす大きな社会問題や国

際的問題となっていった。例え li、地球i J"tl 暖化の一因 t 言われる 二酸

化炭素、オソごン層破段の一因であるアロンpゲス、大気汚染や酸性雨

の原因物質ーなどすべては、大量生産 ・大北消費 ・大 邸 撲 の い ず れ

かの段階で、私たちがし、らないものとして捨ててきた「ゴミ」なの

である 。私たちが生活の中てや出している、いわゆるゴミも、処分場

の石制呆がままならない、処分方法によ ってはダイオキシン問題や汚

水漏れによる土壌と水の汚染問題を生み出すなど、問題IJ : 山和して

いるのである 。

今 日の社会は目先の経済をあまりにも優先させすぎてきた。大立

に自然を破壊することで、大量生産 ・大立消費 ・大量廃棄のシステ

ムを築き、その結果、さらに大量自ず刻'il J i 域を生み出す、 というサイ

クノレを繰り返す ことで成り 立ってし、る 。大註自叙切皮壊により、多く

の野生生物カ苛色滅し、石油をはじめとした地下資源の村司易が迫って

いる 。 ところが私たち人間も、地上の動物の一種として自然生態系

に組み込まれた存在であり、自然がなくては生存する ことはできな

い。つまり、私たちの社会とは、生存基撚である自然を壊す ことで

成り立っており、このままではやがては崩壊に至ることがわかる 。

建築の分野についても同様のことカ泡きている 。一散住宅の平均

使用年数は約26年と、説スピー ドで建てたり、壊したりしている 。

つまり膨大な建築資材が投入され、膨大な廃葉物を生み出し、 これ

が産業廃葉物のヵ、なりの音11分を占めてし、るのである 。 したカすって、

短期間て消費されてしまう住宅ではなく、 100年や200年は耐え ら

れ、何世代かが拠続して利用できる住宅・が、 21世妃 には求められる

であろう 。

また、住宅は生活の場としてもっとも長11寺間利用される建築物の

ひとつである 。 このため建築物の形態は、 人のからだや心に何 らか

の民主唱! を及ぼしている 。悪い例には 1:1' 高層住宅が挙げられる 。上の

階にすむ住人 !J!:" I出不精」となる傾向があるようだ。子 E もは外

に出ないため運動不足となり、肺機能カ河止下するケースもあると指

42 建築 と社会 ・1998. 6

摘されている。 また友達と桜する機会も当然、減ってしまう 。機密

性が高〈、冷i暖房が行き届いた こと もあだとなり、子供の自律キrl l経

の発達を鈍らせ、低f料昆の症状が出たりしてし、る 。子 E もだけでやは

なく大人にとっても悪早津川生じており、妊婦のj和藍 ・死産の昨率

が布くなるい、う 。

子どもや妊婦が本当に快迎に暮らせる住宅とは何か。次の|止代、

さらに将来の世代までそ考える人II¥J優先の住宅とは何かを、其食IJ に

考えるときは、もう来ている 。

日本の、 15階以上の超高層

住宅例。 こうした住宅の高

層階に住む子どもは友達が

少 な し 母 親 も 子 ど も の 外

遊びに対する関心が低いと

いうアンケート結果が出て

いる (rCOREJ 術品手 f:宇田「先j昨

発行)

持続可能な社会に建築がはたす役割

私たちは、私たちの前の世代から受け継いだ良好な自勿泊三態系( 生

存基盤) を、同じ状態てい、将来世代ヘヲ |き 渡す責任がある 。しかし現

状では、渡そう t しているのは、生物資源 ・地下資源の村首易や廃棄

物の大量1 M葉い、った負の追産である 。 これでは将来| 止代の豊かな

生活ど ころか生存の可能性さえ狭めてしまう 。

こうした社会のあり方を反約し、提唱されたのが 「持続可能な社

会」である 。 これは 「持続可能な開発」ではなく、 「持続可能な自然

生態系に基づいた社会J を折す。一言て言 えば、私たちの生存基盤

である自然生態系を、いつの|時代の人間も同じように利用て》る社

会の ことである 。

持続可能な社会を目指して、私たちは これまでの自然資源消費型

の社会を、自然生態系の締結性を考えた社会に転換していく 必要が

ある 。私たちの世代でなすべきこ t は、大量自術政壊、大量生産、

大量消費、大量廃棄のサイクノレから湾問 IJ した「質素な生活J をする

ことである。モノはなるべく買わ なし、。買うならリユース、リサイ

クノレ( リサイクノレはモ ノを廃棄するまでの時聞を後ろにずらすだけ



なので、リユースの方が望まい、) できる モノにする。もう今のそ

ノのあふれた生活は持続しないことを認識しなくてはならなし、。石

油の可採年数は現在のペースてやれ守強した場合にはあと 42年と 言わ

れ、多少の誤差はあるだろうが、 100年以内には石油をはじめとした

エオ、ノレギーがふんだんに使える時代ではなくなるのである 。

方 、 住宅 、 ｾ￭ｍ 宇くりはどうすべきか 。

これから建てる建物は、 エネルギーをあまり使わなくても 利用て、

きるものとし、将来世代に残していく ことが必要だろう。集令住宅

ではエ レベーターがなくとも生活できる高さにしたり、 一戸建てで

は半地下式や糊比によって錦司コストを低減して L、〈、などが考え

られる。

往子づくりでは、すでに齢択諸国カ f取り組んでいるように、路面' 4 . 1 ;

車などの公共交通機関を整備して、輸送効率を高める t ともに、向

転車や徒歩での移動をしやすくしていきたい。

さらに、自然と調和した桂子づくりとし、う ことで、建物の存在肉体

が生態系のrl' に違和感なく組み込まれ、 生き 物 H 足佐て3 ることを

前提につくられる こt が望まれる 。具体的には、 ヒツレの高さは位同て

の高さを超えない ＴＭＵ 階建て平ＧＳｙ Ｎ支までとして、街全体カ午 ｉ ｲｾ に包

ドイツの住宅例。周辺地域全体の環境計画を参考に建築されている。地面だけ

でなく壁面、屋根等も、可能な限り生態系に配慮している

・自然生態系を残すには

ILI1'.-o/ 主態系は大きく分けて、上、ノド、人タL 太陽エネルギー、そして多くの生物

という 5 つの要よから成り立っている。 ，'，でも生物は、生1剖 'i ( M!抄9) →il' 山花

Ｈｩｬｬｊ ｊｉ 物Ｉ→ ｉｾＺｊ 次消費者→分解才 ｩ ーという ｭｕ Ｇｌで、食う ・ 食われるの関係Ｈ食物辿 ｪＩＧｏ

を持っている。こうしたとI=: 物のつながりを支えているのは、 七、 ノ ド 、大 ｩｩｌ 太 ｾ�［

エネルギー の Ｔ つのｾ素であ り、 どれが欠けてもと ｼ 三 物は生き る こと はできな い 。

したが って ＨｬＱＧＡ，� ｊ ］Ｚ 態系を ｩｾ￬ Ｎ￭ｑす るには、 Ｈ Ｑ 然のある 一 部分Ｈある特定のｩｬｬｊ ｊ 刷 物騒

など) を{ 為政するのではなく、 l' lf.iゲ I=. 態系のシステム子げ本を{呆泌する必要があ る。

そのためには、生態系の12かさを文えるよJ也をまず附ヨ呆しなくてはならない。ま

た質の仙いI' I?:犯1:: 態系を伐すには、向次消費者四がすめるよう、なるべく !よ く、) L

<  ( 同じl耐1'['の三角やflqfll に比べ外からの干渉が少なくなるため) かたま りで伐

し、生物が移動できるよう、かたまりを品対立などでつなぐことが屯2 ! ! ・となる。

まれるようにすれば、樹オ本I也にすむさまざまな生き物たち 、iJ主り烏

も訪れるに違いない。地而も極力、その地域の野草を生やし、生物

の生息 地 として保 全 する こ とで、大気や水の浄 化、 Ｊ ｾ ｊ 百 Ｑ 誌の羽生が

図れるてあろう 。 尾上や壁而を、外来種や園芸品種てやはなく、その

地域の植物で被うのも有効な手段のひとつである 。 自然に包 まれた

空間は私たちにも j聞いとやすらぎを与え ると同H寺に、自然カ対呼来世

代に伝えていくべき犬切な資源である こt を多くの人カf理解する だ

ろう 。

ドイツでは、「自然をかたまりとして保全し、それをつなぐJ とい

うピオト ープオ、ッ卜ワ ーク計画を進めており、各所の |当然の連続性

を持たせるとともに、者11市域への自然の再導入を図っている 。E U

でも エコロ ジカノレオ、 ットワ ーク計画と いう同様の試みが、ヨーロ ツ

ノf 全域にわた って行われつつある。

持続可能な社会を これから構築して い くためには、 自然生態系を、

すでlこあるものはi長治 し、壊されてしまったものは制作して し、かな

くてはならない。 こうした保全 . :f I i J 作のイ蛇担う住宅か体行く

りを、今後の建築に期待したい。

(L 、けや iょうぶん 財団法人 日本生態系協会会長)

高次消費者

(動物たち)

; 闘賞者

(動物たち)

生産者

( 値物)
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車の乗り入れ制限~鎌倉市の試み~

青 山 茂 雄
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交通は都市の繁栄にかかわる重要な機能である 。道路

貨物愉送の発展と自動車の大衆化の結果、氾ti監する自動車は! 騒音、

振動、大気汚染などの公害だけでなく、交通渋滞による関連産業の

生産性低下や、様々な ｾｉ ヲで市民生活への支障などの社会的損失をも

はじめに

たらしている 。

対策としての進路網整備、駐車場などのインフラ主主備は、都市周

辺てやは土地利用の限界や財政司司背等により忠則的改善は困難である 。

そこで''/IJ t クノレマ社会の方向を探る中て渚11市機能を再生させる ことが、

ライフクオリティのある者11市生活を導き出す道てあると考えられる 。

以下に、人口 16万 7千余の古都としての鎌倉における行政 t 住民

施 策 の 構 造図 1

の1必{ 肋によった試みと、海外の先進事例を紹介する 。

の構造J を図 1 に示す。

外周部からの車乗り入れ抑制( ロードプライシング)

地区交通計画家では、顎佐の鎌倉地域の道路ストックを活用する

(3)  
鎌倉市における突通実験

(1)  交通問題の背景一一中世の形態を踏襲 した道路形態

中てや快適な歩行関与Zと居住環境を再生するい、う ことを目標として、12世紀、 i原旗判の武家: 政権が鎌倉に成立した背紫のひ とつである

現t t E の交通容量に見合うまでに自動車交通立を存11I lilJ するもしくは公地理的条件は、南方の海を除〈 三方を急傾斜の山地て守囲まれている

共交通に転換させていくことをいかに実現するかが、キーポイン卜

となった。提言 によると、鎌倉地域ではロ ー ドプライシング ( Road

Pricing) を基本とし、

り組みを進めていくことが提案された。

その他のT D M施策との組み合わせにより取

ことであり、流通路が 7 つの切り通しに限られ、天然の要塞そのま

まのまちは鎌倉城と l呼ばれた。城砦者11市に由来する鎌倉地域の道路

骨格は、南北延長 2kml i  /: : ' の鵠Jゲ岡八幡宮への参道である若宮大路

を基市111 とした中世の道路構造をほほ瀦襲して" J.， 。

ロードプライシンクーは、一般的には「混雑する道路を運転する場

そのt街 IJ の代{ 貨を払うべきである j い、う i昆細見の概念に

鎖[ 喰市の観光客は年間およそ 20007]' 人に達し、休日には生活道路

まで溢れるクルマは、地域の市民生活や事業活動を損なっている 。 合には、

より非常に混雑する路線て? 料金を徴収するシステムてあり、ピーク

H寺の交通量 を平準化させる効果がある 。世界ではシンガポーノレ、オ

スロなどで実例があるが、わが国では例がなく、 一先生部各てやは「道

路現在料開放の原J ! I j J がある こと から、実現には関係法令の改正が必

(2) 市民参加による地区交通計画に関する提言

鎌倉市では、交通の専門家を交えて改善方? 去を探ってきた。古都

保存法、文化財保護法など保全の網がかかり、歴史的環境保全など

の理由により、鎌倉地域てやは怨 倒的道路整備は困難て、あることから、

要 t なる。交通量そのものをいかに抑えていくかというソフト面での対策ヵヲ忍

識された。

平成 7年 7 月に、市民と事業者、 学識経時儲賭d 、関係行政機関ててで、守、

成される「鉱行喰倉I地也域交通青計| 画研究会」カがf 発足し、地域の実情を踏まえ

交通需要管理 ( TDM: Transport at ion Demand Management )  

手法ぞ基本として精力的な研究目前i識を続けた結果、翌年 5 月に「鎌

倉地域の地区交通計画に関する提言J が鎌倉市長に提出された。

T D Mは道路交通需要を規*11' 誘導する点に若目しての管理手法

として、研究され府政胞策に応用されてきたものである 。本研究会

が実施したアンケー卜 に基づく市民意識調査回答では、休日混雑の

解決方針 t して 「歩行環境整備J i道路整備 t 交通の円滑イrJ i公共

交通の充実J ['車の釆り入れ制限J について、 過半数の市民が支持し

鎌倉地域地区 交通計画図 2

ている 。

地区交通計画案づくりのための基本的考えとして示された 「施策

建 築 と 社 会 圃1998 ，644 



鎌倉地域への導入においては、城砦都市の切り通しを主 t した外

周部に 9カF府呈度のゲー 卜を設ける ことて、、対応、可能 t 考えられるが、

市民等のコンセンサスを得ること、対象についての公平性確保、料

金の徴収方法など多くの検討議ぜ壇がある( 図 2 )。

(4) パークアンドレールライドの実験

鎌倉市ては、平成 8年 11月23R (土、祝日 )、 24日( 円) の 2 EI  

|問、ノ f ークアンドレーノレライド (Par k and Rai l - ride) の社会実験

を実施した。 これは、鎌倉の海岸に沿った国道134号線の藤沢方而

から観光目的で流入する 一般自動車を対象にして、混雑する地J或の

外側にある七里ヶ浜付近の駐車場 (433台) に駐車し、江ノ島屯鉄に

釆り換えてもらうものである。 その目的は、

①自家用車から公共交通機関へ釆り換える可能性の』鮪E

G港 礎 データ収集

③人々への周知により社会tl{J 機運を高めること

などである 。実験結果等詳細は害|医するが、 97%の人が良かったと

答えている ことから、目的はほぼ達成されたと考えられる。アンケ

ー卜 結果などから今後の献血として、釆り換えの便利きや移動の自

由l立がT5い公共交通システムの導入、快適な歩行者空II I- Jの確保など、

まちの魅力を高める ことの必要性がTI儲忠された。 さらには、今後の

実施には駐車場のF(d末、料金設定などの検討が必要となる 。

(5) 公共交通乗り継ぎ実験の計画

平成10年 5 月23日か ら6 )=J  7  R までの 16日間、 ] R J;k: n本と 小EI3

急電鉄、江ノ島屯鉄、商工業者、タクシー会社などの協力そ符て公

共交通釆り継ぎの笑験が予定されている( 図 3)。実験1. : 1: 東京、横浜

方面からの来訪者を対象として、公共交通の乗り継ぎをG邸主させる

ことにより、自動車から公共交通へと手段の転換を促進しようとす

るものである 。実験結果に基づき、 i tl
J

，発地の自動車から公共交通へ

巨歪雪

江ノ i ¥S. / ( ス

通周2 日間 fl ' S 

まで有剣

兄l f[ ]

おとな￥400

駅舟行 ( こども平田)

. U. ぃ直しIJ でさま uん

図 3 鎌 倉フリ一環 境手形

ーｾ ム ﾭ
この手形を ll J t 包く疋さい

・パ:J. 7' J - ( 3伺肉 .・2舗リ自由

u 念. ，シ . .の渇3院の"

ｾη 倉

｛ｭ ｴＧ［掃 Ｑ ＱＭＭｾ 健弘 ｾ 111200円、

1注 統 制; l 't' ..，関門j

・ωX ..， H" どH刊 Hλ nl l 割引

・¥. HU! l . I 網ヲーピ>Xl i

の手段の転換の可能性J を検証する予定であ る。

来訪者出発点の ] R等谷駅窓口では、既存のフリ ーキ ップと組み

合わせて 「鎌倉フリ 一環境手形j もしくはその引換券を販売する 。

この実験「手形J により北鎌倉、鎌倉、長谷駅の区聞をililh とした鎌

倉地域内の公共交通( 屯111、パス) を おとな一人400円で 2 日II ¥J 自由

に釆り継ぐ ことができる 。

環境手形を引き換え、または購入した時点でアンケー卜川紙を配

付し「将来、公共交通の円消走行( 定l断1¥1]) が保証される t した場

合の自動車から公共交通への転換の可能性についてJ など の意識調

査を行う。また商工業者、寺社等との連携では、環境手形を提示し

た場合の料金割引なども実施する予定である 。

欧州の取り組み事例

. ドイツ・フライブルク市の環境施策

フライフツレク市1. : 1 : ドイツ南西にあり、ライン川 を隔てフランスア

ルザス地方に接し、スイス ・パーゼ、ノレ市の北42kmに位置する 。住民

は文化と伝統を誇り、総じて保守的でや、歴史的に自治芯; 識も強〈、

研究者、音楽家、芸Wr家など知識用が多い。市議会4録制川、第一

党のキリスト教民主党の占める 1: 3f ，羽市に、第二党のA令90/ 紘の党

が Ｑ Ｒｩｬず ｍｾ て迫り、 ｾ ｉ Ｂ Ｇ ， ［ ［ ｦ［ に環境立識が高い 。 ｉ 也か疑誌境 定 ｊ ｕｊ 券 等の交通

政策の成ー果並びに数々の尉境政策の成功により、 1992年の ドイツに

おける 「環境首都」表1訟を受けてし 、る。

. 車の乗り入れ禁止と都市の繁栄

フライフツレク市の都市の [1-'心は、インナー シュタットと呼ばれ、

大聖堂、市役所、大学 t 周辺の商業地区からなり、長径700m、短径

60∞Om Iはt どの椅円) 形i杉ヲの I刊|

堂 t その下の育青占空市; 場域場J、 目抜き通りには年聞を通じて観光客カf絶え

ず、ストリ ー卜 音楽家訓l宛前を披露するな E 、こ の中心街区は非常

に求心力があり、魅力的である 。

70年代に入ると、市は一般自動車の中.[An区への釆り入れを全面

禁止し、市屯の整備拡張を始めた。

. 脱クルマ社会への政策転換

1976年、中心筏fで交差し京商及び南北方向を走っている市屯網を

大J到: 英整備する計画が策定された。 これは、 もともと将来のf師 十人

口増に対応する街区計|首|に伴う交通計画て¥パークアンドライド( 以

下 i P &RJ と田谷す) のための駐車場劉商を含め、匡l鉄、既存住居

系街区へのアクセスをも考慮して 2倍に延伸するもので、 1978年の

都市計画に統令された。整備ZJ工業は州、|のモデノレ事業として多額の補

助金を受け実施され、顎班も西部に開発中の新興住宅地な E に釆り

入れするな E 延1rlll l' である 。
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写真 1 3 両連絡の市電には、環境にやさしい326座席がある

フライブノレク市の総合交通計|直|は 1969年以後10年ごとに更新し

ているが、 1979年の第 2次計画では、濡れる自動車公害と主23斉成長

の競りから、それまでの道路建設優先から 180度方針転換をした市

電の延長、 T行待f地外イJ ! l Jへの通過交通路の移設、歩行者、自転車道路

網のインフラ整備ぞ優先課題に位置付けた。

第 3氏総令交通計画では、さらに公共交通網の強化 を*It続すると

ともに、交jill 弱者の国E慮、交通蜘' i ' fi化区域の折定、地域住民の駐車

優先等を図るなど、都市におけるクルマの役割を必要最小限にとど

め、 ヒ卜の生活質を優先するためのかl llll レレーノレづくり lこ向かつてし、

る。

. P & R と公共交通サービスの改善

フライブノレク市の P &R を簡単に紹介する 。郊外から市の中心へ

流入する車を抑制する目的で、市屯への来り換えを誘導するため、

市電の終点などを基準に駐車場を配置するものである 。100- 400台

ほどの常時 ｼ 銅設のｾ Ａ 日斗Ａ駐車場が Ｗ カ所と ＱＰＰＰ 台収容の展示広場Ｈメ

ツセ開設時以外使用可能) を加えると、 2500台の収容ができるが、

利用率は高〈、率が溢れて周辺の緑地にも駐車してｾ ， J.， 。 この駐車

場からまちの中心に入る こ U i 支障ないが、まちの中心に向かうこ

とには様々な不利益となる仕掛けが別立されてし、る 。

P &R を成功させるために重要な点は、自動車を使用するより公

共交通機関を利用した方がより* ，l i斉的であるか、もしくは価値があ

るというソフト面での仕組みが必要である 。

圃 レギオカルテー- P & R を支え、交通サービスを改善

P & R に加えて、さらに市電その他の公共交通機関への転換を促

す地む奴器境定期券( レギオカルテ) を紹介する 。 これは、フライブ
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写真 2 中心街区の周囲( 外環道路) でみられる

自動車渋滞

一一フライブルク市では、平成 7 年から、従来 2 車線

の自動車レーンの一つをパス専用レーンに指定した。

これは、自動車をまちの中心から追い出す圧力として

働〈

ノレク市が1984年発案した環境定期券を広域化 した制度てあるが、 当

市周辺てやは、 1991年 9 )=J から市の交通事業jifrカ沖心となり、ドイツ

Zわ草( 日本の ] R に相当) 、南ドイツパス附など、 16の地域交通機関

が述携して 当H寺1 カ月 45マルク( 約3200円) 、現花 1 カ月 63マルク

(約4500円) の書| 以: な料金でレギオカルテを発行している 。 これ

は、市と周辺 2 ｾ ｴｉ Ｉを合わせた地域約 ＷＰｫｭ 四方で、休日は大人 Ｒ 人と

子イＺｪｾ 4 人連れまたは家族全員までがイ却羽て3 、他人にも貸し借りが

できる乗り継ゴパスである 。1983年から 1995年までにフライブノレク

交通の利用客は240%に急増している。また、過去2間三で公共交通と

自転車がそれぞれ約l . 51昔、 2借に増加しているが、自動車のトリッ

プ数は Ilt. んど変わ ってなし、。 この間の人口は約10%増加である 。

終わりに 外凶の成功事例では、基盤整備 コス 卜の安さに加えて、

公共交通機関を自治体が経営していたり、関与詑期券制度を財政支

援て3 る仕組みなどの好条件がみられ、国・|背の違いもある 。鋪| 喰市

においては、 これらを参考にしつつも、与えられた粂件から出発し

て取り組まざるを得なし、。 自治体が自己の決定権の範囲を超えた新

しい事業を試みるには、| 長! 係各j習の協力が必要である 。 しかし、 一

般的に自治体のこのような政策の効果的持制主には、 H利府間呆を合め

た地方分権化 もキーポイントのひとつであろうか。鎌倉地域の交通

環境を改普していく 11)( 9  Ml みは緒に若いたばかりであり、今後多く

の執哩と困難が見込まれるが、市民の高い意識と支持を得た政策は

必ずや成功するとの期待をもってやまない。

( あおやま しげお 1，li'i i di 企 l百n¥H環境 1<1治体諜環境保全tu.、"，担、"，係長)
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住む社会はこうなる~地球制約下での持続的社会とは~

内 藤 正 明

地球環境問題に対するこれまでの対応

H  

境保全のl取1収兄りりt組、且且みのために、ょうやく本気でその第一歩を踏み出し

た。 わが国で言われている対応策は以下のように 3程ぐらいのカテ

ゴリーに分矧されるが、実はこれに|刻して、いま大きな議論がある 0

・市民の心掛け まず言われるのは、市民の心掛けていある。これま

で国や地方自治体て作成されてきた ii .見l暖化防止行副市十画J のいず

れにも “家庭で出来る行動" 1 : して、テレビを一日一時間短縮する、

といった数多くのメ ニューカ市保されている 。ただし、リオサミッ

ト(1992) 以来l鳴り物入りてややってきたにもかかわらず、その後の 5

年川に日本の C O
2
排出量は8. 3%も明大したことが、この方法の限

界を示してし、る 。 しかし、税金や規制な ι 法 ・*J1斉的手段によって

市民の行動を促す政策はわが国てやは受け入れられず、一人ひとり の

自発的行動に任されてきた。それがこれまで' - 1 - 分実効が上がらなか

った現1 : 1:1である 。

・大規模技術による対応 市民の自発的行動の限界から、次には固

と専門家による大規挟または先端的技術を駆使して一気に問題を克

服しようとしづ主張がなされる 。原子力発屯や砂漠て、の大力tJ JLな太

陽発fS、炭酸ガス固化といったものである 。 しかしそれらは実現

可能性が不明であるιL上に、其に地球に僅しいのかどうかの五利iIIiが

凶賊な点にある。日本が特にこのような技中t ' r 対応に関心が高いのは、

公害| 刷七の成功休i検!:.， * ' 盈斉至上の体質にあるが、いまの問題にこ

れが通用しない ことは以下に述べる 。

・社会システムの変革 最後に残る対応は、大孟生産 ・大立消費の

社会の変平に踏み出す ことである 。ただし、具にそれを追求するこ

とは、現代の工業文明そのものを改め、さらに) j J 仁仁業( ポストイン

ダス トリー) 社会から、干11易} 五五斉システムや国際的自由貿易の兄直

しにまでつながる必然性ぞ純一っている 。 しかし、まだそこまでの議

論は少なく、またそれへの具体的シナリオを誰も十分明らかにして

いなし、。

地球環境問題の現状とその背景

ii 抵 は 、 地BI繍境問題について多〈 φ |背幸| 劫唱えられているにも

かかわらず、その全体像、背対、そして対処ブデ法についての議論も、

上述のようにまだ混乱している 。 それは、いまの科学知識ヵヨ山脳R

ｊＱ ＧｷＺｷ ｮ の実態に対しで決定的な女 ｉ Ｎｊ ｓｾ Ｑ￩ 与・えられない こ とにあるだろ

う。 しかし、多くの専門家の知凡を総合すると、その要点は、「地球

環境変化( なかでも温暖化と生態系磁波) が鉱物、エオ、ノレギ一、 j立

業j干l資源のキ白るとあいまって、ii 主主冬的に食糧危機か ら世界怒u英てゆ

社会崩壊をもたらし、それは21世紀に入る頃には顕在化し始め、数

十年内にかなり危機的状況に至るだろう J い、うものである 。 まだ

決定的な根拠はないとしても、多くの状況証拠が次々と生じており、

いったん本当に起こり始めればその被害は想像を超え、しかも制御

不可能で、ある ことを? 考えたとき 、そ のリスク値は他のいかなるリス

クより高い保険をかけて然るぺきレベノレにあるだろう 。

てやは、なぜこのような深刻な事態が生じたのだろうか。 それは人

間活動の本質とその歴史的能緯の両方に求めねばな らない。

まず前者については、環境問題は結局の t ころあらゆる人II¥J活動

のツケとして生じたとし、う ことである 。一散にツケを残さない( 経

済学ぞ、いう 「外部化j することなしに) 発展とか前進が有り 得ない

のは、熱力学の教えると ころである 。 そしてツケの境界を次々に外

側へ広げて、 ついに限採にまで。至ったのが地到t環境問題である 。 こ

のことから単純に介所: 投手I frて判処するのは、 地B既設境I¥¥J題に|立lする

限り本質的に難し L、。

後者については、戦後の荒廃の中てい経済再建は至上命令であった。

そこで'ii 攻後社会は、あらゆる仕組みが、経済発展にと って最も効率

的であるように形成されていった。 それは工業重視と、人 ・物 ・金

の中央集中である 。 これがわが国において著 しい効果を上げ' 1. : が、

その聞の多大なツケが地B既設境問題 t 同時に、地± 剣士会にも諸々の

病理伊必たとえば "}j ; J 政初主主定、都市公害、農山村環抗の破:li i、コミ

ュニティ崩壊、構造不況、過疎と 一極集中、社会の価値観 ・労働組

. 自f羽m. . そして子快の心の歪み" などを生み出した。これ ら地域 t

世界スケ ーノレの問題は実は同根てい、 しかも互いに連動し加速し令っ

ている ことが重要な点である 。

こ のように 地現場拘 Ｇｧ ｬｬ Ｍ ｮｾ 国 の背景は、技術の不完全さといった次元

から、技術文明そのもの、さらにはこの文明を支えた哲学、思想の

問題にまで遡 らねばならない。 したカf って各人の視点、によって、そ

の主張の深さと広がりに大きな差異のある ことが、議論の混乱の元

になっている。いずれにしても、世界と国内の両面での危機的状況

とその背景の深さを考えたとき、いま革命 t もいうべき新たな社会

変革が必要なことは明 らかであろう 。

どのような変革が必要か

前節の問題認識に立てば、今後の持続的社会は、これまでの技術

文明とその歴史過程で生じた社会の歪みを総体として変革したもの

でなければならない。 そのようなことを意識したエコシティ、セ。ロ

エミ ッション、またエコツーリズムやグリ ーンj隣人など、技術から

制度にいたる新たな試みがi両立兄られるようになってきた。ただし、

まだその理念を明らかにすべ〈多方面で守i言論が進んでいる段階であ

連築 と社会 ・1蜘 6 47 



カフセル社会

り、 i美学の集者が「あるべき社会変革J の姿

を描くことは困1 i i !rであるが、あえて批凶lを党

悟て、、一つの提案をしてみる 。紙数の都合で詳

細は他に譲り、変革のキー ワー ドだけを要約

して表 1 に示す。 また、それらを総介したト

ータノレの社会システムを 図 1 に示す。 このよ

うな{ } 万五日当弘主型とも 言 える社会像に対し、現

在の技術社会の延長、および成り行きのまま

進んだ社会、の 3種を対比したイメ ー ジを図 2 に示す。

表 1 社 会 の 変 革
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j 脱 ・、規格大量 脱 ・、車依存' 脱 ・‘ 過飽和n 脱・‘ ツケ回し的.

: 生産型' 工業 大量輸送 大量消費 大量廃棄

〔変革〕 ↓  ↓  

: 高品質工芸型生産小規模自給圏 適量高質消費 循環再生系

仁子ｾ
断たな 1  

|持続的 |  

l環境共生社会J

「農畜林/ 生活/ 商工J G' >- 嚇バランスによる

( 小規模、モザイク的)

、コミュニティ共生型社会'

自然力利用/ ・資源エネルギー節約/ ・環境負荷の低減

ーコミュニティー再生/ 互酬の喜び/ ・市場と非市場の融合

ー食糧自給率向上/ 途上国の環境収郭軽減

ー自然との触れ合い/ . ( 子供の) 低金な生命観. 自制観の形成

. 地方分権/ 分国的自立/ 自由と計画のバランス

図 1 持続型社会の特性を示すキーワード

48  

21 成り行きシナリオ I [ フロンティア倫理]

ー軍司・＿、‘Ｍｾ

エjよルノレ汁ル

エコスペース ?  

配 給 カ ド ド

このような社会像については様々な呉論もあろう。しかし 、いま

われわれが直面しているのは、世界規J英での人間存在の恭盤そのも

のの崩壊であり、「食べて、計て、住まう j 条件の崩壊である 。 そこ

で結局、人間自身も地球生態系の一員である こと を改めて認識し、

その上で持続的に生存する方法を見出す道しか残されていなし、。つ

まりそれは、自主往左態系の:J TU. i l l によった 「他全な一次( J . 民) 生産」

にはかならなし、。

なお「健全なi民生産」とは何か、またそれが ここ 百年で急培t した

人口を支えられるかについては、改めて検討が必要で‘ ある 。 しかし、

少なくとも石油 u制 :tfl 荷のツケを前提とした大方t技工業が、もは

や持続的でない こ とが明らかである五u . 、健全な民系生産の可能性

を追求する こ とは、ほとんど ＱＱ 住 ー とも 言 える残された遺跡 ｾｪ 支ではな

いだろうか。

このような提案は、今 11 の工業社会にとっては いかにもなじ みに

くいかもしれない。 しかし、改革開放で急速に工業化を 11指す巾国

で、実は品丘同様のことカサ是11日されている 。 それは、半径20km以

内に食組。場合基地、 ｩ 内 ｙｾｬ 也、雇用機会を設ける環境共生型の社会の

提案である 。 これによ って、必ずしも工業に偏らず、必要に応じて

工業 、 ｪｊ 品業の双方てや雇 ｭ 機 会を創 出し、 ｊｬｦ￦ｴｴｾ 妾 近による ｪ 邑勤 ＱＱ キ Ｑｭ の

節約、出l暖化と酸性同の大きな原因である自 動車 の 使川 )'il j弘北また

膨大な交辿網整備の負組を避けるなどである 。

さて、これ以上具体的に社会像制111くにはフィクションい、う形

をとらざるを得ないだろう 。 そのようなものの一つが「紘の凶エコ

トピアJ ( カレンパック) ていある 。 これは米|王| 西海岸の 3州がアメリ

カから独立し、米固とは点、「極にあるような社会を失明する秒局! ? で、

上述した社会のイメ ー ジに近い。

最後にあえて特記したいのは、持統( 的l内句悦ネ社i 会f像象カがf可i満前たすべき第一の

喜致要tE:不刊件仰千何件仰|十N二ヰ弘lは立ム、 逸 t 匡国|も含めた1世止9界}Al カがま等し <  1;目凶2ヨ引|付t折行 して も地球 :1術巾制11初川，1川|リl約下てて、

的ててで.' 冶.ああるこ t ，、 そして最も工業イ化ヒ と物質的豊カか、さの先頭を走る H本

カが ｦ 其つ先に ｪｾ 川草修正して、新たな社会保を実現してみせる責任があ

るのではないかという ニ とて' ある 。

(なL、とう まさあき 点目11大";:c大'-;:c'i [ . - ; : : 研究科教佼、環f立地球 ['-;:c専攻)



1 8 0 とは何か

鈴木敏央

闘白本環境認証機街取締役妓術部長
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. 150 14001の概要

ISO  14001は図2のように、 rPl an - Do  - Check  - A cti onJ の

P DC Aサイクルをまわすイ士mみになっている 。

| 環 境 方 針 | → 11t@j 1=→ |

↑  

ISO とは、Internati onal Organi zat ion  for St andardi zati on  

( 国際標準イ凶謝花) の略て¥スイスのジュオ、ーフ。に本部を置く非政

府機|品! である 。国際的に通用する規絡や楳当主類を発行し、その|員1&

活動の促進、発展を図る ことを目的としている。写其のフィルムや

ネジなどのハ ー ドに |到する規格から、最近は ISO 9000
5
や ISO

14001にみられるように、マオ、ジメントシステムの分野まで広げ. て

↓  

手= 1 点 検 及 び 是 正 処 置経 営 庖 に よ る 見 直 し

きている。

①方針

規牒、業種、環境ji 測 に 兄 令 っ た 放|をトップが制定する 。

銅 直|

何守、いつ、どのような手段て亦慌を? とるかのプログラムを作成

する 。 そのために、まず何を取り上げるかを決定する 。

決定にあたっては法規mlJ 等を調査するのとともに、各作業、工程

ご t のインプット、アウトプットに何があるかを調査し、こ れらの

環境Z失事の有無を決定する 。

③実施

実施、運用するために、 ｫ ｭＮＮＢＦｾ っくり、責任権限を明 確 にする 。

必要部署に能力のある人を配世するとともに、教育、訓練をお こな

う。手順書などの文宅待H守作成する 。

緊急Ul 寺はリスク管理として別に運用する。

④チェック

運用した経過や結巣を目街立し、必要な対応、をとる 。 自分の管測

のチェックと、独立した立場の政査とからなる。

⑤アクション

定期的に見直し、 t出lがし的i出‘ 与をすすめる 0

. 150 14001tニ特徴的な項 目

一つは、外部との情報伝込が主税されている。環境分野の利害関

係者は NGO、行政、周辺住民、顧客、従業員、供給業者など多11皮に

わたるからである 。ある極のげi報公聞が求められている 。

二つ 目は、リスク管理が疋祝される ことである。事故、緊急11寺の

可能性を日用権にし、それにともなう環境へのE持事を予防、軽減する

こt を求めている 。

・建設業界の課題

建設業界の ISO 14001の認司: 取得数は少な い。しかし、世界及び

日本の潮流を考えると、主l ! 設業'f!#1.ごけがJ!!X7トにいる ことはできない。

そうであるなら、早めに準備をするのが経i草者、管理者の責務であ

ろう 。

法

令

コ

ー

ナ

ー

1501 4001の環境マネジメントシステム図 2

1 1 8 0  90凹シリーズ ( 昂質保証)

1986年に品質保証の国際規絡 rISO 9000シリ ーズJ が発行され

た。日本では これを翻者i Rし、 ]I S Z  9900シリ ーズ、 t して制定した。

ISO  9000シリ ーズの認証取得状況は、世界で約 15万件。英国の

5万5000件がトップて¥日本は4500 ( 牛で世界 8 f:立である 。 その 1:1"

で、建設業は約350件である 。挫設業で IS O 9000
5
の認証取得が加速

しているのは、次のような公共エ事の入札の条例ニになる可能性があ

るからである 。1996年度の|到来地方建設局および日本道路公団発注

の公共工事について、その可能性守検討するためのノ叫ロット事業

を行っている 。また、住都公団でも 1997年初めてのパイロット工不

の入キしをお こなった。

ISO  9000シリ ーズが飛躍的に広まった背景には、配H‘|の市場統

合がある。国境を越え商品が行き来するには、購入者からみて品質

システムが共通になっている方が分かりやすいからである。

1 1 8 0  14001 ( 環境マネジメントシステム)

ISO  14001は1996年 9 月に発行、日本ては翻者i R され、 10月に ]I S

Q  140011: して flil J定された。

ISO  14001の認証取得刊二数は、 日本国内て' 1998年 3 月末現在、 861

何ニで世界第 I 佼 ( 図 1)、 世界では約3000件である 。

このように認証取得件数が延びている背景には、地五時j頃や者11市

の環境が世界的な規棋で悪化 している ことに加えて、海外 との取引

に必要不可欠な条件になるとの認識がiill l J いているものと思われる 。

としひろ)( すずき
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15014001審査登録状況業界別シェア ( 98年 3 月末現在 総数日 61件)

建設業界では、 199伴 3 月ち班、 91牛の認証取得がされている 。

ISO  9000
5

(こ比べまだ少ないが、 ISO 14001も公共工事に組み込ま

れる可能性ヵTZ くなってきており、建設省をはじめ公共工事関述省

庁および自治体の動向も活発化 し始めた。

図 1



ス

素材と技術が生み出す desi gn

KAJ I MA DE S I GN KANS AI  桑原 誠 二

Kuwabara S eiji 

1 本の糸から

J ヨイ、技術の源流への R e- a pproach によって来'rたなる自l胎性に向かうことを企jITi I

するシリ ーズ第 6 回は「カヲス」について考 λ る。

「カ。ラス」といっても今11I 11T)( り」ーげるのは、第 2 のカ、ラスとも 言 える「万ラス話! ti:[jU

である 。無限の可能性を秘める柔らかなカヲスに焦点をあてて新たな空1 I ¥J の展IJ fIを

撚ってみる 。

( ，素材 t 技術が生み出す designJ 枠1' ; 会)

糸

上部の溶融窯て' 溶かさ

れたガラスが数 ミク ロ

ンのガラス長繊維に引

き延ば される 。

というイメ ー ジがある 。

そのう |張強度は鉄より

その製造過程や迩 ｬ￺ｾ ＧｉＧ にできる目に

こ のミク ロ の ｩｾｪ にヲｼ張応力が ＪＧＱＧ し

ガラスはーで般的には「もろく、' ，IIIJ れやす L、J

しかし理論上はガラスは極めて強度力市j <、

も品目:jt 、ほどであるという 。

カ。ラスカヲ1 ] れるメカ ニズム 1;): 、

ｊ， ｌ えないｾＡｾ徴のキズカ ｦ ｪｊ［ｉ ｉ Ｎｫ Ｑ て二

てＺｲｖｊｩｾに至る 。

素

材

と

技

術

カ、、ラス繊維は溶融したyゲラスをミクロン単位 ( 3 - 24μ m) の糸状に

ifJ JL 、だものである 。 そのぷ而に '，I'} l)の* rl'するキズがつく隙|引がな

い11 t" ｾｲＮＧ ， ［［ ｩ［Ｈ Ｚ Ｊ Ｑ 日 い晶 ｾＺ ｉ ｴ となるため、ガラスが本来持って ｌ 、る ｉ ｉＢｉ ｊ い強

Ａ立が発部できるという平 ＧｊＡ ＺＧｾ が生まれる 。

この，:': jt 、強度を持つ級以! 主1;): 、それを束ねることでテンション材とし

て悠築の構造体に*'J Jl Jする可能性古江|三まれる。スチールワイヤーよ

り洛かに出111 <、 しかも 2i ll-びな い級制により、主k築における較さの表

引はより 一階飛躍していくことを?下/0 させる 。

布

カヲス結主主佐の誕生は、- J ，Lあっけなし、ほど 1j 1. 純である 。J*っ赤に溶

けた方、ラスカfif月iJj{で，; 1き延ばされ、 一瞬の|人]に数ミクロンの糸にな

る。 ちょう E 溶けた飴をリ !っ帰って延ばすのと 同じ原理である 。

糸があまり に細 〈、かつ ，":J ili で、巻き取られてし、くので、肉u民てが従え

ることは鮒しいが、ビ- li . k のカラスが約50kmの長さに ，; 1き延ばさ

れる 。

こうして出来上が っ た万、ラスの糸は、兄かけも手作ｾＡりもふつうの天

的 蹴IU : 変わると ころはな L、。

その後の過程も j断行の謝れ| 訂版に、紡がれ、錦織にかけられ、様々

なi.f&1' li 1: . なってい〈 。

このヵーラス晶 ｾＺ ｉ ｻＧ の平 Ｑ Ｑ には、通常我々がカヲスに抱〈、冷たき、竪ｾ、

もろさ等のイメ ー ジは1UJ一つ 当てはまらなし、。

ビロ ー ドのようにも片平布のようにも織る ことができ、 J*<<:mよりも出111

い ｾ， ｦｩ 臥ーにする こ ともて Ｓ る 。

その手触りの柔らかさは、住料への応、. J l J を想像するとき、雄物 t 人

Ｑｉ｜ｊとのｾ｛Ａｩ絡をより殺しいも のにしていくであろう。

建築と社会 ・1998 ，650 



糸となり織られて布となっても、 pゲラスとしての寝付生がうたわれるわ

けではない。不燃性、寸世子支: 定性、屯7 ' 1 ) . 印公性能等のガラスの優れ

た特性はそのまま受け継がれてし、る 。 そして万ラスの11わたの特殺tで

ある透過性も失われてしまうわけではない。

表而で光が反五千してしまうため、板ガラスのような透明性 こそ表現

できないが、 t相f i I : . なり光を柔らかく透過するスクリ ーン 例 鉱 山

梨たす。グラスウ ーノレとスクリ ーンの組み合わせは、際りカラスや

カ、ラスブロックに代わり視線を遮りながら光を透過する壁面材への

応用を期待させる 。

光

半透明の衣服のように柔らかな外壁でできた建物営危l像してみよう 。

カラスの布をまとった建物はもはや、定まった形を持たず、 J!i t¥にた

なびき、揺れうごく 。

その柔らかな半透明な壁は、外光を透過し、それ自身が光り世[f <。

そこでは、絶えず光の動き、 j良の香りや音を感じる生前がある 。

素

材

と

技

術

ガラス繊維を使

った透視性を持

つスクリーン。

土へ

カヲスはE却査 (Si O，) が主成分の珪砂( けし、しゃ) と呼ばれる砂が

主原料である 。実は珪酸はiil の多少はあれ、どの砂にも含まれてい

るものであり、その資源誌はほとんど無限と 言っ ても良い。

まさにカ、ラスは砂から作られているようなものである 。

さらに、カーラスピンのリサイクノレが既に浸透しているように、 リサ

イクノレが容易な ことも知られている 。

ガラス紛れ同様に、繭[ ! 向平する こと により、再び方、ラス繊維とし

て利用可能てあり、ガラス晶ｾＺｈ ｾ ! : 組み合わせて使mされることの多

い樹11旨も樹JI 旨として再利mされる 。

ガラスは組成的に人体にも全< ｾ ＡｉＮ ｦ， 答 であるため、 Ｊｉｕ かく併け Ｑ［Ｈ 元の

1&として環境にダメ ージ守与える ことなく土に返してやることが可

能である 。

大地に授かった素材を再び大地に返す ことは、すべての形あるもの

の自然の こt わりに思える 。
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天龍寺法堂の耐震改修
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ＺｭＺ程度を負担し、 ｊ 山 ｾｾ ｉｉ ｾＧ にはすべての 小 屋組荷量を負担する こ とに

なる 。

このような荷量設定て予備応答M析を行ったと ころ、通常の鉄什

ｾＱ Ｑ￬強による方法では鋼材立が別加する上、屋根面の応答加速度が明

大し、全体として好ましくない却期11が生じたため、市11振柑訟の係! 干l

を検討する こt にな った。種々の出11振デバイスのうちから、天井m

の狭小なスペ ー スに配置でき、か っ ｩ 放小否 ｴｩｦｾ Ｑ 時から有効にエオ、ノレギ

ー ｬ 吸収能力を発揮するキ ｬ ｾ￮ｾＴ 上位体を刑いた夕、、ンノ ｦ ー を採用する こ とと

し た ( 図 1、図 2 )。

. V E Dの概要

VED は、鋼板の ＱＱ｜Ｑ に挟み込まれた粘 ｾ Ａ￬ ｪＺ ↑ 生 体 がせん断変形を起 こ

す際に楕円形の履歴特性を示す性質を利用したff ll1振デノ f イスであり、

性能は等fj lli 岡I[ 性 f (eq と朝日II粘性i成哀 Ceq により朝団iできる 。 それ

ぞれ盃み依存性 t 周波数依存性をもつため、 実大実験を行って、解

析用数値モテツレを決定した( 図 3 Ｉ 。 また 一 均支に粘 ｾＡ￬ｲ 性 ｦ 本はも日 ｊ 立依存

京都の* ，勝嵐山に位出する天龍寺法立は、約250年の歴史をもっ

堂字であるが、現況調査から 、 ヨ ｐ ド やぬ ＱＱ 食壁だけでなく、 ｩｾＱ Ｑｴ品目材も

老朽化がかなり進んでいる ことが分かり、耐力壁の偏在も考J，&. すれ

ば、冊目4性の向上には昔11材の補修のほか、何 らかの骨悶訪日強が必要

であることカモ判明した。

オ主主:，)て、l立、上記荷担主改修に当たり採用した粘5単位ダンパー ( 以下、

V E Dと称す) にi到する検討と、施工概袈について報告する 。

l構造設計概要

- 而擢 改修概要

当主! ! 物の骨I震改修対法について種々検討した結果、既存の木造住

家の内タ怜見を変更することなく有効な両: 町主性能の向上を図るブT法と

して、主主家内音rH!!11に鉄'j 'J造の門型拠慨を添え、既存木梨隣 t 鉄廿架

構をl i J El 'f ゴムを介してステンレスボルトにより緊結する方法を採用

する こ とにした。 これにより、鉄骨矧持は常時荷重としては天井不可
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ダンパー取り付け詳細図

および断面図

図 2
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性が大きいとされているが、 当青|恒|のあlm:l :生体に用いたシリコ ーン

ゴムは、 図 4 に示すように i1i J立変化に対しで友定した料性を示す こ

とヵ可i'(ff認されているので、この11舛'W! .tA!I .F，似て3 るものとした。

・地餌ち答解析

ｺＮｾ Ｎ支 Ｐ Ｎ Ｓ て 言 ｴ ト容応、力向平 ａ 析を行 っ た鉄 Ｇｬ ｾ ［ 弘ＡＣｊ ｗ に、 ｖｅｄ を方村 Ｓｦ ｊ 式で 、

装計した立体モデノレに対し、地震応答解析を行い、市IJ 振効果制信思

した 。 以下Ｈ］ｾｩｪＧ Ｔ 斤結果をまとめる 。

1) V E Dを装着することにより、鉄什矧比のみの場合と較べて、 T買

書11応答変位がレベノレ I で約40%、レベル II て約30%平盟支の低減効果

がみられた。

2) 層1:1J 変形角はレベノレI で 1/150以下、 レベノレ II ていは 1/80以下に

納まっており、建家の両説草安全性! . i ( i ' ( f i 1呆されていると判断される 。

3) V E Dの装若による』おl l S答せん断)J は同等 もしくは20%平幻支低

減しており、下部構造への応答低i制 j果がみら れる 。

ＴＩ ホ ｾｩｾＡｐ 性体のせん断 歪 みは最大でＮ約 ＱＴＰ Ｅ 相支であり、粘弾性体

の安定変}fJ ( y  ］ ＲＰＰＥＩ 以内に納ま っ ており、さらに過大な地 ｾｊ

に対しでも十分な余力を残していると判断される 。
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図 5の (1) に項昔IIJ; i5答変{ 立を、 (2) に』方正答せん断力を、また図 6

に項部変位H寺芸11歴 応答結果 ( HACHIN OHE レベノレ1 ) を示す。

. その他の補修

既干やド架構において、 1m誌の著い、箇所等 については、以下に示

すような補修を行った。

1  ) 既存中主の樹阿部について、腐食等の損傷の著 しし、音11分に ついて

は才蹴主ぎを行い、礎石部と のダボ. ピンには1 >45 ( SUS 304) を用

い、さらに、結露防止として鉛 プレー ト( 厚さ 3mm) を挟み込んだ

(写真 1 ) 。

2) 瓦は、重量を軽減するために土を11bらない校瓦に全而=u: き瞥え、

ステンレス釘11::め t した。

3) 小屋組の補強として、キ台ドのfili 修、筋違の追加、かすがし、の迫

力H等 を行った ( 写真 2 )。

4  Ｉ外壁は 全 而にわた っ て構造用令板Ｈ 厚 さ ＱＲｭｭＩ を屯ｾｾｾとしてｔｦ ｊ

い、ダブルラス の上、モルタル下地、両面漆l喰塗 り( 厚さ 23mm) と

し た ( 写真 3 )。 構

造

の

頁
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図 5 地震応答解析結果 レベルEレベル I
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頂部変位時主 ｉｊｾ 応答結果

( H A C H I N O H E レベル1 )
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l改修工事の施工概要

. ジャッキア ップ工法の採用

資才ポ般入や既存柱) 闘lの補修のため、既設立! ! 家を 120cmほどジャッ

キアップした。オイノレジ‘ ャッキ位置 (20 t 用20カ所) にサド、ノレを組

み、 H型鋼の受け梁を波し、既誌住の両)1おに梁( 木材 300X 600) を

架け、すべての泊:部分について既存の顕引を坊主丸太て突き上け、る

方式を t った。

・鋼管柱建方

既存建屋のジャッ キア ップ、基礎打設に絞き、鋼管柱の娃ブJ 1e行

った。 曳き l蚕工によ って鋼背柱を雄物|人lに'J Iき込み、附木にチェー

ンブロックを掛けて建方を行った。

. 鉄骨梁・水平ブレース取り付け

シ、ヤツキアップに使用した受け見t に、足場板を全面に跡、て鉄

'F1組立作業床とし、住と同様に! 支き屋工て欽' 円・梁を{ 自2入した。取り

込み口となる壁にrm，-' を設け、作業床ムにコロをおいてウインチて

鉄 Ｇ￭ｾｊ を引き込み、チェーンフ、ロックをイ史って ＱｔＩＨ り付けを行った 。

・粕弾性ダンパー取り付け

鉛 ｩ ｆｦｾＺ主主 Ｚ ｦ ｊｬ ｉＩ のボル ト を仮締めした後、鉄竹浪イ Ｇ ｪ Ａｉｊ の方、セットプレー ト

にチェーンブロックを ｊｔｉ ，、て取り付けを行った 。 この際、粘 ｾＡ ｩ ｬＧ ｉ ｾ Ｚ 夕、、

ンパーの自重等による形状変化 はほとんど観察きれなかった( 写真

4  )。

. 既存建屋のジャッキダウン

既存柱の腐食部分について、機継まにより修復を行った後、ジャ

ッキダウンぞ1m始した。既存』主の! & 方約度を昨保するために、チェ

ーンブロック制11川して微調整を行いながら、ダボピンb乞仁後、ジ

ャッキタ会ウン完了となった。

*  

京都五山の第一い、われ、臨済宗天龍寺派の大本山の一世字、法

堂は、今泰、 Jm山又造l百HII の手による天井ZL苛包到の完成と t もに平

成の改 ｦｬｾ 工事制 Ａｉ ，ｾＧ［完了したＨ 写真 Ｕ )。

写真 5

故後に、 当改修工Ｇ Ｉ Ｇ［に ｪｬｾｩ かいご削 ｗ Ｑ･ いただきました胞主である

天龍寺の ｬ ｩￆＩ 係者名位、および、あ ｬ ｩｾｬｩ ￍＧ性ダンノ ｦ ー の ￬ ｦ，ｊｲ ｉ について終始

術指導笹川j言を賜った!]l 稲田大学 ・作[ 1] 教伎にi朱〈感謝の立を表し

ます。

( くろき やすお)
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附八一モニックス

建設汚泥セメント原料化

202 

災施工材料の頁

る剥U或は、 Si 0
2

/ AI
2
03の比が 4 - 5 であることとされるのに刈し、

処設よ' . i iJt の成分比はわ々呉なり粘土佐換に 1:'1<1しては、社正子干の際にセ

メン卜会社にて成分の有1 i J : t . 淵経営する: 必要があります。 その点、今

阿のプロジェク卜てl'jさjl すべき 4吋丙は、J tV t : セメント ( 仰の これまで

の産業 ｍｾ 安物処Ｚｦｬ ｕＺ 技術を ｌ ｉ 三かしつつ 、プロジ、エク卜参加 ｬ 企業の処理

工科研究により、姥設汚泥の大量混入( J l II ¥l世田l Jiil 数万トン超)

技術を確立した ことにあります。

工程

セメン卜製i!i .I 程の中での、 jjZ科よ校について説明します。 この

工程では原料の訂版石、中 ｉＧｩ 上Ｈ建設汚泌Ｉ、けい石、主え ｊｊｾ 料などを 一

定上凶で抜き /1'， し、申似 ・制干 ・言司令します。 ここ では調令原料の

化学成分を連五五分析しながら、 日開成分になるように、娃設汚iJ t!:.

谷原料の混合比i与を jlllJ 街l します。

lこれまでの資源化計画の歩み

Jj !:Wサミット等の会鵠て政んにJ也: f . ; j 環境問題が論じられるように

なって以米、ゼ、オ、コンは この問題に対する取り組みに、これまで以

上の重大なる |品l心をボし、各社それぞれに独自の対応策を実践して

おりますが、る炉ド的には建設高IJj時三吻 01f. 棄物u) のi威iLt - リサイクノレ

化が、1!，lfII の電点 目標という点て1ま一致した取り組みとなっています。

このような. t t ! l 球規脱て の流れの '1
'
て、われわれは建設f1JiJt 処理II の

エキスパートとして の立場から、' p . 成 8 ' F - 初旬より平成 9 "F- 3 丹に

かけて、! & 設汚泥の完全リサイクノレを目的とする“ 建設汚泥資源化

プロジ. ェク卜" を十{ 副主してまいりました。 そのrm、麻生セメン卜 (掬

の資 ｩ 原 ｈｾＱＱｅ グル ー プ 。 げ件上Ｈｾ砂、 ー モ ニ ックスＩ 1i 、建設汚iJt の完

全リサイクノレ化に対応すべ〈、プロジェクトプランナーのオノレピス

オ、ッ卜ワ ーク( 仰と共に、 これまで共同研究を重ねてまいりました。

施

工

材

料

の

頁

%)  

~一一一-

CaO Si O， AI ，O， Fe，O， C O， 

イil 火イ i 47- 55 37- 43 

料i 1: (ill 設汚iJt) 45- 78 10- 26 3- 9 

けい. { ; 77- 96 

鉄J j ;(fl 40- 90 

(  Iji.{![ 
セメント 焼成用原料の主成分表 2

l研究内容

表 3

l建設汚泥セメント劃原料化処理フロー

上記のーG主て、①ー③にかけ官i X J s : した積み替え iU令_L程を経る こ

とにより、セメント原料としての成分均一化がなされています。

55 建築と社会 ・1998. 6

セメントの製造工程では、名- l ' . l l i I 京料を配合した後微;粉砕し、ロー

タリ ーキノレンで半溶融状態にがほ占し、クリンカ ーを製造します。 こ

れらの工程は、ロ ータリ ーキノレンのrl 'でいわばー辿の完全ク ローズ

システム処理カ澗l U L されている ことになり、産業腐葉物として位置

づけられております建設汚泥の、安全力、つ経済的な処理 ・処分万法

といえます。さらに丞要なことは、今 11 の術l. l ; i *-fi nIl M¥: の到来によ

って、リ サイクノレ化がなされたとしても、“ ト ータノレコストとバラン

スのとれた循環利用力当勾束された物Ｂに丙生しなければ‘、 ｊ Ｇ｟ￇに ｬｾｊ 羽

(I(J な説野に立ったw資源化 U まいえません。建 設 内J" t の完全リサイ

クノレ化を、今後ますます多 ) j 而に、未来まで| 浪りなく前mされるセ

メン卜に求めたわれわれの巡択は、その ｊｾｉ 床でも“筑躍の完全リサ

イクノレ化" であると 羽化信ーしております。

l建設汚泥セメント原料化における技術的優位性

原料事情

わが国は良質で盟 I Uな石灰石の資源に恋まれていますが、粘土は

必ずしもそうではなく、セメン卜のカ勧文及び品賀市ての粘土のしめ

る役 ｾｾｉｈ 立、それ放に非常に重姿な要素となっています 。 その様な ＧＱ Ｇ

て¥粘上の一部ぞ石炭l灰て1でEFえするか法( 粘土質材料の代瞥材)

が注目され、実用化されてきました。

われわれは、まず! & 設汚泥のリサイクノレ化を進めるにあたり、 こ

の点に符 11 しました。将通ポノレ卜ランドセメントの成分の '1' で、塩

7 11 、 2811)  

lセメント原料実用技術

%)  

一一一一一一

SiO， AI ，O， Fe，O， CaO Mg O 

建設汚泥( 脱水ケーキ) 65. 4 1l. 05 2. 35 7. 90 

ill 設i-'jiJ t ( 射場 II i I化物) 41. 5  4. 6 2. 3 32. 3 

イi!尖灰( フライア y シュ) 56. 6 26. 4 5. 8 3. 8 1. 7  

*Ii 上 (11 本) 60- 75 10- 25 5- 8 

ホルトランドセメント 22. 2 5. 1  3. 2 65. 4 1. 2  

建設汚泥加工品 ( セメント副原料化) 供給者

( 1)  合ノド ［ｦｾ の言糟 ｾｪ ｊ￬Ｍ ｬ ミの昨日［

( 2)  ＱＱ 年 ｉｉｉｊｾ 五位に ｦ� う塊状物の ｬ 政的手 ｊｉ ｉｦｩと作業方法

(3)  ｊｊｾｲｬ 成分均一化作業の研う Ｎ Ｒ

( 4 ) 輸送車血路のIJ f m&び政啓え{MT: ブT法

リサイクル処分( セメント製品化) 業者

( 1 ) 受人設備と搬入作業プラン卜の核軍似犬j兄テスト

(2 Ｉ計百以ぴＧｾｾ似のｾＡｾ易度の附 ＡＮｕＺＺ 設 ｩ ￭ 問機

( 3 ) 成分の l; f らつき( 成分司liE必の桁度)

( 4 ) 粉砕|企( 原料 ・半製品)

( 5 ) 製品の品位( 色 ・圧 縮iJ 創立 3 11 、

(6 )  トータノレコスト

(Iji.{>): 
各種物質の組成例表 1

」主成分 li イ亡口氏石よりもとめ、酸法成分である Si 0
2
、AI

2
0

3
、Fe

2
0 3

は粘 こ 仁 ｮ ｊｪｾ料より求めます 。 しかし、粘土と代替材は共にその主成

分 li Si 0
2

とA I，03から成るとは し、え、その村正J&比には表 1 に示す

ように大きな差があります。セメント原料としての粘土に要求され
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平 成 10年度の事業計画

lはじめに

我が国の社会経済システムは、現在、国際化 ・高度情報化の急速

な発展 ・本格的な高齢化ヰ上会の到来等 によって大規摸な変革が求め

られてきています。

主! ! 築界の ビッグパンといわれる建築基準法の蜘モゃ工業標準似 去

の改正力苛? われ、それに対応するため当財団は剖峨所機能の拡充 ・

主主Jji l J と技予防同主の向上、国際的な1 l i ¥! %主品質保証システムの導入等 に

努めている t ころであります。

平成10年度においても 、i矧系各界の指導と 協力を得て、引き続き

級 制I(] に従来の方針制1備します。

以下に平成10年度の主な事業計画を紹介します。

l受託試験等事業

平成10年度における受託前段等事業は、次のと おり 実施します。

(1)  各積受託主¥! %た業務

ロ (2) 建染物の安全性等の受託調査研究，4: J喋

百 (3) 建築物の構造等の安全性 を 審 査 す る 建 築 技 術 安 全 縮 輔

の (4)  IS O 9000迎合に| 刻する審査登録事業

(5) 工 業関長化法に基づく指針先割喋

(6) 大阪荷下特定行脚す連絡協i務会の 「コン クリ ー ト工法に| 到する

指導要綱j に基づく研修事業

(7) 国際協力事業団委託による海外聞l主主受入れ等 の国際協力事業

(8) 情報機関誌 i GBRCJ 発行事 業

(9) 建築関係学 ・↑ZI，会への協力

l自主調査研究事業

当財団が独自にまたは他の機関と共同て行う調査研究て、 平成10

年度に行う主なものは次のとおりです。

ＨＱ Ｉ 建築材料の透 ｾｭ ｩＮ .  I以放i毘性能に|民lする研究

(2) 床衝撃音遮| 断性能illl J定精度に|到する研究

(3) 火害を受けた鉄骨; 砧昨i生物の診断手法の提案

(4) カヲスピードを用いた岩石の蛍光 X 線分析装置による定品分析

(5) 広い低層部を有する高層建築物の}ffi旧:性 状

l施設整備

平成10年度は、従来からf制主 している 主¥! %矧!i 度の維持 ・向上及び

1l i ¥! 検業務の省力化、迅速化等 に係る施設の整1ii!i ・拡充を 40件 随i築

|矧系 4fLf- ，機械装置関係28件、行- 1. : 器官io品f也|矧系 8f的 行 い ま す。

l組織の一部変更

平成10年 4 月 1 日付で‘ 右図の t おり主[! 織を一部変更( 仁コ部分)

しましたので、お女1. 1 らせ致します。
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財団法人 日本建築総合言鵡好斤

〒565- 0873 吹田市蔵白台 5- 8- 1

TEL. 06- 872- 0391 F AX.06- 872- 0784 

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15 

間 日本建 築 総 合 試 験 所 組 織 図



建 築 電気 設 備 編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

受変電設備 谷本敏和

側きんでん妓術本部 F M' 8 Ml 佳進部部畏

i記丘の高度情報化や厳しい経済情勢下での受変電設備のl l i . 1J向とし

て、高信販性、省エオ、ノレギ化 省j Jイじ 低fill 略化防災性など力f要

望されています。また施工性の面よりオ ープン方式からキューピク

ノレ方式( 金属箱 : 約85%) に移行し、工場製作による現場合型化が

進んでいます。

l高圧受電設備の機器構成

高圧受屯設備の単線結線図の例を

図 1 で示します。

3r/>3 W 6 ，6kV 

電力会社より

低圧機器へ|高圧機器へ

主- LL --γEo E. E， 

V C T  

W h  

DS 

V C B  

L BS  

PF  

V T  

V  

v  

OC 

T C  

C T  

i1] : } J 需給m m品fll 変成器 A S  ';t;: j出EJI 切符スイ y チ

ill: JJiltJ I  A  :t;: j荒川

断路総 Z C T  零相変話i器t

正"i 空遮断総 G  地対t継: 主総

，f5圧交流n 予.ili fll 羽総 L A  避 Ｇｾｬｲ 器

限流ヒューズ T R  変I主総

J I総J t J 変成総 S R  111亨'1リアクト J レ

:tl1D I  S C  ，:' :jl I::illi-l tlコンデンサ

司:u王切符スイッチ MC C B  配線J 1J 遮断総

i且: t;: m[ 継:u:総 F  ヒューズ

づ|外しコイ J レ C H  ケープノレへ y ド

変i流器
↓  J基地極 ( A段、 B級、 D 紐)

図 1 高圧受電設備の単線結線図

l主要機器の概要

(1) 事 情変流総 ( ZCT ) ' ! l!!J:糊主屯総 ( G)

高圧 倒 ｬ で ｍｾ 五議が 低 下し、 地 絡が発生した場合に、 こ の 地 給屯流を

検出 し、日庄遮同市f (V CB) を附jJ. 次し、 地絡事故の配屯線への波及

を防止する装誼です。

(2) 過屯j拙継f凶器 (OC)

過負荷または短絡により過屯l束力ti 荒れt.: : t ; f 1拾に、変流総 ( CT ) を

通じて この過; ;屯流を検出 し、市! 庄i凶lfr総 (V CB) を開放し、正:)圧受

泣設備を保護するとともに、配屯線への短絡事樹皮及の防止をする

装置です。

(3)  ｾ圧遮断器 Ｈｖｃｂ Ｇ GCB)  

上記の地絡泊五、過屯流、 短絡沿i J t E などの跡事電流の遮UJi -できる

性能( 遮断容量) を有しており、また→E的には負荷; 泊五の開放 ・

投入に用いられます 。 租 ｾ￱ としては、現在では ｩ 由入遮臨 Ｑ 限引 ｏｃｂＩ

は製造中止になり、兵出脚部 ＨｖｃｂＩ 、 ｰ ゲス遮腕ｾ ( GCB) が主

流て、す。

(4) 変圧器 (T R)

交流電力同磁誘導作用を利用して、財機器に合った交流iG:1J

( 屯圧 ，Ｇ［ｵ 却を官ｾ給するもので、高齢染方式の分類により、 油 入、

モーノレド、 S F 6ガス式などがあります。

(5) 高圧進相 コンデンサ ( SC) ・直列リアクトノレ ( SR )

力率の改善、電力tfl 失の低減などを凶るもので、 i白人、 モーノレド、

S  F  6;ゲス式などがあります。

(6) 高圧限流ヒューズ付屋内型負荷IJflI !41器 (PF 付 L BS)

変圧器や進相コンデンサの一次側 に取り付け、樹省1時の備t I ，Qやー

制時の負荷泊ii t E の附聞に用いられます。

(7) 計務用変出得 ( VT . CT )

回路の電圧、電流を低庄一低屯涜に変換し電圧計、 ｦｅ 流計に ｩｾｾ 合

するものです。

(8) 高圧遊雷器

雷、開閉サージなどの過屯庄の伝入に対し、受電設備機株の破t 1 1

を防止するために設置します。

(9) 低圧遮箇部 ( MCCB ' ACB)  

低圧遮控Ir探は、 f国王lill1協の過屯流( 過負荷、短絡) を検出 し遮断

するもので、負荷屯流や回路の遮断容量により選定 します。

在欧貨としては、目 白 馴 幽r<. 品(MCC B)、気中日f. 1排出 (A CB) 、制

電遮凶r<. d- (E LCB) などがあります。

l信頼性 ・安全性確保と保護協調

需用家内でのｻ ｪＺ ｾ放を Ｚ 最小限にするとともに、電力会社の配Ｇｾ｛Ｑ線に

その事故州皮及しないシステムにする ことを保謝湯調といいます。

(1)  *' 倣新某謝弘前

高圧機器は構内で発生する 13ト11羽サージなど による過屯圧に耐える

ＪＧ 色 縁 強 度のあるものを選定し、 ＧｊＩＧ サ ー ジなどの外部過Ｇ ｾ｛Ｑ 圧に対して

は、避雷器で防止 します。

(2) 地絡保殻胡淵

高圧回路の地絡に対しては、屯力会社の遮院rr器より早く遮断する

ような地給電流値と JI寺限値を設定し、 外部への波及防止をwいます。

倒王回路では樹首 ｬｦ ｊＡ ＱＱ から与ｾ＼遮断させ、停電の範回制刷、限にす

る必要があります。

(3) 短剣晃七割2刷

高圧回路の短絡に対しても (2) と同じく、屯力会社の逃出荷持より♀

〈遮断するような過' ;[1i制直と|時限値に設定します。 f邸主回路でも末

梢 J!i lから早〈遮陸Ii するように設定します。 なお、高圧 ・仰王とも、

遮院ri 1 . 号はその回路の遮断等量に耐えるランクのものを選定する必要

があります。

( たにもと としかず)
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1998年 4 月2111 (火) 、大阪にて第 11il lユニ オン建築フォ ー ラ

ムが ｬ ［ ｬｾ ｈ 読された 。 建築デザ、インの ｩｬｾ 先端を議論する場として、

主に|品!西の建築界て‘ 活躍している人々が参加。企l匝回E函|と迎常はj

場f略平造氏力がf担当。今回の言講詳師lは立作伊1束盟t訂秘i官i氏て、 テーマは 「仙台

メテ川アテー ク」の意味するもの。 ワインて懇談の後 21時間 に

わたって コンペH寺から今 日に至るまでのスライドレクチュア t

討言命が行われた。

| 電脳化ピーターバンの問

普遍性を獲得するのか?

其撃に活動を続けるＨつくる人 ・ 模索する人Ｉ匂サ ｾｾＱ ｴＺＡ ｴ 氏の、作

家としての私的な原風景( 宇宙) をJTII /IJ>Gるこt のできる、久々に

内界の充実したレクチュアて、あった。但し、今回の話それ向体I;J:、

固有名を持つ作家の内的風景のたんなる説lリ1訴として捉らえておけ

ればそれはそれでh ッピーエンドて1まあったのだが、よくよく Ilfl い

ていると、月? て々。 ["?J と忠わせる 言3見があちら こちらにイ士制1まれ

ていた。 ここ ては敢えてその点に触れておく ことによって、今回の

レクチュアの内容を浮かびあがらせたい。

さて、今lIi: b'，わたの i? ｊ を感じさせる原因となったのは、 ｦｾ Ｇ 及 ､ 夫

のこんなフ ν ーズから? ごった。

それは、「建築だけれども ・人工物だけれども、自f冬物を作りたい

という思いがノ f ックに潜んて、 いる」、 もしくは 「建 築 制前きながら自

然を揃きた L、j という、ある程の- ;' G牧歌的なフレーズである 。 し

かし、じつはたーから こそ、逆に この砲の危険な殺し文句的物言いの

持つ聴衆へのイメ ージ操作のカが気になってくる 。

。1耳む王の場令は、 どうも こうした青葉を、単純に表Rtの肯定tl{J な

古町而どうりに受けI[)(. つてはならな いよう fご。 なせずなら、 この 日の伊

東氏は、その i Ｑ ｾ Ｑ ｲ，引を、本来の ￭ ｬ ＧＺｩ然 ｊ い、う 言 ｾの持つ多様な

な ｬ 床令いをわざとＱＨ［Ｑぼ取った上で、ある Ｍｻ ＡＡ ｉ ｊ 而 のみを、 ｴｾ￮ＧＨ こ「 水」

とし、うワ ードて明議させて説明をしていたし、さらには このi7)cJ と

いうワ ー ドすらも、伊東氏の内的風立の '1

'

では、 2 つの限定された

ｾｾｉ 床 ・ イメ ー ジをのみ指し示して い て、 ￭ ｬ 当然」とは、いし 、 ながらも結

z

m
刀

0

3

↓

講演する伊東豊雄氏
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第 l 回 ユ ニ オン建築フォー ラム

伊東豊雄「仙台メディアテークJを聞く

一*"rr守0 = コ ...... ー‘

ホ木ロコ匡ヨ友三

竹中工務后大阪本后設計部

身 ｌ として ｾｆＧ ， ｜誌に ￭ ｩｔｉ ｜ ったイメ ー ジを年 ＺｾＱｋ に押しｻ ， ｊ ・けて い たからで、ある。

ところで、その 2 つの 「水j のイメ ー ジとは、 l つには伊東氏が

幼い頃に過ご した諏言抑 ;J Jの、澄んTご空気を苧んたツドのイメ ー ジてあ

り、もう l つは7伝子の流れそ水の流れのイメ ー ジにダブらせたメタ

ファ ー としての水のイメ ー ジである 。 そして、 仙 台メテ1 アテーク

の説明用としては、も t もと現実にはない ・たとえの形式にもなっ

ていない、 TE子の7] ' ( のイメ ー ジを、伊東氏が本来持つl京風景である

ところの諏抑制の水のイメ ー ジぞベースにして使用する 。

しかし例えばそれは、「水色」の色素が「水」自体とは何の|州系も

ないのと同じくらいに、本来I;J:無|矧系なもの同士なのだ。

そのためイ州法の説明は、そのほとん E が 「何々のようなJ 1: ¥、

う言 い方て、行われ、いつしかそれらが ことご とくすべて i7]'( J のイ

メー ジに絡め取られていくような、 思考の短絡回路を形成させる こ

とによって、しかもそれがなぜかすべて宵定すべきものとして成り

立っている 。日〈、「海箪のようなチュ ーブ」、 「波紋のようなプラン」

などなど。 しかし、伊来氏のいう 2つの水の風景I;J: 、結局は l つの

水の風景へ とつねに 阿収されてしまうのだ。 それは、伊東氏本人が

( 1党して いようがいま いが、最初]の原風景としての諏元刷lへの郷愁

に尽きるのだ。

但し、ここ で而|守いのは、諏訪il;J Jの水のイメ ー ジが、多紙性を含

んだ盟かなイメ ー ジであると ころだ。fJOC吉加古;JJの水は、季節によって

減ったり、解けたり、風が吹き波ったり、水平な虹が架かったり し

て変容するのだという 。

じつは このあたりの 「変容する」という キー ワー ドのほうが、電

子の流れのイメ ージ守説明するのに良〈マッチ しているようだ。 も

しそう だ、t すると、 |問題は単純 な表j B的言葉のイメ ー ジから来る

i7]'( J の問題からはすでにずれてしまっている。

どちらかと 言 えば、 「透明f惑を持つ変容j こそが何引は乏のメインテ

ーマだといったほうがより兵実に近いだろう 。Tごから こそ地誌11寺の

コンピュータシミュレー ション重)njli lのフラタ守ンスチューブ、に干ヰび、

プラ ニングはいつまでも掘れ動きつづける 。 自由な描 き込みが可能

な、フロッピーディスクfごと語れるのだ}

しかしそれらを、「水」のイメ ー ジに溢元し、し かも i 1' ; 1然のよう

な」と 言 いきってみせると ころが、 とりあえず今の t ころの伊東氏

の1i 攻略なのだろう 。

しかし「自然のような建築」をもって、私小謝 I{J感染と社会とを

言葉のうえで守主絞し、普遍性を獲得すると 言 う物言 いを Il似合してし

まっては、逆t創刊j にただ、のイメ ー ジゲームを釆り} 越える こ とが出来

るはずがない。 i l当然」と 言 うキー ワー ドが、たんに作家の内なる原

風誌をシンボライスーするワ ードであるとはしても、そ こに囚われず、

結梨としての作品カ河戸来氏の手を肉11 れ、単独で新しい風ii:予を獲得 し

たHキに こそ、初めて共感をH乎び、社会的公共物として成立し115遍性

を獲得する 。

多分その|昨に共布されるのは、透明感にii 日j ちた、多様に変格する

諏訪初lの風景ーなのかもしれなレカ九そして多分、 1111古メディアテー

クにはその可能性 が十分なのだ。

( もりた まさひろ)

e- l11ail: mor ita. l11asahiro a  

@t akenaka.  co. jp  



.J I D大 賞 受 賞 相 木 浩 一 ( 竹 中 工 務 居 ) 設 計

¥¥建築を聴くこと11につしだ- 神戸改革派神朝交

金.
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京都工芸繊維大学助教綬
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立図された空I::Jであるが、人の操作を超えた力が在る 。先主11 までの

長い迷いの! 剖fj が- - 7- ( : : に場放する。 この空聞をして "i ，@しの少巨I/¥J"

t 称した者が居 ると Ilfl < 。 まさにそれにふ さわしい条件がここに は

存在する 。

回廊守介して 1附にチャペル、事務室、耕受室等が、 2 附に附多

室、 3 階には苦架到iUなどカ明日されていて、沈思し、だい、巡らし、

言葉を反拐、考究する笠1111 として; J -liilil されている。

チャペノレ内部も人 11 を"' ;; むきつけ、まどわすものなど何一つなし、。

あるものは木と コンクリー卜の素材の質感と音感。 それに光 u診、

明! : I 惜の交差する mなりである 。天井而にそ って、外光が走り、 一

方の窓からの視界の先は、 一点研修株と宿泊棟を結ぶさびついた波

り腕汗の折11I Ii対反の造形だけに向けられる 。

初刊 Ｇ ｉ ｾ 僚のしつらいは全てに質主である 。 だが、 ｬ 印ｉ［ｋされたぷ朴な

木質の調度で整えられ、Ｈ［ｾｾとしたゆるぎない配置を保っている 。

研修棟からいったん外部に IJ'. て斜め 45度に渡り廊下をったい街

iertJ li に移る 。

ここでも寮室がぐる りと IIq)j を取り凶み、その中心に l吹き抜けの

立方イ本のラウンジを持つ。一告1Iを内部に11入させた池の水而に、外

からの防の光の!mり返しが、フミヲ 1'1:- 壁而の剛質ーではり i栄い構造の幾

何 学 Ｈｉ Ｇ［ｪ 仕組を ＱＱ 央し ， ＧＱＧ ， し、空 Ｑ Ｏ｜Ｑの陰 Ｉｊ Ｈｪｾ濃くしている 。 針 ｪｦｕｴ ￬Ｇ ｦ ｴｊ 叩 ＱＵ

き合って聴える 。

日常の空間ではあるが、; 右J防、無為にすごすことを静かに諭すよ

うに草餅? とした重力をもっ空1111である 。 しかし、家具、! ! ¥l I リl、それ

に人の肌に身近かな手倒などにふっと息をぬく安らぎがある 。熟達

した設計の技に、思わずうま t 、ものだ t 感嘆させられる 。

階段室を上下して、波宅の廊下をぐるっと廻って、再び研修棟に

戻る 。

すでに外のH青きが次第に閉して、巧妙、半I ' H放に コントロ ーノレされ

た.I!l lU，月の投げ出1す光がl人l側の表而を染めて、次ブJ に表附を変えてい

く。色を失った 世界に淡い光の色がi参み入って、建物J に響〈行色も

t牙え波っていく 。

チャペノレの姿などを勝手に屯!似し ていたからに違いない。ありふ

れた住宅地の ｉｉｉｊｉ 端にあるＰＡ物てありながら、 Ｇ ｬＡ ｾ 谷駅から ｬ 立迷いに、

迷ってようやく傑 り当てる ことヵ f 出来た。

まるで、身に少しでもやましきそ持つ者を簡単には寄せつけぬ、

どこか担むかのような何者かの意志の: J J を感じさせる道であ った。

迷ったあげしどう見当を付けてよいやら途方に暮れた頃、大地

のかたまりが躯形にそのまま立ち上ったかのような往物カ ｦ Ｎｦ ｊ ｾ われる 。

すぐに気配からそれと徐するものの、外観からはム ｴｾ 争 ｪ のぷ性、性

将、|人l容な E一切うかがL、知 lれぬ。 2 つの大きな立方体のゥーォリー

ム t 、 Ｓ つの小さな ｾ￭ｈ て千拘求されており、過去の記憶、形式な ｅ

0 ! 物のもつ属性の全てを捨て去った単純な造形である 。

人口までをどのようにアプロ ーチして良いやらも判然とせぬまま

建物に近づく 。 そこから先は、主主づたいに導びかれるままに、狭〈

しぼった入 il を通り抜ける 。

瞬間、外部の ＩＱ 臨 Ｇ ･Ｚｾ惑党が ｪ 前れ、問方を同 ｪ 点で固まれたＺＡｊｾ 会のよう

な低くたれ込めた空11¥1州去がる 。頼りにならぬ視党だけ の焦燥の気

分が千| 副がJ感動に変わる 。

今までの荒れた 11千l吸が、ここでスウッ t 引けるのが判る 。歩行、

動作、 nの働き、 IUL流までも、身体の会運動尺度がゆっくりとゆる

やかに整えられて L、〈 。

二件E7T反、対峠する 2つの空1/¥1要素が統合し令って、微妙な‘ ド初!r

剖呆ち前年かなH寺Sづきっている 。fJW晃は低〈水平に} たんでa. I l J l ! i を巡る 。

ｦ ご力士ｴＡｾ識のほうは ι Ｑ Ｑ 庭へとや Ｑ Ｑ びて垂直に浮揚する 。 Ａ苅紘を規定す

る内音11の輪郭は厳密をきわめるが、芯のと ころで' T [ 洋たる存在に変

わる 。 ｬ 百 ＱＱ 郎は 一犠ー に ｈ 青さが桜み つ いているが、光彩がな ｴｾＧｴ Ｇｌ 込んで‘

陰 ｊｩ 診を Ｍ ｊ ｲＺ 引 き出している 。 Ｒ ｾｬ ｩｉｊ は硬貨でＡ法府としているが、その

'1
1
にゆるやかな柔らかさが内在する 。

内なる閉ざされた空! 日lに述い ない。fごが1m放された外部の. s ; : 1 境で

ある 。 そして、まぎれもなく人によって造られた人_ _ [ の空間である 。

しかし身体は白然の '1
1
に在る 。

シンと
l符まり返った宅Il¥) てはあるが、 心の|人lに背力型Pきわたる 。

59 

0 ! 築には主題がある。 ここでの主Jill は見る

ことではない。建築の内に響く音に感応する

ことである 。プロテス タントの信仰 は rmiJ

のイ河1:をJ也えたと ころ の 「耳」 の俊f立にある

と云う。盤f!?の言葉の響き に全神経を初|ぎ治

す ことに重心をおく 。耳をかたむけムt築の|勾

なる苛を聴く こと 、 それは自 己の剣晃ミ〈粋〈

心のi '1f 色を聴く ことと同質の ことに述いな L 、。

いつしか森の雨の音が消え、夜のi来い 71二に

変わっていた。 ( かとう つt む)
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神戸改革派神学校

研修練を囲むパティオ

撮影松村芳; 台



[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

「病院建築/ 福祉建築基礎講座j 開催

拙日本医療福祉建築協会では、病院建築や高鈴者括主 事宵附究/ 馬場櫛高( 清水建設ク・ルーフ妄)

建築の初心者を対象に、基礎的な知識をわかりやすく ・福祉建築基噴f講座プログラム

解説する「病院建築/ 福祉建築基礎講座j を本年度も 1998年 7月8日制 9:  ＳＰｾ＠ 17:  00 

間建する。 樹 M鍛 と は/ 松本啓俊( 東北工業大学車販)

. 病院建築基礎講座プログラム 施設体系と事業企画/ 糸山剛( 竹中工務庖課長代王里)

1998年 7月6日開) ＱＰ ・ ＱＵｾＱＷ Ｚ 00 高齢者の生J郡東境/ 萩田草刈佐( $ ; 応皮技術f短期大学事対受)

総論/ 伊稼誠( 足利工業大学事対受) 高齢者のための施設計画/ 大原一興 Wt兵国大教授)

全体計画/ 河口豊( 広島国際大学謝野 事例にみる高齢者施設/ 箆淳夫( 国立医療 ・病院由里

外来 ・救急部/ 山下哲郎( 名古屋大学E力害対受) 研究所主任研究官)

病棟部/ 竹宮健司( 東京都立大学助手) 会 場 建 築 会 館 ホ ー ル

供給部/ 中野明 (京都女子大学孝匁受) 東京都港区芝5- 26- 20

1998年7月7日ω 9 : 3ト 17 ・00 定 員 180名

特別講義/ 栗原嘉一郎( 工学院大特蝦) 受講費病院建築 ( 2 日) 40，∞0円( ー赦)

設備/ 石福昭( 早稲田大学名誉耕受) 福祉建築( 1日) 25，000円( →宣)

手術 ・分娩部/ 谷口元( 名古屋大学教授) 病院+ 福祉 ( 3 日) 60，000円 (一般)

検査 ・放射線・リハビリテーシヨン部/ 菅野賢( 東北 問合せ 日本医療福祉建築協会 TEL03- 3453- 9904、

大学事対受)

「マンション管理講座J 開催

日本マンション学会関西支部は、マンション智踊座

を 10図画売で開催する。同支部が管明且合役員を対象

とした講座を開くのは初めての試みである。

開催国 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＱ 月の毎月第 Ｒ 土曜日

13 :  ＳＰｾ＠ 16  :  20 ( 但し、 8 月は休講)

会 場 サ ン ケ イ 会 館 ・サンケイコンペンション322

号室

FAX03- 3453- 7573へ。

7 月 11 日 〔官踊〕第 3 講・宮里組合の僧リと運営

/ 藤本佳子、第 4 講 ・管理形態と管理費/

梶浦恒男

9 月 19日 〔僻善編〕第 5議 ・建物と設備の車問智里

/ 井上純一、第 6講 ・長期修繕計画と大規

模修繕/ 谷垣千秋

10月 17日 〔居住環境編〕第 7 講 ・室内汚染と健康

空調・衛生工学会シンポジウム

ながらく懸案であった(紅腔気調和 ・衛生工学封英知見

格が、このほど i HASS 1  02換気規準 ・同解説j として

制定された。これは、人の健康への影響を考慮 して、

室の使用状況や汚染物質の発生状; 肋、らう持換気量を

算出するなど、従来規格の在室者 l 人あたりの換気置

の考え方と異なった方法を採用している。そこで、同

換気規準のほか、平成 9 年、 10年に改定された HASS

規格をわかりやすく解説するシンポジウムを開催する。

講演内容 HASS 1  02- 199乃臭気規準 ・同解説/ 池田耕

一 ・赤林伸一 ・近藤清史

HASSOO卜1998図示記号/ 三輪周吉

HASS210- 1997メカ ニカル青矧休用鋳鉄管/

今回治男

HASS212- 1997水撃防止装置の性能評価方

法/ 高橋紀行

日時 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ＲＳ 日 ω ＱＳ ・ ＱＵｾＱＷ Ｚ 00 

会 場 工 学 院 大 学 第 5会議室高層棟 11 F  

東京都新宿区西新宿卜24- 2( 新宿駅西口より

徒歩 5介)

定 員 100名

参加費 6000円( テキス卜代含む)

申 込 氏 名 ・勤務先 ・電話番号を記入の上、 FAX で

(健 気 調 和 ・衛生工学会規格委員会 FAX03-

3363- 8266へ。

「蜂は職人・デザイナーJ

大阪市北区梅田2- 4- 9サンケイビル 3 F / :樋崎正也第 8 講・生，舌騒音とその対策/ I NAX ギャラリーでは、さまさ3 な材料を用い技を駆使

TEL06- 343- 3520 甲谷寿史 してつくられたハチの巣の数々を通して、それぞれの

受講料 | 回介2000円、 5 回分通し券8000円 11 月 14臼 〔生活編〕第 9 講・マンシヨン生活紛争/ ノ、チの生態にかかわる構造やシステムを紹介する。

(テキス卜代含む) 先困政弘、第 10講 ・よきマンシヨンライフ 会 期 1998年6月刊 伏ト 8月22日仕)

定 員 70名 / 谷口浩司 Ｈ 休館日毎週水曜日及び Ｘ 月 ＱＲ 日 ｾＱＹ 日 Ｉ

・日程及び講座内容 申込み日本マンション学会関西支由時務局( 京都市 会 場 I NAX ギャラリー大阪

6 月20日 〔法律編〕第| 議・マンション法とは何か 中京区御池間之町東入ル東邦生命ピル 2 F  大阪市西区新町卜7-1 INAX大阪ショールーム 2 F  

/ 折田泰宏、第 2 講 ・管理見約の考え方と TEL075- 21 1- 4623、FAX075- 211 - 8552) 入 場 料 無 料

その智満/ 松岡直武 へ。 ・誌寅会

リカルド・レコ‘ レッタ講演会・展覧会

メキシコでは歴史性と風土、民族的多欄性のもとで、 定 員 1000名( 先着順)

豊かな空間芸術カ〈生み出されてきた。光と水を鮮烈に 参加費 1000円( 当日受付・空中庭園展望台入場券含む)

とり入れ、土道のテクスチユアと色彩を用いた大胆な 解 説 「メキシコの都市開発と現代建築の背景J /ホ

壁面構成に特色づけられるリカルド ・レゴレッタの作

品は、モダニズムの美学とメキシカンヴァナキュラリ

ズムの融合として高い国際的評価をうけている。

(f. t ) : : 大阪府建築士会では、「建築士の日」記念事業とし

て、リカルド ・レゴレッタの誌寅会と展覧会を開催する。

・講演会

日 時 1998年 6月26日倒 18: 0ト 21: 00 

会場梅田スカイピルタワーウエスト 5 F  

大阪市北区大淀中ト 1- 88
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セ . ) レイス ・コJレテス

講 演 i Wor ks and Medi t at i onsJ  ( 自作と膜想) / リ

力Jレド ・レコ.レッタ

・展覧会

会 期 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ＲＵ 日嗣 ｾ Ｗ 月 ＱＰ 日幽

会 場 格 回 ス カ イ ピ ル40F 空中庭園展望台

参 加 費 無 料 (f旦し空中庭園展望台入場料700円要)

問合せ (扮大阪府建築士会「建築士の日」記念事業事

務局 ( TEL06- 947- 1961) へ。

テーマ 「蜂は多彩な建築家」

講師松浦誠( 三重大学生物資源学部害対受)

日時 ＱＹＹＸ 年 Ｗ 月 ＱＳ 日 間 Ｑ Ｘ ・ ＳＰｾＲＰ Ｚ 00 

会 場 I NAX 大阪ショールーム 8 F 会議室

定 員 先 着 100名 (入場無料)

コガタスズメパチの巣

撮 影 大 西 成 明



奈良/ T OT O建築トリ工ンナーレ[ 公募部門] 1998募集

。ば} 世界建築博覧会協会と奈良/ TOTO建築卜リエンナ 菌、あるいは簡単な説明文 (1∞字以内) 。

ーレ実行委員会では、「建築卜リヱンナーレ奈良 1998J 縮尺は自由。

のイベン卜のひとつである「奈良/ T OT O建築卜リヱ 用 紙中判ケント紙あるいは、それに類する厚紙

ンナーレ[ 公募部門] 1998J の募集を行う 。 1枚、 AI サイズに図面を収める。

臼頃見なれた都市風景の中で、都市のシンボル、ラン 提出方法応募作品裏面に連絡先を記入した A 4 サイ

ト' マーク的存在であった建築が、忽然と姿を消してし ズの用紙を貼付、側建報社「奈良/ T OTO 卜

まうことがある。 こうした文化的遺産を次世代に引き リヱンナーレ」係( 〒 113-0034東京都文京

継ぐべきことも我々に課せられた重要なことである。 区湯島2-30-8TEL03-3818-1961) へ送付。

今回は、そうした歴史を生きた名建築の再生のアイデ 審査員黒川紀主主( 世界建築博覧会総合フ.ロテ'ユ ー

アを募っている。 サー)

応募期間 ＱＹＹＸ 年 Ｘ 月 ＱＷ 日 ｾ Ｙ 月 ＱＴ 日 蕨期間言( 東京大学生産技師芳野鳥畑)

条 件テーマとして選ぷ建築は、都市( 町) の中 岸和郎( 京都工芸樹監大学助耕受)

にあって、現存する歴史的建築惚作) で 隈研吾偲研吾建築都市設計事務所)

あること 。但し、応募者はあらかじめ建築 妹島和世( 妹島和世建築設計事務所)

の所有者に了承を得る。建築データ( 竣工 駒貝宗信( 駒員建築プランナース研究所)

年 ・設計者名 ・平面図、わかる範囲で可) 賞 金 |席 ・|点 100万円、 2席 ・|点50万円、 3

と建築のタ憶見 ・周辺を示す写真を図面中で 席 ・2 点各30万円、佳作・ 5 点各 10万円。

表 乱 発表審査の結果は、入選者に通知するとともに、

提出作品応募作品は未発表( オリジナル ・ドロ ーイ 「新建築J 1998年 11 月号に発表。

ング) に限る。平面図 ・配置図 ・断面図と 展示会入選作品は、奈良市史跡文化センタ ー・展示

基本的考え方、透視図もしくは模型写真、 ホール ＨＱ 日月 ＲＴ 日 ｾｉｉ 月 ＲＳ 日Ｉで展示す

その他、詳細図なと言語七意図を表現する図 る。

「建設業向け 1809000 ・14001セミナー」開催

建設省より発表された「公共工事の品質E釘呆等のため

の行動指針」からみても、建設業にとって 1509000シ

リーズ、 15014001の取得は経営課題とな ってき てい

る。

こうした状況をうけて、 側 卜ーマツ環境研究所は側 東

洋情報システムと共同で、 6 月より 4 回シリーズで建

設業向け 1509000 ・14001セミナーを開催する。

・日程と講義内容

第 l 回 1998年 6月17日嗣 13  :  ＳＰｾ＠ 16  :  30 

建設業にあ、ける 15伐景境マネジメン卜システム ( EM5)

取得の実際/ 岡賢二( 側熊谷寺却

第 2回 1998年 7月16日同 1  3  :  ＳＰｾ＠ 1  6  :  30 

建設業における 150 品質システム ( Q 5) への取り組

み/ 城好彦( 側土木学会)

福祉建築アイデアコンペ表彰式

(紛日本建築家協会近畿支部では、福祉建築アイデアコ

ンペの表彰式典及び基調講演 ・シンポジウム ・展示会

を開催する。

. 表彰式典 1998年 6月15日伺) 13: ｏｏｾ＠ 14 :  00 

. シンポジウム 同 日 14: ＱＵｾ＠ 16 :  40 

基調講寅/ 蔵本義一( 作家 ・審査委員長)

テーマ 「シルバーにやさしい街づくりとは」

審査員によるパネルデイスカツシヨン

会 場 い ず れ も ATC ・ITM棟 10F

第 3回 1998年9月16日制 13: 3ト 16: 30 

建設業における 150 環境マネ ジメン卜システム構築

手順の詳細説明/ 相越宏( 佐藤工業側)

第 4回 1998年10月8日附 13 :  ＳＰｾ＠ 16 :  30 

建設業における 150 品質システム ( Q 5) への取り組

み/ ( 講師検討中)

会 場 第 | 回 、 第 4回は、監査法人卜ーマツ東京事

務所( 東京都港区芝浦4- 13- 23M5芝浦ヒ'ル)

第 2 園、第 3 回は、銀座ラフィナート 7 F  

松風( 東京都中央区銀座卜26ー 1)

参 加 料 各 国 10000円 ( 消費干朋IJ)

問合せ附卜ーマツ環境研究所 150 セ ミナー係

( 東京都港区虎ノ門 1-2-8琴平会館 TEL03-

5512-6000)  

大阪市住之江区南港北2ート 10

定 員 100名

参 加 費 無 料

・展示会 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ＱＱ 日 同 ｾ Ｖ 月 ＱＶ 日 ω

ＱＰ ・ ｏｏｾ 17 :  00 

申込み シンポジウム参加希望者は、氏名、住所、

電話番号、勤務先を記入のうえ、( 紛日本建

築家協会近畿支部事務局( 担当 ・山藤)

FAX06-229-3374へ。

i nformati on 

投 稿

再建される公会堂の神像

!j 皮4'[>1:1-'、金属回収令のために撤去されていた中

之島公会堂( 屋正良l二lこ設けられていた) のや11像が

市民の願いに応えて再建される こと になった。商

業のや11 [ " メノレキューノν」と科学 ・平手11の村「ミ才、

ノレパJ て、 ともに大| 坂のIIIJ の発爆を願って、建設

当初から設け られていた。 こうした市民の切なる

願いが笑り、歴史長I ! 築に新し L 、生命が注ぎ込まれ

ることは索ｬｉ ｩｾ らしい こ とである 。

初、たちは昭和63王子、大|仮rl1に呼びかけ、 この名

建築の保全 ・再生をお願いしてきた。 それはl明治

桐湖、岩本栄之助の百万IIJの寄付によって建てら

れたこの地築を、現代に生きる我々が↑ 府干のお手

伝いをしようとしたものである 。名づけて市民に

よる「昭和の百万件 ｆｾＧ＾Ｍ Ｑ￭ＧｩＺ ｊ には、小学生から ＹＳ ，歳

のお年寄 りまでがi争財を寄付・してくれた。老朽化

して取り峻しが心配されるこの述築の保存のため

の費用の一安fl でも協力したいというもので、あった。

集められた百万円は、保存のための基金として大

阪市へ、寄付者の名前、保存へのコメン トを入れ

て寄付させてもら った琢L、金であ った。市民の寄

付の一部が活用され、今回のように、主I ! 築の正面

制 ili ったギリシャ ・ロー--;>11#1"1: ;のやjIf象がV再建され

ることは、新しくよみがえる公会堂にと っても最

高の贈りも のになるであろう 。

柴田正己 (53歳) 公務良

建築設計技術セミナー

(紛大劇存建築士会では、而信事あ隼から詰IJ震 ・免震構造

をテーマに各構; 去の基本から高層建築の応用例を紹介

するセミナーを開催する。

講師勝丸文彦制調擢企画言宣言村吃表: ! ! X i 締役)

日時 ＱＹＹＸ 年 Ｖ 月 ＲＰ 日 出 Ｑ Ｔ ・ ｏｏｾ 17: 00 

会 場 大 駒 存 建 築 健 保 会 館 6 F ホール

大阪市中央区和泉町会卜 11

参 加 賀 会 員 1000円 、 →nooo円

定 員 | ∞ 名

問合せ (枇大駒存建築士会 (TEL06-947-1961)

第 l 回変革シリーズ講演会

岡山建築設計クラブでは、言者J 寅会をシリ ーズて企画し

ている。第一回は、 CAD感性について語る。

講師石橋利彦Ｈ建築家 ・石 橋徳ｾＩ 11建築設計事務所)

日 時 1998年 6月18日附 18 :  ｏｏｾ＠ 19 :  30 

会 場 ア ー ク ホ テ ル 岡 山 岡山市下石井2-6-1

入 場 先 着 順 ・無料( 定員 100名)

問合せ岡山建築設計クラブ TEL086-233-1276
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評 議 員 会

第 3 固定時評議員会

ＲＵ 日・ Ｕ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 鶴 田 議 長 ほ か33名( 委任状共)

殺 事 ( 1)第| 号誠実、評議員会議長、副議長互選

(2)第 2 号誠実、会長、副会長およひ理事選任

(3)第 3 号議案、返事補選の件

理 事 会

第 7 固定19"IJJ 里事会

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か23名

議 事 ( 1股 員 出 塁 の 件

(2評議員会提出誠実の件

(3):1事務局職員任用の件

(4)民間( 旧四会) 連合協定「工事請負契約約

款」委員会委員の件

(5)入 ・退会者承認の件

句協賛名義使用承認の件

(7)事業報告その他

第 7 回会勢壬里事会

ＲＵ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 副 会 長 ほ か 7 名

オブザーバー/ 三品副会長

議 事 ( 1): 会員入退会状況報告

(2) (会員増強) 新年度の進め方について

編 集 委 員 会

第 12国 会 員 企 骨J' 委員会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 東 宮 委 員 ほ か 6 名

議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

第 13回情造介科会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 淳 委 員 ほ か 2 名

議 事 ( 1)10月号構造特集の企画

(2)  r，概宣の頁」の企画

第 12回施工材料分科会

Ｕ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 十 倉 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1時集企函の進捗状況報告

(2)  r施工材李将〉頁」の企画

第 5 回計画分科会ーインテリア・住宅系-

ＱＲ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 畑 幹 事 ほ か 5 名

議 事 7 月 号 憎 詮 函

第 10回広告企画小委員会

ＱＳ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 幡 副 委 員 長 ほ か 3 名

( 1) 4 月号「街なみの演出ー最近のタ村勝オ料J

特集車五盈報告

(2) 5 月号「生活環境の安全 ・安 心J 特集広告

伍邑報告

(3) 6 月号 rt也務総寛保全と建築J 特集広告経

過 報 告
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日 本 建 築 協 会

月 間 の 動 き

(4)  7 月号「心と体を元気にするインテリアJ

特 集

(5融自特集企函経過報告

(6)平 成 10年度表紙 4 面普通広告経過報告

(7)1 ' 乍品作風周係幸世告

(8収 支 状 況 報 告

第 12回編集委員会

1 3 B.  Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 興 謝 野 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1) 4 月号「街なみの演出 最近のタ怜餅オ料」

特集報告

(2) 5 月号「生活環境の安全 ・安 心J 特集企画

検 討

(3) 6 月号「地主将景境保全と建築」特集結局報

主t

回

(4) 7 月号「心と体を元気にするインテリアJ

特集経過報告

(5)シリ ス買組畠報告

(6) l j ) ( 支状況報告

第 8 回計画分科会ー建築系ー

ＱＶ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会誠室

出 席 者 塚 本 幹 事 ほ か 5 名

議 事 9 月号特集の企画

第 9 回「紫材と技術が生み出すデザイン」編集幹事会

ＱＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 遠 蕗 幹 事 ほ か 12名

議 事 シリース買「紫材と技術カ浅み出すデザイン」

4 、 5 、 6 月号の内容検討

第 11団法令分科会

ＱＸ 日 ・ Ｒ 時 ｾＳ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1編集委員会の報告

(2) 6 月号「地璃景境保全と建築J 特集の企画

(3)  ｲｾ 去令コーナー ｊ の企画

(4)次期幹事のイ牛

第 10回設備分不十会

ＱＸ 臼 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

出席者村ヰ井幹事ほか 5 名

殺 事 ( 1) r設備の頁」の企画

(2) 8 月号設備特集の企画

(3)次期設備介科会幹

5 月号「生活環境の安全 ・安心」特集座談会

Ｑ Ｘ 日・ ＱＰ 時半 ｾ Ｑ Ｒ 時半 ・ 於本会会議室

出席者奥野卓司氏( 関西学院大学専対受)

弘本由香里氏( 大阪ガス ・エネルギー文化研

究所客員研究員)

田中直人民( 摂南大学専匁受)

小浦久子氏( 大阪大学大学F完助事対受)

第 12図作品作風小委員会

ＲＶ 日 ・ 午後 Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 委 員lまか 4 名

議 事 ( 1)f " 乍品の選定

(2) 1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  r  gal l eryJ 掲載報告 ・予定

(4)  r S KE CH BOOKJ 欄の掲載予定

【平成10年 3月分】

事 業 委 員 会

第 11回若い会員の集い小委員会

ＱＰ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時川分 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 5 名、オブザーノてー/ 古川

敦子氏( 大阪市都市整備局)

誠 司 王 今 後 の 予 定

第 7 回広報小委員会

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 6名

誠 事 ( 1)事業委員会の報告

(2)'実施報告

(3)今後の予定

(4)当委員会の今後のあり方

第 7 回見学会小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 持 ｾＹ 時 ＳＵ 分 ・ 於本会会詔睦

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1熔業委員会の報告

(2):実施報告

(3)今後の予定

(4)今後の見学会の候補

(5;' 新年度の委員構成

第 7 園事業委員会

ＱＸ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出席者三虫子副委員長ほか 5 名

議 事 ( 1)各小委員会からの報告と検討

(2)  r事業委員会アンケー 卜J について

建 材 委 員 会

第 B 回建材委員会

ＱＲ 日・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会設睦

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 9 名

講 演 ・ r I OO%リサイクルノ、ウスj の実王見そして「ゼ

口 ・エネルギーハウス」の開発へ

講 師 中 村 孝 ( ミ サ ワ ホーム)

殺 事 今 後 の 予 定

出 版 委 員 会

第 11回出版委員会

Ｑ Ｙ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 千 葉 委 員 ほ か 4 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと幸だ在者選定

(3)次年度の委員編成について

教 育 委 員 会

第 44回工高生デザインコンク ール募集規定作成会

ＱＶ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 本 多 審 査 委 員 長 ほ か 審 査 委 員 6 名

片 倉 ・辛口田正副委員長ほか較育委員 6 名

議 事 (1) 第 44図 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 募 集 規

定( 案) の検討

(2)今後の作業予定

30' s E Y E - 2 1世 紀 へ の ヱ ス キ ス
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「地球環境保全と建築J 特集関連広告

一 第 一 法 規 の 出 版 案 内 - -

公共用地の取得に伴う

用対運基準の解説

監 修 建 設 省 建 設 経 済 局 調 整 課 ⑥8 5判・加除式・全2巻・本体価格14、600円 (税目1]) (干実費〉

公共事業に必要な土地等の取締又は使用に伴う損失補償と公共事業の施行に伴い発生する事業損

失補償に関し、言平しく解説するとともに、関述する学説・判例 ・裁判例 ・行政例規を紹介しています。補償額

の算定要領 ・ ｾＺ定例も多く婦げ 、 補償コンサルタン ト の実務に役立つ舎です 。

編集 建 設 省 建 設 経 済 局 総 務 課

⑨A 5判・加除式・全1巻・本体価格9，800円 (税別 )( 干実質〉

土地の取得等に |刻述して、実務上で税尖に派: l ミ

したトラブルや疑問点について、建設 ・t 木に携わ

る実務担当者と建設省担当' i rとの 1mて、実際に行わ

れた一 問一答を収録しています 。行政問答として

公表された! 照会 ・ITII 符以外に 、怨設約担当字yにu1

接寄せられた質問j やフe 口、ノク会議等での論議もnl'

刻11に記録しています。

監修 建 設 省 都 市 局 都 市 計 画 課

⑨A 5判・加除式・全1巻・本体価格9，800円 (税別) ( 干実資〉

都市青|商法関連の重要な 「中立lJ や 「キー

ワードJ を実務にあわせて精選、解説したはじ

めての笑務事典です。桜拠となる法条文をIYn日、

関連通達 ・ 行政例規を ｾ ￬ ｦ［｟ダ ｉｊ 的に ｪ ｴＮｬ ｩ ｬ 員し、解釈

i進mに役立つ工夫を凝らした実務担当者必

燐の舎です。

詳 細 : 企

主主tZ11;gifJZ語常黒院出46 h第 一 法 規 iu;:JJLUぷおよ完治 j p

「建築の二面l全」

Ｒ Ｐ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 Ｕ 分参加者 ＳＱ 名

建 築 クラ ブ

第 31 1回朝食会

Ｑ Ｐ 日 ・ Ｘ 時半 ｾｉｯ｡ 寺 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「働く女性が社会を変える」

講 師 告 井 佳 容 子 G売売新聞事業開発部次長)

参加者 45名

建築クラブ役員会

ＱＸ 日 ・ ＱＲ 時 ｾｉ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 代 表 ほ か 5 名

議 事 ( 1)平 成 10年度予算( 案) 検討

(2)平 成 10年度クラブ運営委員の選定

(3 )第 312回以降のスビーカー検討

80年史 編 纂 委 員 会

Ｙ 日・ Ｔ 時半 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 80年史編纂について

入 会 者 (敬 称 略)

〔団体会員 2 ヰ'i)

( 株) 国代耐火工業所大阪支庖

( 株) 馬庭建築設計事務所

〔個人会員53名〕

池 上 陽 上 枝 真ニ 岡 憲 司

( 安弁瞳揖位置す事暗所) ( 安井撞盟股計事輯所) Ｈ安弁理軍 ｉｾ 計事暗所ｽ

加 藤 政 弘 片 山 隆 絹 川 進

( 安井商車位計事前暗所) ( 安弁理車置計事暗所) ( 安井瞳聾腔計事暗所)

楠 本 隆 i青 田 耕 史 熊 田 将 男

( 安芥撞軍政計事暗所) ( 安弁瞳聾股富十事輯所) Ｈ安弁撞措ｾ肘務暗所Ｉ

関目央一郎 竹 本 成 秀 寺 岡 宏 治

( 安弁護時世計事暗所) ( 安持盟鋳腔計事暗所) ( 安弁建聾世針通区輔所)

戸 川 勝 之 中 川 順 造 長 崎 大 奥

( 安井睡揖t間十事輔所) Ｈ安弁姐睦 ｾｴ 十車揖所Ｉ ( 安弁盛畢段計事暗所}

馬 場 利 昭 紅 恵 太 前 田 慶 太 郎

{ 安鉾燈聾股計・輯所) Ｈ安弁盟綴 ｉｾ 肘啄輯所Ｉ ( 安井湿築段肘事輯所}

前 田 保 松 下 展 之 松 本 猛

{ 安井直担股計寧輯所) ( 安弁連盟股計事暗所) Ｈ安持瞳築ｾ肘穆輯所ｽ

村 瀬 徹 山根敏平日 渡辺，告文

〈安井蝿聾世計' " 輯所) ( 安弁園祭世計事輯所) ( 安井壇聾位計事属商}

粂川 亨

{ 島村岨}

足 立 祥 蔵 安 藤 邦 彦 西 国 仁 志

{ 奥村組) ( 奥村姐) ( 奥村岨}

日 浦 啓 充 宇 都 直 人

( 奥村組) ( 大匝市立工芸高瞳}

柴 勝 利 柴 田 正 己 中 津 義 智

〈大眼前立エ芸高棺) ( 明市立エ集高控) ( 神戸工費健高棺}

保 元 俊 文 加 茂 賢 増重雄; 台

{ 布施工衆高棺) ( 住宅 ・田市聾蝿公団) ( 住宅 ー都 市 聾 惜 公 団 }

林 茂 徳 領 岡 進 矢 橋 道 夫

{ 大且咽殴) ( 大盟理肱) ( 大林組}

吉 原 知 巳 服 部 勝 興 能 美 敏 男

{ カンサイ盟甚エ鰻) ( 靖地姐) ( 鹿島盛位}

芦 田 智 之 ，可合哲夫 高 橋 文 雄

{ 白亜位計) ( 竹中工輯広) ( ファースト印刷}

塚 田 静 春 中佐 一重
山 隈 直 人

( e んでん) (ユーエ3土地刊閣官克踊}

森 口 潔 植 田 明 加 藤 宏 生

{ 西田エ鍵) ( 竹中エ輯腐) ( 竹中エ輯J日

久一一

明

の

)

ロ

貝

山

一
山

会

一
方

卯

d

『

松 丸 奥 義

( 山下股計}

名誉会長 東 畑 謙 三 氏 ( 東 畑 建築 事務 所名誉会長)

( 平成 10年 4 月29 日逝去)

- 訂正とおわび

持ち 5 月号 i nformat ion欄 ( p64) 掲載記事で、「医朋冨

祉建築賞 1997受賞作品」の志賀町デイサービスセンタ

ー ・ふれあいセンターの設計者名に誤りがありました。

下記のように訂正して、おわび申し上げます。

設計者徳岡昌克建築設計事務所
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「地球環境保全 と建築J 特集関連広告

64  

自然環境との

よりよし言周和を

求めて!

産業廃棄物の中間処理

建設系汚泥の脱水処理

• HAミMONI X

干660-0843 兵庫県尼崎市東海岸町21番地- 1  

TEL. 06- 409- 1731 FAX. 06- 409- 1734 



テトカッパー防水
カッパー防水帯 ー コ ー パ ー タ イ ト オ ク ロ ン 防 水 都 目

資制をご. ; J < 下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

Z 三 社

本 社

支 庖

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 7 トクピル5階)

電 話 料 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

a ι  ・・ーｲＭｾｾｾｾ ... ヘ.a.ム

輿 凶1Cよ 美 肌 抗 告 征

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ピル T E L 03(3571 ) 2703側 F AX03(3571 ) 0264 

大臣事務所 TEL06(391 ) 1081 - 1FAX 06(395)1109 名古屋出彊柄 TEL051(811) 3660

噛}兵宮 . 所 TELO時 (310)4831 FAX045(310)  4165 厚 木 出 彊 所 TEL0461(11)  1161 FAX0461 (13).1341 

1崎王宮纂所 TELO叫 (174)18時 五 城 出 現 所 TEL0191(18)0878向 XOI91(18)1614

快適な明日を提案する

τ ｅｾ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 ネ土 干 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1 0 ( T S ピル)

T E L  ( 06)  9 4 3 - 6 5 7 1  ( 代)

・東京/ 横浜/ 仙台/ 水戸/ 静岡/ 耐/ 名古屋/ 富山/1韻/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 他鍋主爵附

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547-0001 大阪市平野区加美北3- 4- 5

T EL06 (792) 5858 FAX06 (792) 2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本

ＭＱＮｾ＠

日本電植株式会社

大阪市両区西本町 l 町 13町33

T E L. 06- 532- 0  4 6 1  ( 代ぷ)

FAX. 06- 535- 5  181 

疋 ｆｾ rI'i 丹 波 市 新 聞T 4  9  

ぁ: 干

品 ブ 問

る ー- ｾ＠ ?  

足立32j

工 .l!L 欝 ス

Z株量怒

切式E77

li 含詰i

1:..1・ 号 六 四
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本! 占 Jl U ; UHI港区浜松田I 卜25- 7 o'tt話03( 3432) 5711

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 世話 06 (302)  2270 

支 1;!; 北海道/ 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古屋/'1' 医1/ 九州、|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲレ械式会社

本盾・大間本社 〒550-0002 大阪市区江戸繍 l 丁目 9 訴25号 電話 (06)441 8231  

東 京 本 社 〒 102-0071東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 句 読ω3) 32618231  

支 社 名古屋 ・稲田1

支 庖 札幌 仙 台 新 潟 ・大宮 ・千築 ・横浜 ・金沢 ・京 都 神 戸 ・天理! ・岡山 ・

広 島 日 松 ・熊本

営 喋 所 有F広 ・函館 ¥'1森 ・秋田 ・盛岡 . flii 橋 ・長野 ・静岡 世 間 ' i! I ' l: Hl! .

筒井 ・徳lli . f's 山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 }}II 珊i

出 張 所 旭川 ・制品 ・川崎 ・訟江 ・徳 島 下|則・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 底 シンガポー J レ・ホンコン

技術研究所 〒35，ト0044 崎玉県入!日/1tl 1三芳町大字北永11'390帯地 1l.!:!f;(0492)58 15日

空 気 調和 設 備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大阪市 中央 区 北 浜 2 - 2  - 21 電話 06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 ー l 電話 03(3502) 6111 ( 大代)

支 底 名古屋・九州・北海道・中国・東北 ・北陸・横浜・車関東・北関東 ・京都・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 永l 梅田T 3 祷 5 F f 屯話 ( 352) 1  1  3  l( fり

本 社 東 京 者11巾央区 Hホオ刷協・却f 2 - 22 ｾＱￎ話 ＨＳＶＶＷＩ 3431  ( 大代)

支 社 名 占 屋 . itll 台 ・札 帆 ・広 fJJ ・稲 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 縦 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-・・

-
-

晃 調株式会社

本 主1: k 阪.Ii -l ' 央区域J I . 2  1"1 1  I  需61¥}' Yイ/21i¥II Dタワー 屯; [; 06-949- ]371  

点以本山 東 );i:ml 来月 前|旦刊新 市 新 宿 11 友 ピ ル . ;tj:活03-3344- 7911

大阪本 山 大 阪 市 北 [>{ jlG天満 3 T  U  凶 器 20 '，;- '，I! J，f; 06-363- 1371  

文 1，1:; 仙台・横浜 七，';J i! ・J;i Y.il . 神J ' ・1よね . ｾ，＠ .. ;I伯!

Ｇ ￬Ｇｾ ［＠ ｾ＠ 1;li '  札税・茨城・大山 T 柴山知・静 附 Ｇ ｉｉｾＩｉ Ｇ Ｎ 滋 ｮ 和 歌 山松 ｩ ｬ ・ ｊ ｾＮ ， ｾ Ｇ ｩ ＧｬＧ 純

1'1
1
， ＱＡ ｾ＠ JiJr J'i-森 駄 川 ・雌|品l ・川崎 . ｾ， ［ ｉ ［＠ 11 J  Ｎ 岐 Ｑ Ｇ ，｜ Ｎ三 弔 ・ Ｎｲ ， ［ｊｉｾ ・ ｼ前 ＱＱＱＱ Ｇ

，'，:i .tt  ド|比1. 大分 ・熊本 ・'，' ;';曲者 J血児向

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 麓 ・ 地 盤 凍 結

E切 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

8  株 式 会 社 精 研

伺日 目・ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番目号( オートセンターピル1. 2階)

干542- 0066 電話 大 阪 ( 06 )  768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー ] 6 5 ] 代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石111 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

〒] ] 2- 0002 fll 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  ] 代 表

商昂は空気ですo ¥! ｾ＠
a・・・ 熱と空気のエンジニフコ円ーーー-

E掴 司 軍 樟 式 書 社

〉ー〈/ 大気駐・営車橿目

空気圃相股倫 蛤111*衛 生 盤 情 通 猿股

舗 公曹防止関連位鍋田1宣告す 製 作 精 工

ヌ' l i 東 京 本 広 東 烹 1I 新宿区 西 餅 宿2- 6- [ t:t 03- 33“ - 1 851 ( :大i t l 大 阪 本 社官 06- 448 - 3603( 代)

太限王社 ft 06- 448 - 58S I(代} 名古屋宜 Io f t OS2- 21'  - I S3S(代} 中国王庖 官 082 - 247-

九州支庖 ft 092 - 43 1- 21 47(代 ) 宮現前 北開 東 慣ぷ 伸戸 軍縮 岡山 四国

空 気 調 手1] L と竺k 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り

第一工策横式怠誼

大阪支 庖 〒530- 0047 大 阪 市 北 区 内 天 満 3 T  1=1 6 番 14
1

，j

Ｇ ［ｉＱＺ ｾ ｦ［＠ 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 干100- 0005 .l l di 都 千 代 LU区 九の|λ'J3 T Ll 3帯J' .ナ

';11:話 0 3 - 3 3 1  ] - 8 5  1  1  ( 代表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

。大晃設備株式会社

本 社

太阪市此花区西九条2丁目 13番28号 1江 06 - 466- 2268

大阪 営業所 一

枚 方 営業所 枚 万 di 'I" 斐 団 東 町 9 - 3  "丘0720 - 49- 2128

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・ 空 調 設備

C R ; 認西原衛生工業所大阪庄

大 阪 市 北 区"1η -l! 6 丁L1 8 得 4 .. ザ 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

苅 苫 ・ 営 業 所 福 岡 ・ 京 者11 ・フ<:J1R ・)11西 ・和l' 戸

O K U J U  
スペースク 'J :z:.-t，ー

包 容rt::&wをもた島む危諒錨拶窃還

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル システム天井間仕切

間 金uオクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)312-4131 FAX(06)3  1  2-7998 

車京・九州・摘浜・名古屋・仙台宮崎 ・京都



人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給緋水 ・衛生設備

空貴闘靭

工渇配菅

水処理

コージェネレーション

クリー ンルーム

・プラント

プラント肘撮

システムエン y ニアリング

メ タ 出 山 辺 司 王 ¥

φ 住友電設株式会社 主競認: 邸調関銃:;i42iii jJZ: 部

- 情線通信 段傭

情岨通11"- γ トワ ーク

情 ・担 狸

通情ンステム

抽温γ ステム

・電力，五 且段備

費宜電

軍空送配電

地中退配電

宮. 樋 目置肘・緒工・監理

・電気設備

畳宜電 幹圃

動力・制御甚置

電話、融温. インターホ ン

防犯、防虫

'l' l民監視嗣膏

システム肘甚

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの筏術手×急会6 0

--. 〆

.t 

ーを議議圭美観

設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 電気設備
電 気 設 備 設 計 施 工

総 zt 金 員 三 男 討

上 田 正 雄

。

干530 0005 大阪市北区中之品三丁目2- 4( 曹l R ピル) fllJii 06 (385) 1361刊

干564 0062 吹 則 市 垂 広 町 3 丁 目 34 6  fll 話06 (385) 1361(ffl 

干615 0882 京 郷 市 宿 京 区 西 京 極 葛 野 町 21 Hl 話075( 311) 1185側

干650 0035 神戸市中央区浪花町59( 神戸朝日ピル) Hl 話078(333) 7756側

l t  
ィ、

11 1  ｦ ｬＺＺぷ ｊｲｾ 品目 ｦ ｾ 主

本 社

大阪営業所

京都営業所

神戸営業所

代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 凶 天 満 2 丁 目 6 - 8  ( 笠ビノレ 5慨 )

.1I J i; 0  6  ( 3  6  1)  3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央区 U 本 橋 茅 場開f 2 T ' =117 苦手 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

l!J! - 泉 州 ・ 泉 市 ・ 滋 ｴｾ＠

ヰ土本

l苫支

営 業 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

電気段備 ・計義制御設備 ・空開設備 ・クリ ーン ルーム設備・ プラン ト盤情

鎗排水術生設備・エ ネルギー集中監視システ ム 設計施工

社
ム一

A

'i
，
一、

町

・

・

崎

山

邑

・

川
引

d

w

一

'U

仙

三宝電機械式会社

取 締 役 社 以 lAi 納 秀 一

伊 藤 義 信

大 阪 市ιl'央 区 高 鹿 橋 4 丁 目 3 番 7 号 -;:11話』大|仮 (202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙｾ＠

本 社 点 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸/ 内・新宿・有陳川 ・東関東・北関東・中部・九州

取締役支社長

革 社 〒ゆ 似7大臣市1区西天沼6- 8( 堂ピル. ) TEL  OO( お4)1471・F AX OO( 制〉民お

東京吏笹 〒筒- r OJ l 思軍湿E醐 %1ラ万<' 1. 苦闘， TEL03( 5472l 3311・FAX03( 5472l 直e;

8o塵豆E 〒462-1:断7名百屋市北区金属3・12・14 TEL白2( 鈎1)5131・F AX(li 2(914) 汚35

押戸吏盾 〒ｦｦｩＷＭｬｭｩ溺寺霞 ｅ 斑碩 ｬｬ Ｋ 刊ｋＭｔｾ｛， TEL078( 倒2)6411' FAX078( 例2)6416

明田究所 干知- m: l i 大阪府規市三宝町七T369 TEL0722(27) 似00・FAX0722( 27) 1424

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

|・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

|  高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 E  

圃・・・・目

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ーにご! ?)( 株) 日 1:J ! ] D:2

51 大 阪 府 貝 原 市 王 子 5 0 1

稼 式 会 祉 工 ヌ 王 ム ピ ' 一

線式会事主ポリ" リス物産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 本 3 - 16  - 26 

大阪支信 太阪市中央区北浜3 2  23(f J 霊ピル)

T  E  L06-202-3294 
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市

依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06・351・5428 F ax.06・351・5299
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デンカC S Aファミリー製品

-子二.I n C S A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウ卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・雪ニＮｉ ｮ 司 ｆ Ｚｲーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ達、 ι＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ.I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土A
2
 

式業 株産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本社 ・京都 ・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

..0.. 

A  業 株 式

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL  滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

産 株洋 物

T E L 大 阪 ( 0 6 )  

光

耐酸被覆鋼板

C O M 8  
T OF フソ素樹脂積層被覆鋼板

「耐酸被覆鋼板」のノ T イオ ニアとし

て約半世紀の経験を 生かし、新た

に「フッ素樹脂積層被覆鋼板」を製

品1洋に力日えました 。

建築物の耐久性と、独創的な色彩

と外観をクリ エイトします。

. フッ素樹指積層被覆鋼板

T  0  F  (タフフロール)

・ 耐酸被覆鋼板

C  0  M ( ケミカラーオーシマメタル)

E  B  M (エ/ ｾＮ＠ ブライトメタル)

OS HIMA OH Y O 

大 畠 陀 用 化 掌 工 業 椋 武 書 柱

68 
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エコノミー& エコロジー
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[ さらにメリット 4]

優遇税制など、

固 に よ る 公 的 助 明 度 が

j舌用できま

、
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冷

[ さらにメリット 2]

部屋ごとの空調が可能な

個別分散方式などさまざまな

タイフ。が.あり f す。

干530-0004 大阪市北区堂島浜1丁目4番4号 アクア堂島東館18階

ｔｅｌ Ｈ ｏｍｐ Ｉ ＰＶ ・ ＷＵＰＱ ・ ＰＲＱＶ ｾ
合わせ・資料のご請求は関西電力株式会社お客さま本部

お客さま提案クループ (ビルシステム)
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新 り 二 ヂ だ か ら

駆動部・制御部を

昇降蹟内に

組み込んだ

. 煩雑な機械室プランが不要です

. 工レベーター工事が

昇降路内だけで完結します

. 昇降行程 29mをご提供

詳しいカタロヲを周章しております. 下記あて. ご請求ください.

販売

松 下 電 器 産 業 稼 式 会 社

陸備! l 鎌本節

干 540- ∞01 大阪市中央区減見 2 -1 ・61

ツイン21 ナショナルタワー27 F  

T E L :  0 6-9 4 9-2 2 1  1  ( 代)

製造・錆付・保守

日本才一チス・エレベータ様式会社

近. 支庖

干 540- 0∞1 大阪市中央区滅見 2- 1 - 61  

ツイン 21 MI Dタワー 10 F  

T E L :  0 6-9 4 9- 1  3 3 1  ( 代)

ｅ ｪ ｪ Ｑｊｾ温

雑誌 03379-6


